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    東雲芽吹（しののめ・めぶき）


    バカ。女の子にフられ続ける運命を背負っている。


    



    天王洲（てんのうず）


    東雲の回収者。基本的に無表情な神様。


    



    有明　命（ありあけ・みこと）


    東雲の弟子。誠実で何事にも真っ直ぐな好青年。


    



    十条　友（じゅうじょう・とも）


    消極的なミツ。近づく者に不幸を降りかからせてしまう。


    



    木場　真（きば・まこと）


    十条の回収者。芸人を目指す、ちょっと変わった神様。


    



    恵比寿会長（えびすかいちょう）


    上級神。私立隣会学園で生徒会長をしている。
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    プロローグ


    



    　ここはあの世でもこの世でもない、神々の住む世界。天の国──ではなく、私立隣りん会かい学園の生徒会室。


    　窓から夕日の差し込む部屋の中で、ウェーブヘアの少女、恵え比び寿すが、育ちの良さを感じさせる笑えみを浮かべた。


    「持ってきてくれて、ありがとうね。大変だったでしょ？」


    「恵比寿殿、こういうことを頼まれると非常に困るのですが」


    　言葉を返したのは、全身白尽くめの影のような人物だった。


    「私たち渡し守は、天の国と地上を行き来させる案内人であって、何かを配達するためにいるわけではないのです」


    　渡し守の顔を覆う、複雑な文様が記された紙がゆらりと揺れる。


    「そう、固いこと言わないのー。たまには一人で行動できて、楽しかったんじゃないの？」


    　渡し守は基本、三人一組で行動する。


    　だが、恵比寿の目の前には一人しかいなかった。


    「別に、三人でいることを苦痛に感じているわけではないのですが……」


    　恵比寿は話を聞き流しながら、渡し守に届けてもらった、両手に少し余るサイズの箱を開いていく。


    　厳重に包まれた封を解いて出てきたのは、色とりどりの[image: ]あめ玉だまのようなものが詰まった小瓶だった。


    「何なのですか、それは？」


    　渡し守の疑問の声に、恵比寿は厭いやらしい笑みを浮かべる。


    「内緒。バレたら、マズいものだからね」


    「そういうものを運ばされると、非常に困ります」


    　迷惑そうな渡し守の口調に、恵比寿はクスクスと笑った。


    「それでさ、上の連中の様子はどう？」


    「上の連中とは、最上級神様たちのことですか？」


    　渡し守の質問に、恵比寿は「そうそう」と気楽に返す。


    「ほら、例のミツの件でさ、どういうふうに言ってるのかなぁと思って」


    「それはもう大問題になっていますよ。千年にひとりの逸材と謳うたわれ、我われ々われの期待を一身に背負ったミツでありながら、年を追うにつれ金色の霞かすみの放出量はみるみる減少、ここ最近にいたってはゼロになってしまっているのですから」


    　天の国に住む神々は、自分たちの手で作為的に不幸を運命づけた人間のことをミツと呼んでいる。ある特定の不幸を運命づけられたミツは、その不幸が身に降りかかる度に、体から金色の霞を出す。これが、神々の大好物なおやつとなるのだ。


    　その金色の霞の放出量が少なくなるということは、すなわち、おやつの減少である。たかが、おやつといえど、娯楽が皆無ともいえる天の国においては死活問題なのである。


    　そんな状況を神々が放置しておくわけがなかった。


    「そっか……。これ以上、私が抑えとくのも無理かなー」


    　恵え比び寿すは机の上にだらりと上半身を預ける。


    「もう、限界でしょうね」


    　渡し守の言葉に、恵比寿はなんとか上げていた顔も机に伏せてしまった。


    　と、そこへ重苦しい雰囲気のこの場に似つかわしくない、アップテンポな曲が流れ始める。恵比寿はポケットから携帯電話を取り出すと、着信相手をちらりと確認して通話ボタンを押した。


    「もしもしー。うん、そうそう、今、届けてもらったとこ。ありがとうねー」


    　恵比寿が電話で話し始めたことで、立ち去るタイミングを失った渡し守は所在なさそうに立ち尽くす。


    「なんか、もう抑えておくのも無理みたいだからさー、上の連中に例のことを伝えておいてくれないかな？　そうそう、アレアレ。もちろん約束は忘れてないから、準備もちゃんと始めてるしね。いやいやー、私ももう年だしさぁ。そろそろ潮しお時どきかなって」


    　恵比寿は言って、椅い子すをゆっくりと回転させた。


    「だから、最後にきちんとしておきたいんだよね。天てん王のう洲ずちゃんには本当に幸せになってもらいたいからさ。彼には期待できないしね」


    　いつもの彼女には似つかわしくないくらいに、恵え比び寿すの表情は真剣なものになっていた。
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    　それは、苛いら立だちにも悲しみにも似た複雑な表情だった。


    「とにかく、天てん王のう洲ずちゃんは頑固だし奥手だからさ、こっちからアクションを起こしてあげないと絶対に無理だと思うんだ。長いこと彼と一緒にいて視野も相当狭くなってるっぽいしねー。だから、候補者をこっちで用意することにしたの」


    　言いながら、恵比寿が机の引き出しから分厚いファイルを取り出す。


    　ファイルを開くと、生徒たちの様々なデータが詳細に記されていた。


    　恵比寿はそれを眺めながら小さく溜ため息いきをつくと、「そうなんだよね……」と呟つぶやく。


    「申し訳ないけど、東しの雲のめ君には退場してもらわないとダメかなー」
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    第一話　有明の事情


    



    「大好きです、僕と結婚して下さい!!」


    　隣りん会かい学園の近くにある兎と々と呂ろ城ぎ神社の境内に、僕の渾こん身しんの告白が響き渡る。


    　十二月の寒空を吹き飛ばすような素晴らしい告白に、自分の鬱うつ屈くつした心もどこか遠くへと飛んでいってしまったような気がする。


    　久しぶりに基本型の告白をしてみたが、これはこれでなかなかいいものだな。これが練習でなく、本番であったなら確実に成功していただろう。


    　だが、僕のことを無表情な瞳ひとみで眺めていたおかっぱ頭の少女──天てん王のう洲ず君は気に入らなかったようで、目を細めるばかりだった。


    「本気でやるつもりがあるのですか、ノノメメさん」


    「今の告白が本気でないとしたら、何だと言うのだ？」


    　どれだけ寒がりなのか、厚手のコートに顔の下半分を覆うマフラー、その上モコモコの手袋までしているという重装備すぎる天王洲君が鼻を鳴らす。


    「茶番です」


    「茶番って酷ひどくない!?」


    　それが、これ以上の本気はないというくらいに全身全霊を懸かけて練習をしている人間に対する言葉なのだろうか。


    　僕だって、このままの状態でいいと思っているわけではない。むしろ、一日でも早く元の状態に戻れるようこうして努力しているというのに。


    「ノノメメさんには、自分が置かれている状況がどれほど深刻なものか理解できていないようですね」


    「人の思考を勝手に読むんじゃない」


    　天王洲君はいわゆる神である。


    　回収者という職についている彼女は、その回収相手であるミツの思考を読むことができる。


    　そして、そのミツというのが、この僕、東しの雲のめ芽め吹ぶきだ。


    　天王洲君の思考を読む能力のせいで、僕がこれまでどれだけ被害を受けてきたことか……。


    「被害を受けているのは私のほうだと、何度言ったら」


    「だから、読むなと言っているだろうが」


    「無駄話はやめましょう。とにかく、肝心なのは、惚ほれやすいことしか能のないノノメメさんが、誰だれも好きにならなくなってしまったことなのです」


    「この天才を捕まえて、惚れやすいことしか能がないとはどういうことだ」


    　僕の言葉に、天王洲君が目を細めた。


    「では、今すぐ誰かに惚れて下さい」


    　惚れるっていうのは、ほら、タイミングというか、無理矢理やるものではないから。だから、気長に待っていればそのうち……。


    「なるほど。気長に待っている間に、私は上の方々に職務怠慢とみなされて回収者の任を解かれてしまうということですね。長い間、お世話になりました」


    「そんなことは言ってない。現にこうして、告白の練習もしているではないか」


    　夏休みを境に、僕は好きな女性がだんだんとできなくなっていた。


    「惚ほれやすい」という天てん王のう洲ず君の発言を認めるようで癪しやくだが、夏休み前の僕ならば三日に一人は確実に好きな人ができていた。それが、一週間、二週間と徐々に間が開きはじめ、ひと月前からぱったりと好きな人が完全にできなくなっていた。


    　このまま好きな人ができない期間の最長記録を更新し続けていると、いつまで経たっても僕の「愛する女性と結婚して、幸せな家庭を築く」という積年の夢が叶かなわない。


    　それを回避するべく、僕はこうして神社で告白の練習をしているのであった。


    「告白の練習をしたところで、誰だれかに惚れられるようになるとはとても思えないのですが」


    　言いながら、天王洲君が寒そうに体を丸める。


    「やってみなければ、分からないだろう」


    「なぜ好きな人ができなくなったのかを考えて、そこを改善するべきだと思います。もしかしたら、喜き多た見みさんに無理矢理告白させられすぎた反動がきているのかもしれませんから──」


    　すぐに天王洲君が、しまったとでもいうように一瞬だけ表情を歪ゆがめる。


    　僕はそんな天王洲君に違和感を覚えながら、記憶の中を探ってみる。だが、喜多見という名前に心当たりはなかった。


    　天王洲君が僕から視線を逸そらして言う。


    「今のは失言でした。忘れて下さい」


    　忘れて下さいと言われてすぐに忘れられるような便利な脳構造はしていないのだが、喜多見というのが誰なのか天王洲君に答えるつもりはないようなので、気にしないことにしよう。


    「とにかく、今は僕にできることをするしかあるまい」


    「それでは、現状と何も変わらないではないですか」


    　天王洲君が呆あきれたように言葉を吐き出した。


    「私だって、できればノノメメさんを焦らせるような真ま似ねはしたくないのです。ですが、ノノメメさんに任せていると、いつになったらまた告白ができるようになるのか分からないではないですか。最悪、私の配置換えは仕方ないとしましょう。ですが、彼女いない歴＝寿命にはなりたくないですよね」


    　一人も彼女ができないまま孤独に死んでいく自分の姿を想像してしまい、背筋に冷たいものが走る。


    　いや、待て。相棒である天王洲君が、僕の最期を看み取とってくれるのではないだろうか？


    「だから、このままだと私は配置換えされて、天の国に強制送還されると言っているではありませんか」


    　そうだった。このままでは、非常にマズい。早く何とかしなければ。


    　孤独死を迎えるか、幸せな家庭を築くかの瀬戸際なのだからな！


    　と、その時だった。


    「大好きです、僕と結婚して下さい!!」


    　境内に突然響き渡った告白に、僕の思考は一瞬にして霧散した。


    　まるで僕がしたかのような告白のセリフであったが、自分の口から出たものではない。


    　それは頭上から聞こえてきた。


    　僕が顔を上げると同時に、社やしろの屋根の上を何者かが走る音が聞こえてくるではないか。


    　三メートルはあろうかという屋根の上にどうやってよじ登ったのかも気になるところだが、こんなバカなことをするのは一体どんなヤツなのだと興味が湧わいてくる。


    　告白を響かせた[image: ]なぞの人物は、屋根の端を思い切り蹴けり飛ばし空高く跳ね上がる。


    　雲の隙すき間まから差し込む日の光を浴びて、[image: ]の人物の姿が浮かび上がる。


    　それは、僕たちと同じ隣りん会かい学園の制服を着た少年だった。


    　少年が捻ひねりを加えた伸身三回転を決める。


    　そして、フィニッシュとばかりに回転したままの状態で、顔から地面へと突っ込んだ。


    　顔面で逆立ちしているような姿勢のまま玉砂利の上を数メートルほど滑り、少年がべしゃりとうつ伏せになる。


    　あまりの光景に僕は言葉が出なかった。


    　何だろう今のは。飛び降り自殺を生で見てしまったのだろうか……。


    「落ちてから微み塵じんも動かないのですが、救急車を呼んだ方がいいのでは」


    「そ、そうだな。とにかく、公衆電話で救急車を呼んでくる!!」


    　携帯電話を持っていれば早いのだが、持っていない物のことを言っても仕方がない。


    　僕は、兎と々と呂ろ城ぎ神社の長い石段を下った先にある公衆電話へと向かうべく駆け出そうとする。だがその足首を、落下した少年によってがっしりと摑つかまれた。


    「……大丈夫ですから」


    　顔を地面に伏せたままの少年の言葉に、僕は心の中で思う。絶対に大丈夫ではないだろうと。


    「実は自分は鋼はがねの肉体を持っているのです。ですから、全然問題ありません」


    「鋼の肉体？」


    　僕がオウム返しをするのと、少年が勢いよく跳ね上がるのは同時だった。


    　腕の力のみで跳ね起きた少年が、両腕で鳥の翼を模したような[image: ]のポーズをとる。


    「見て下さい、この鋼の肉体を！　どうですか、無傷でしょ!!」


    「血だらけじゃねぇか!!」


    　見事なまでの顔面流血であった。


    　気の弱い人間が見たら一生モノのトラウマになりかねない絵面だぞ。


    「こんなのかすり傷です！　問題ありません！」


    　自分の胸を叩たたいて大丈夫だとアピールしてくる。本人が大丈夫だというのならば、それでいいのだが……。天てん王のう洲ず君もやれやれとばかりに、首を振っている。


    「ノノメメさん、行きましょう。私たちは一分でも時間の惜しい状況ですから」


    　天王洲君が僕の腕を摑つかみ、強引に神社から連れ出そうとする。


    「ちょ、ちょっと待って下さい！」


    　そんな僕たちの前へと立ち塞ふさがり、少年が進路を邪魔する。そんな少年の行動に、天王洲君から明らかに不機嫌なオーラが立ち昇り始めた。


    「聞いていなかったのですか。私は時間が惜しいと言ったのですが」


    　相手を威い嚇かくするような天王洲君のオーラにあおられてか、少年の体が二つ折りになってしまうのではと思われるほど上半身を仰のけ反ぞらせる。それでも一歩も足を退ひかせないあたり、なかなか根性が据わっていそうだ。


    「自分は、東しの雲のめ先輩にお願いがあって来たんです」


    　主人の帰りを待ち続ける忠犬のような純粋な瞳ひとみに、思わず目が眩くらみそうになる。


    　少年はその場で大きくジャンプすると、華麗に土下座を決めた。


    「東雲先輩、いや、師匠！　この有あり明あけ命みことをどうか弟子にして下さい!!」


    　玉砂利に額ひたいを擦こすりつける少年の言葉に、僕の耳が反応する。
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    　僕の聞き間違えかもしれないが、師匠という単語が聞こえたような気がするのだが。


    「入学したてのあの日見た、師匠の告白が瞼まぶたの裏に焼き付いて忘れられないんです。三階の窓から校舎裏へとダイブした、あの告白が……。ガラス片が夕日を反射しながら粉雪のように舞う中、心打たれる告白をしながら着地した師匠の姿。あんな芸術的な告白を見たのは初めてでした。あの告白に比べれば、世の中に[image: ]あふれかえっている告白など、児じ戯ぎと変わりません。どうか自分に、師匠の告白術を教えて下さい！」


    　顔を上げ、有あり明あけが真剣な表情で訴えてくる。


    　あの時の告白を見ていたのか。確かにあれは僕の数ある告白セレクションの中でも十指に入るほどの素晴らしい出来であった。この少年が憧あこがれてしまうのも無理はあるまい。


    　とはいえ、十年以上の血の滲にじむような努力の末に完成させた告白の数々。ずぶの素しろ人うとがちょっと練習したからといって、真ま似ねできるような代物ではないのだ。


    　それに、生み出した告白は全て僕用にチューンナップがされた、非常にピーキーな仕上がりになっている。たとえ有明が僕と同じような能力値を持っていたところで、使いこなすのはまず無理であろう。


    「なに、ニヤニヤしているのですか。気持ち悪い」


    「僕のどこがニヤニヤしているというんだ。失礼なことを言うな」


    　天てん王のう洲ず君に指摘され、僕は口元に手を当てる。どうやら考えごとに集中しすぎて、少しばかり頰ほおが緩ゆるんでしまっていたようだ。


    　そんな僕に対して、天王洲君が冷たい視線を送ってくる。


    「今がどういう状況なのか。ちゃんと分かっていますよね」


    「当たり前だ。この東しの雲のめ芽め吹ぶきが、優先順位を付け間違えるわけがあるまい」


    　いくら僕のファンの頼みだとはいえ、自分の夢の行く末がかかっているのだ。今、人に告白を教えている状況でないことくらい、しっかりと分かっている。そもそも、自分が告白できない状態になっているしな。


    「自分にとって師匠は憧れなんです。自分の気持ちをあんなに全力で表現できる人間に、自分もなりたいんです」


    　何だろう。有明とは凄すごく分かり合えそうな気がする。


    「だから、ノノメメさんはバカだと言うんです」


    　これ以上会話をするなというように、天王洲君が僕と有明の間に割って入った。


    「先程から言っていますが、私たちにはやるべき大切なことがあるのです。申し訳ありませんが、時期を改めていただけませんか」


    「師匠の邪魔はしません。ただ傍そばにいて師匠の行動を見せてもらうだけでもいいんです。だから……。だから、お願いします！」


    　天王洲君の話を聞いているのかいないのか、有明は微み塵じんも引く様子を見せない。


    「私は駄目だと言っているわけではなく、時期を変えてくれと言っているだけなのですが」


    「今じゃなきゃダメなんです！」


    　有あり明あけに説得は通じないと思ったらしく、天てん王のう洲ず君がこちらへと顔を向ける。


    「話になりませんね。行きましょう、ノノメメさん」


    「ちょっと待て、天王洲君」


    　天王洲君の視線に晒さらされれば、チンピラだって裸足で逃げ出すことだろう。なのに、有明は逃げるどころか真っ向から視線を受け止めて言い返しているのだ。なぜ、そこまで今にこだわるのか？　僕の興味は最大限にまで膨ふくれ上がっていた。


    「なぜ、今じゃないとダメなのだ？」


    「自分は弱い人間です。だから、今を逃のがしたらこの気持ちが次にいつ湧わいてくるか分かりません。勝手なことを言ってるのは重々承知しています。ですが、気持ちの滾みなぎっている今を逃すわけにはいかないんです！」


    　これだけ天王洲君に反抗しておいて、弱い人間だとはなかなか言ってくれる。


    　だが、今ある気持ちを大切にしたいという想おもいは十分に共感できることであった。


    「本気で僕についてくるつもりがあるのだな？」


    　有明が真剣な表情で頷うなずく。それだけで十分だった。


    　それを見て天王洲君が何か言おうとするが、先んじて僕は手で制した。


    「よかろう、今日からお前を弟子にしてやろう」


    「……本当ですか？」


    　真剣だった有明の表情が、グラデーションを描くように驚きへと変化していく。


    　そんな有明に対して、僕は力強く言い放った。


    「男に二言はない!!」


    　有明が喜びを爆発させるように、飛び上がってはしゃぎ始める。


    「ただし、僕の修行は辛つらいぞ。覚悟し──」


    「やっほー!!　師匠の弟子になれたぞー!!」


    「おい聞いているのか、弟子よ。お前の憧あこがれの人である、東しの雲のめ芽め吹ぶきが話しているぞ」


    「やった、やったぞ、ついにやったんだー!!」


    　自分の世界に入ってしまって、完全に聞いていませんでした。


    　視界に入っていないのかと思い、僕は有明の前へと回り込む。


    「おーい、弟子よ。こっちだよ、こっちー」


    　だが、有明は僕を避よけるかのように回転しながら喜び始める。


    「これで、僕も師匠のようになれるぞ!!」


    「人の話を少しは聞け!!」


    　僕のドロップキックが有明を捉とらえ、激しく境内の奥へと吹き飛ばす。


    　のっけから師匠の話を無視するとは……。


    　どうやら、常識から叩たたき込まなければならないようだ。これは、腕が鳴りまくるな。


    「どういうつもりなのですか、ノノメメさん」


    　僕は黒くろ縁ぶち眼鏡めがねのブリッジを押し上げ、天てん王のう洲ず君の冷たい視線に応えた。


    「天王洲君の言い分も分からなくはないが、僕にも考えがあってのことだ」


    　自信満々の僕の言葉に、天王洲君は疑わしそうに視線を細めた。


    「どうせ下らない考えでしょうが、一応聞いておきます」


    「有あり明あけに告白を教えることで、僕の何かが変わるかもしれないではないか。教えることとは、同時に学ぶことでもあるのだからな!!」


    「その程度の考えで、自信満々だったとは。ノノメメさんの底が知れますね」


    　天王洲君が「ですが」と続ける。


    「現状、他ほかに打開策も見当たりませんし。ノノメメさんに任せることにします。この行為の意味がないと分かれば、即中止しますけどね」


    　地面をゴロゴロと転がりながらも喜んでいる有明を見て、天王洲君はやれやれと首を振るのだった。
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    　翌日の放課後。


    　僕は隣りん会かい学園の屋上の扉を開け放ち、背後に立っている有明にニヤリと笑いかけた。


    「ここが、僕たち解決屋の事務所だ」


    「ここが、解決屋の……」


    　有明は感慨深そうに辺りを見回す。周囲に高い建物のないため、隣会学園の屋上からは街が一望できる。初めてこの場所を訪れた人間はたいていこの風景を眺めて感動する。


    　有明も感動しているのだろう、口をポカンと開けたままだ。


    「で、解決屋って何ですか？」


    　感動してたんじゃなくてただ呆ほうけてただけ!?　ていうか、解決屋を知らないって、僕のファンじゃないのかよ!?


    「よく思い出してみろ！　どんな学園のトラブルでも解決する、あの超絶有名な解決屋だ」


    　僕の言葉に有明は困ったように、頭を搔かく。


    「あー、あれでしたっけ。あの……生徒会長の使い走り？」


    「正解です」


    　言いながら、天王洲君が屋上へと入ってくる。


    　そんなに厚着で寒そうにしているのなら、ついてこなくてもいいと言ったのだが、どうも僕たちのことを監視したいらしい。


    　師弟の語らいの場を邪魔するとは、無粋なヤツである。


    　僕は気を取り直して、空き教室から拝借してきたホワイトボードを屋上の中央へと運び、そこに『告白講座！』と大きく字を書いた。そして、その下に、一、二、三と番号を振り、それぞれにやるべきことを書き込んでいく。


    「今日から早速修行を始めていくわけだが、弟子には三段階の修行を課す」


    　僕はそう言って、一と書いてあるところに丸を付ける。


    「その一、告白とは何か。まずは、これをしっかりと理解していなければ話にならん。よく憶おぼえておくんだぞ」


    　有あり明あけが頷うなずくのを確認すると、次の二と書いてある部分に丸をする。


    「その二、デートで相手を上う手まくエスコートする。告白が上手くいったところで、相手をエスコートできないようならば、すぐにフラれてしまうだろう。それを避けるための修行だ」


    　そして、三と書いた部分を丸で囲う。


    「その三、女性の気持ちを知る。自分勝手にふるまったところで、女性を幸せにすることなどできん。相手の立場になって考えることで、色々なモノが見えてくることだろう」


    　僕の言葉を一生懸命にメモしながら、有明が何度も頷く。なんだか、こうしていると本当に講座っぽいな。これは予想以上に楽しいかもしれないぞ。


    「『エスコート』と『女性の気持ちを知る』が、若干被かぶっている気がする上に、デートをしたこともないノノメメさんが何を教えようというのか、楽しみで仕方ありません」


    　天てん王のう洲ず君が微み塵じんも楽しくなさそうに言うと、マフラーの中へと顔を隠した。


    「三日間にわたる厳しい修行となるぞ。しっかりとついてこられるか？」


    「はい、師匠！」


    　腹から出た力強い有明の返事に、僕は満足しながら頷く。


    「たったの三日間でマスターできるとは、女性とは随分と単純なものなのですね」


    　ボソリと呟つぶやくような天王洲君の力ない言葉は無視しておく。


    「では、告白とは何かから始めよう。弟子よ、告白とは何か分かるか？」


    　僕の問いに有明は自信がなさそうに口を開いた。


    「相手に、自分の想おもいを伝える手段。でしょうか？」


    　なんという当たり障りのない答えだろうか。僕は有明の回答を鼻先で笑い飛ばした。


    「お前は全然告白のことが分かっていないようだな。そんなことで、僕のようになろうとは、片腹痛いわッ!!」


    　僕の力強い言葉に周囲の空気が震ふるえ、有明の短い髪が揺れた。


    「いいか、告白というのは戦いだ。首を獲るか獲られるかの二択でしかない。そんな甘っちょろい考えでは殺されるぞ!!」


    「なるほど、ノノメメさんはすでに数千回死んでいるというわけですか」


    　屋上のドアの段差に腰掛けている天てん王のう洲ず君が、ボソリと呟つぶやく。


    　もしかして、僕たちを監視すると言っていたのは噓うそで、単に邪魔をしに来たのだろうか。


    「お前は、自分が死んでもいいという気持ちで告白をしたことがあるか？　トラックに飛び込みながら告白したことはあるか。三階から飛び降りながら告白をしたことはあるのか？」


    「いえ、まだ自己練習でしか告白をしたことがないです」


    　まだ、告白すらしたことがなかったとは。


    　どうやら、とんでもないド素しろ人うとを育てることになってしまったようだ。だが、その方が僕の腕も鳴ろうというもの。必ずや有あり明あけを最強の告白マスターへと育て上げてやろうではないか！


    「戦いというのは、当然攻めるだけではダメだ。時には防御し、時には受け流す必要だってある。攻撃は最大の防御などという言葉もあるが、そんなもの技術のないヤツの言い訳にすぎん！　相手に合わせて柔軟な告白をする。それこそが、戦いを制するために必要なことなのだ!!」


    　世の中には同じ状況など存在せず、また同じ人間も存在しない。そんな中で、意中の相手に百パーセントの想おもいを伝えるためには、ありとあらゆる場面において瞬時に対応する技術が必要なのである。


    　告白初心者である有明には、その辺りのことをみっちりと仕込んでやらねばなるまい。


    「柔軟な告白をするための練習だ。僕が今何をしたいと思っているか予測してみろ」


    「はいっ！」


    　有明が僕の頭の中を透視するかのように、じっと見つめてくる。


    　そして、何かに気づいたような表情を浮かべると、両手の人差し指で僕のことをさした。


    「師匠は、天王洲先輩のスカートをめくろうとしています！」


    「するか、そんなこと!!」


    　有明は僕のことを何だと思っているのだ。てか、そんなことをする人間の弟子になるなよ！


    「最低ですね、ノノメメさん」


    　自分のスカートを押さえながら、天王洲君がゴミ[image: ]くずでも見つめるような視線を向けてくる。


    「僕の思考が読めるなら、何を考えているか分かるだろ!?」


    「変態的な妄想を私に読ませて、興奮するつもりですね。ノノメメさんのような変態は地球外まで吹き飛ばされて下さい」


    　僕に星になれというのか!?


    　僕が再び告白ができるようにと僕と一緒になって考えてくれていた心優しい天王洲君は、どこへ消えてしまったのだろうか。


    「そんな私は、どこにも存在しませんから」


    　言われてみれば、そんな気もする。と、天王洲君の相手をしている場合ではなかった。


    「柔軟な告白をするには、まだ早すぎたようだな。もう少し前の段階から始めよう」


    「すみません」


    　まるで飼い主に[image: ]しかられた犬のように、有あり明あけがしゅんと項うな垂だれる。


    「柔軟な告白をする前に、まずは心を込めて告白をするところから始めるか。心の込もらない言葉に意味などないからな。だが、心を込めるというのは、そう簡単にできるものでもない」


    「では、どうしたらいいんですか？」


    　当たり前のことを訊たずねてくる有明に、僕は当たり前の答えを返した。


    「決まっているだろ練習するのだ。よし、有明。心の込もった告白を僕に向けてしてみろ！」


    「いきなり言われても、浮かばないというか……」


    「バカ野郎！　告白のタイミングはいつ来るのか分からないのだぞ!!　今できなければ、チャンスは二度と巡ってこないかもしれない。だったら、今するしかないだろうが!!」


    　僕の言葉に有明は気弱になっていた表情を引き締めると、僕を真まっ直すぐに見つめる。


    　有明が何かやってくれそうに思えるのは、期待しすぎだろうか。


    　有明が呼吸を整え、気迫を吐き出すように僕に言葉をぶつけてくる。


    「僕と付き合って下さい!!」


    　その手に二千円を握りしめながら。


    「お金出しちゃってるじゃないか！　それのどこに心が込もってるっていうんだよ!?」


    「なけなしの二千円を出してでも付き合いたいという心を込めたのですが……」


    「伝わるか、そんなもん!!　っていうか、お金出したらダメだろ!!」


    　何なの。この子、バカなの？


    　確かにお金でなびく人もいるかもしれないが、それで有明は満足するというのだろうか。というか、高校生らしい告白の仕方をしろよ！


    「……もう一度、やってみろ」


    　有明は何が間違っているのか理解できていない様子だったが、僕の声に表情を引き締めた。


    　そして、先程よりも気迫を込めて一気に吐き出す。


    「あなたのハートは美しい!!」


    　全力でやりきったかのように一人ガッツポーズを決めている有明の肩を、軽く叩たたく。


    「今のは、どういうことなんだ？」


    「相手の心を全力で褒ほめました……ってしまった！　褒めるんじゃなくて込めるんだった！」


    　なるほど、「込める」と「褒める」を間違えてしまったのか。確かに一文字違うだけで凄すごく似ているから、勘違いすることもあるだろう──。


    「あるか、そんなこと！　てか、自分でさっき心を込めるって言ってただろうが!!」


    　僕は確信した。コイツはバカなのだと。


    　有明はふらふらとしながら地面に膝ひざをつくと、悔しそうに地面に拳こぶしを叩きつけた。


    「心を込めることがこんなに難しいとは……」


    「難しいとか、そういう問題じゃないからね!!　そこまで[image: ]たどり着けてないから!!」


    　いつの間に出入り口から移動したのか、天てん王のう洲ず君が僕の肩を叩たたく。


    「もう止やめましょう。どう見ても、無駄だとしか思えません」


    「もう少し待ってくれ。まだ、判断するには早すぎるだろ」


    　僕の説得に、天王洲君が一度だけ瞬きをした。


    「なぜ、そこまで彼にこだわるのですか」


    「不思議と他人に思えないのだ」


    　昨日会ったばかりだというのに、まるで旧知の仲であるかのように感じられてしまう。それがなぜなのか僕には分からない。もしかしたら、有あり明あけのひたむきさが、告白をしてはフラれ続けている自分の姿と重なるからかもしれない。


    「とにかく、修行はまだ始まったばかりだ。もう少し様子を見てくれないか？」


    「様子を見続けた結果、私が回収者の職をクビになったら洒しや落れにならないと思うのですが」


    　それは、天王洲君の言う通りなのだが、僕も頑張っていることだし、少しくらい寛大な対応をしてくれてもいいのではないだろうか。


    「頼む、もう少しだけだ。告白できなくなっているという自分の状況は決して忘れないようにするから」


    　手を合わせて頼む僕から、天王洲君がすっと視線を逸そらした。


    「もう少しだけですからね」
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    　さらに一日が経った、放課後。


    　有明と天王洲君と連れ立って上がってきた屋上には、ベンチ、跳び箱、カラーコーン、机などの雑多な物が増えていた。これらの全ては、僕が昼休みの間に学園の各所から拝借してきた物たちだ。


    「ここをゴミ屋敷にでもするつもりですか」


    　昨日と同じ出入り口の段差に腰掛けながら、天王洲君が質問してくる。


    「ここにある物は全て、これからやる模擬デートに使うのだ」


    　一回の実践は、百回の練習に勝る。


    　有明に足りないのは実践経験である。しかし、いきなり実践というのもさすがにハードルが高すぎるだろう。だから、こうしてより実践に近い場を作ってやったというわけだ。


    「それでは、天王洲君。よろしく頼む」


    　有明が、なぜか「えっ!?」と驚いた声を出す。


    　模擬デートをするのだから相手がいるのは当然だというのに、コイツは何を驚いているのだろうか。


    「ノノメメさんは、私が手伝うと本気で思っているのですか」


    「もちろんだ。何といっても、僕の相棒なのだからな」


    「相棒じゃねーですので」


    　まぁ、断るだろうなとは思っていたが、やはり断ってきたか。デートの模擬練習くらい照れなくてもいいのに。


    　ホッとした様子の有あり明あけを見るに、いきなり女性相手はハードルが高すぎたかもしれないな。


    「師匠、自分は誰だれを相手に練習すればいいのですか。もしかして、妄想力を高めて横に彼女がいるつもりでやれということですか!?」


    　いや、できるんだったらそれでもいいんだけどね……。てか、キミ。そんなことできるの？


    　僕は屋上の隅にある布の掛けられた物体へと近付くと、その布を一気に取り去った。


    　こんなこともあろうかと、代案を用意しておいたのだ。


    「これが今回、弟子の相手をしてくれるカトリーヌちゃんだ!!」


    　布の下から、隣りん会かい学園の制服を着た八頭身の美女が姿を現す。と、いってもマネキンなのだが。それでも、僕を相手に練習するよりは、よっぽど雰囲気が出るだろう。


    「デートの模擬練習には彼女を使ってもらう」


    　ツルツル頭のままではさすがに有明もやり辛づらいだろうと思いかつらを付けてはみたが、おかっぱ頭しか入手できなかったのが残念でならない。もっと、大人の女性の魅力が漂うような黒髪ロングがよかったのだが。


    「なぜ、わざわざ私に似せたのですか」


    　半眼で訊たずねてくる天てん王のう洲ず君に、僕は思わず吹き出してしまう。


    　かつらを被かぶせた時に、マネキンの無表情と相まって多少天王洲君に似ているかもしれないと思ったが、それはあくまで首から上の話である。


    　凹おう凸とつという言葉を体現しているかのような均整の取れたボディーはまるでモデルのようであり、天王洲君とは似ても似つかない。というか、天王洲君の体のどこに凹凸があるというのだろうか。ぷぷぷ……。


    「おっと、ノノメメさんの顔に蚊が」


    　天王洲君の捻ひねりを加えた拳こぶしが僕の顔面へとめり込み、後ろへと吹き飛ばす。僕の体はゴムまりのように地面を跳ねながら転がり、落下防止用のフェンスに直撃する。


    　あぶねぇ……。もう少し強く当たってたら、そのまま落下してたぞ。


    「キミは僕のことを殺すつもりなのか？」


    　斜めになったフェンスから身を起こすと、天王洲君がしれっとした表情で返してくる。


    「ノノメメさんが蚊に血を吸われては、大変だと思ったもので」


    　蚊に吸われる以上に血が出るところだったわ。てか、この季節に蚊なんていないだろ！


    　僕は制服に付いた砂すな埃ぼこりを払うと、カトリーヌをベンチに座らせる。


    　マネキンなので人間のような柔らかい動きはできないが、仕方あるまい。


    「今日やるのは、修行その二、デートで相手を上う手まくエスコートすることだ。これから、弟子には様々なシチュエーションを与える。その状況を本物のデートをしているつもりで乗り切れ」


    　有あり明あけが「はい！」と腹に力の入った、実に気持ちのいい返事をしてくる。


    「では、まずは待ち合わせからだ。お前は十分ほど遅れて到着してしまった。こんなピンチをどう乗り切るのか、僕に見せてみろ」


    　そう言って僕はベンチの裏へと回り込む。カトリーヌを動かすためだ。


    　首と腕と足の三箇所しか動かないが、全まつたく動かないよりは多少でも感じは出るだろう。


    　僕の「よーい、スタート」という掛け声に合わせて、屋上の隅から有明が走ってくる。


    「ごめん、待った？」


    　有明が言いながら、膝ひざに手をついて息を整えるという芝居をする。コイツめ、なかなかやるではないか。これは、僕も本気になるしかないようだ。


    　僕は、カトリーヌの首だけを有明に向ける。


    『何分待ったと思っているのですか。もし私が植物でしたら足の裏から根が生えているところです』


    　僕が裏声で、なるべく感情を抑えて言葉を紡つむぐ。


    「ちょっと、すみません」


    　突然の天てん王のう洲ず君の声に、僕と有明は動きを止めた。


    「なんだ、天王洲君。邪魔をしないで、そこで黙って見ていてくれないか」


    「邪魔をするつもりは毛頭ないのですが、カトリーヌさんの声は私に似せる必要があるのでしょうか」


    「似せているつもりはない。カトリーヌちゃんはこういう声なのだ」


    　普段聞き慣れているせいで、天王洲君に似ている声になってしまったのだろう。僕としては大人の魅力[image: ]あふれるお姉さまをイメージしていたのだが。


    「完全に私の印象に引っ張られていますよね、それ。見た目も同じで声も似ていると、私が二人いるみたいで気持ち悪いので、やめてもらえますか」


    　だから、見た目は全く似ていないと──。天王洲君が無表情で睨にらみ付けてくるので声は変えることにしよう。特にこだわりがあるわけでもないしな。しかし、声が変わると喋しやべり方も変えなくてはいけないではないか。


    　少々面倒だが、これも有明のためだ。僕が一肌脱いでやろう。


    　気を取り直して、もう一度始めからスタートすることになった有明が、こちらへと駆け寄ってくる。


    「ごめん、待った？」


    『待った待った、メチャクチャ待ったよー。もう、私を待たせるなんて、プンプンなんだからね！』


    　カトリーヌが怒っていることを表現するために体を揺らすが、接合のゆるい関節がガタガタと鳴っただけだった。


    　その動きがあまりにも不気味だったのか、有あり明あけの表情が固まる。


    　ふん、この程度のことで動揺するとは軟弱なヤツめ。だが、ここで手を緩ゆるめるような優しい僕ではないぞ!!


    『有明君、何か言いなさいよー。何も言わないなら私、帰っちゃうんだからね』


    　首をカタカタと揺らしながら、カトリーヌはそっぽを向く。


    「ご、ごめん、この埋め合わせはするからさ、機嫌直してよ」


    『じゃーあ、何してくれるの？』


    「え、えーと……」


    　目を泳がせながら考える有明の顔を覗のぞき込むように、カトリーヌが忙せわしなく首を動かす。視線を外はずすことを許さないこの動き、僕だからできる高等テクニックだ。


    　このプレッシャーに有明は耐えられないだろうと思っていたのだが、急に真剣な表情を浮かべるとカトリーヌの両肩をしっかりと摑つかむ。


    「結婚しよう」


    　ただ、一言。有明はそう言った。


    『それ全然埋め合わせにならねーし！　てか、アンタと結婚するとか人生の終わりだし!!』


    　カトリーヌは肩にかけられていた有明の手をゴミのように払うと、唾つばを吐き捨てるような仕草をする。


    『意外といいかなーと思ったけど、ダメだわこの男。はぁ、別の男探しにいこ』


    　ベンチから立ち上がると煙草たばこを吸う真ま似ねをしながら去っていく、カトリーヌ。有明はその背中をただ見守っていた。


    「終了ー!!」


    　僕はカトリーヌを地面に座らせると、ベンチへと戻る。


    「今のお前の点数は百点満点中、三点だ！」


    「三点……」


    　有明はショックを受けたように呟つぶやくと、ベンチから滑り落ちていく。


    「どうやら、お前はまるで女性の気持ちというものが分かっていないようだな」


    「女性の気持ち、ですか？」


    「そうだ。自分の気持ちだけを押し付けても相手は喜ばん。相手が何をして欲しいのかを感じ取り、先回りしてこそだろうが」


    　自分の気持ちを伝えるので精一杯な有あり明あけにここまで求めるのは酷こくかもしれない。しかし、僕に並び立つ男になろうというのなら、最低限これくらいはできてもらわなければ困る。


    「言うが易やすしですね」


    「何か言ったか、天てん王のう洲ず君」


    　見れば、天王洲君がカトリーヌを立たせていた。


    「有明さんには難しいようですので、ノノメメさんが手本を見せてはどうですか」


    　なるほど、考えてみれば手本もなしにいきなりやれというのも無理な話か。


    　だが、その場合、誰だれがカトリーヌを動かすというのだろうか。


    「彼女は、私は動かします」


    「いや、カトリーヌちゃんを動かすのなら、そもそも天王洲君が相手役をやれば──」


    　鋭さ八割増しの天王洲君の視線に射い抜ぬかれて、僕は「何でもありません」と返す。


    　そんなに睨にらみ付けなくてもいいではないか。やってみてはどうかという提案をしただけなのだから。


    「それでは、始めて下さい」


    　天王洲君の合図に、僕はカトリーヌへと全力でダッシュする。


    　そして、コンクリートの床を砕きかねない勢いでジャンプすると、美しすぎる四回転を決めてカトリーヌの前へと着地する。


    「すまない、途中──」


    　僕の言葉を遮さえぎるようにして、天王洲君がカトリーヌの背後から現れる。


    「マイナス二百点です」


    「まだ、最初のセリフも言い切ってないのに!?」


    「飛び跳ねながら現れる人間なんてダメに決まっているではないですか。マイナス二百点です」


    　バカな……。ここから華麗なる僕のデート術が炸さく裂れつするところだったというのに。


    　これでは、何も有明に見せられないではないか。


    「有明さん。今のを見て理解したと思いますが、ノノメメさんの弟子になったところで時間の無駄でしかありません。自分の力で頑張った方が効果的だと思いますが」


    　天王洲君め、こうやって僕を貶おとしめることで有明を諦あきらめさせようという作戦か。


    　僕が模擬デートを成功させてしまっては、有明がさらに憧あこがれを抱いてしまうのは目に見えている。だから、途中でやめさせたのか。


    　なかなか、味な真ま似ねをしてくれるではないか……。


    「普通に、現実を見せただけですけどね」


    　天王洲君の声を搔かき消すかのように、有明が本気で拍手をし始める。


    「師匠、かっこよすぎます！」


    　天王洲君の罠わなにかかり、すっかりと有明の心が離れてしまっているのではないかと思っていたのだが、どうしたことか先程よりも強い憧あこがれの色をその目に浮かべているではないか。


    「やっぱり、自分はこの人を師匠にして正解だった。この人についていけば、きっと告白も上う手まくいくに違いない」


    　有あり明あけの言葉に、天てん王のう洲ず君が盛大な溜ため息いきをついた。


    「どこをどう見ていたら、そういう考えになるのか。ぜひ、聞かせて欲しいのですが」


    「天王洲先輩だって今の師匠の登場の仕方、かっこいいと思いませんでしたか？」


    「思いませんでした」


    　天王洲君があっさりと否定する。だが、なぜか有明は笑えみを浮かべる。


    「照れてるんですね、天王洲先輩」


    　えっ、天王洲君照れてたの!?


    　僕ですら普通に呆あきれているだけだと思っていたのだが、まさか照れ隠しだったとは。


    「すまない、天王洲君。キミの気持ちに気付けなくて」


    「うわー、二人ともぶっ飛ばしたくなってきました」


    　そのぶっ飛ばしたいという言葉も照れ隠しだということか！


    　天王洲君もなかなか可愛かわいいところがあるではないか。


    　僕はいい笑顔で、天王洲君の肩を叩たたいた。


    「天てん誅ちゆう」


    　天王洲君の手加減なしの一撃が、笑みを浮かべた僕の顔に残像を引かせる。


    　頭を中心にプロペラのように回転した僕の体が、屋上隅に置いた模擬デート用の資材をことごとくなぎ倒す。


    「大丈夫ですか、師匠ー!!」


    　有明が慌てて駆け寄ってくるが、僕は笑顔のまま親指を立てて上半身を起こす。


    「照れ隠しの攻撃くらい受け止められないで、何が男だ」


    「師匠、すげぇ!!」


    　さてと、こんなことをして遊んでいる場合ではなかった。


    　僕は天王洲君からカトリーヌを奪い取ると、屋上の手すりに摑つかまらせる。


    「さぁ、弟子よ。次のシチュエーションに行くぞ」


    　元気よく「はい、師匠！」と返してくる有明とは対照的に、天王洲君は疲れ切ったようにベンチへと腰掛けた。


    「次は、『最愛の彼女が、実はこの世界を滅ぼそうとしている大魔王だった』というシチュエーションだ！」


    「いきなり、難易度が高くないですか!?」


    「バカ野郎ッ!!」


    　僕の怒声に、有明が体を竦すくませる。


    「いきなりその状況に陥おちいった時、お前はそれでも同じセリフが言えるのか!!」


    「ノノメメさんの妄想のような状況に陥ることはまずないと思いますけど。そもそも、デート関係なくなってますし」


    　天てん王のう洲ず君をガン無視して、僕は言葉を続ける。


    「弟子よ。タイミングっていうのはな、お前の望む時に来てはくれないんだ。その時がいつ訪れるのか分からない以上、どんな時に何が起こってもいいように事前に対処しとくのが男ってものだろうが」


    「男……」


    　天からの啓示でも受けたかのような顔をしている有あり明あけに、天王洲君が「男性であることは全まつたく関係ありませんから」などと言っているが、彼の耳には届いていないらしい。


    「分かりました、師匠。必ずやこの試練、乗り越えてみせます!!」


    「よくぞ言った!!　それでこそ、僕の弟子だ!!」


    　僕のスタートの合図に、有明が表情を引き締めながら声を震ふるわせる。


    「そんな……。カトリーヌちゃんが、この世界の敵だったなんて……」


    『今いま頃ごろ気付いたとか、マジでウケるんですけど。てか、気付くの遅くない？』


    「随分と緊張感のない大魔王ですね。さきほどと喋しやべり方も変わっていますし」


    　天王洲君の無感情な声を無視して、有明が大きく両腕を広げた。


    「どうして、心優しい君がこの世界を滅ぼそうとするんだ！」


    　有明が心臓を鷲わし摑づかみにするかのように自分の胸を押さえ、苦渋に表情を歪ゆがめた。


    　その迫真の演技に、僕のやる気も俄然上がってくる。


    『特に意味とかないんですけど。強しいて言えば、私好みの世界にしたい、みたいな？』


    「そんなことをして何の意味がある？　いつもの優しい君に戻ってくれ！」


    『あー、マジでウザいわ……』


    　カトリーヌは近くにあったカラーコーンを摑み上げると、有明の頭上へと振り下ろした。それを有明が必死の形相を浮かべながら受け止める。


    「ぐっ、自分は諦あきらめない。諦めないぞ！」


    　カトリーヌと有明の力の差は歴然であった。有明の体を押し潰つぶさんばかりにカラーコーンへと力を込めるカトリーヌの攻撃に、彼の膝ひざが徐々に屋上の床へと落ちていく。


    『頑張るとかいいからさ、早く諦めてくれないかな。このあとネイル行かないといけないから』


    「諦めてたまるか。だって、君のことを愛しているからッ!!」


    　有明の叫びと共に、弾はじき返したカラーコーンが宙を舞う。


    　有明はゆっくりとした動作で立ち上がると、カトリーヌを見据える。


    「いつまで、ノノメメさんたちの三文芝居に付き合わないといけないのでしょうか」


    　無視だ。観客のヤジなど無視するのだ。


    『あ、愛してるとか馬ば鹿かじゃね!?　マジ私、大魔王だし。愛とかそういうの知らないし……』


    　カタカタと体を揺らしながら戸惑うカトリーヌの両手を、有あり明あけがしっかりと摑つかんだ。


    　その真まっ直すぐな瞳ひとみを避けようと、カトリーヌはぎこちない動きで首を動かす。


    「知らないなら、自分が教えるから。だから、ずっと一緒にいて欲しい」


    　言って、有明はカトリーヌを強くそして優しく抱き締める。


    　全てを赦ゆるすかのような抱擁にカトリーヌが激しく体をカタつかせる。


    「バ、バ、バ、バカーーーーッ!!」


    　カトリーヌは両手で有あり明あけの体を押して腕の中から逃のがれると、見事なショートアッパーを顎あごに食らわせる。


    　綺き麗れいな放物線を描いて、有明が吹き飛ぶ。その顔に満足そうな笑えみを浮かべながら。


    　そして、受け身も取らずに屋上の床に墜落した。


    「何なのですか、この茶番は」


    　まるで天てん王のう洲ず君の言葉が蘇そ生せいの呪じゆ文もんであったかのように、有明が上半身だけを起こす。


    「師匠、今のは何点ですか!?」


    「七十二点だ!!」


    「七十二点か……。七十五はいけたと思ったのに」


    　有明が悔しそうに唇を嚙かみ締めた。


    　確かに七十五点をやってもいい出来ではあった。だが、有明のさらなる飛躍を期待して、ここはあえて厳しく点数を付けたのだ。


    「いいか、弟子よ。愛していると簡単に言いすぎだ。大事な言葉はここぞという時に使わなければ、効果は薄くなる。そこに注意しろ」


    「はい、師匠！」


    「では、今のシチュエーションでどこが悪かったのか最初から見直していくとしよう」


    　僕と有明は日が暮れるまで屋上で修行を続けた。


    　告白ができなくなってから、ひと月。焦りばかりが募っていたが、こんなに一日が楽しいと思えたのは久しぶりのことだったかもしれない。


    



    　　　■　■　■


    



    　東しの雲のめ家の朝は、トーストの焼ける香ばしい匂においとともに始まる。


    　天王洲君の用意してくれたトーストの香りにつられ、ゆっくりと起きてきた僕とオジサンが食卓に着く。


    「何か楽しそうだね、芽め吹ぶき君。いいことでもあったのかい？」


    　熊くまのような体格をした寝癖だらけのオジサンが、天王洲君からトーストを受け取りながら聞いてくる。


    「最近、学園で面白い後輩と出会いまして、そいつの面倒を見ているのです」


    　オジサンと言っても、叔お父じさんでも伯お父じさんでもない。家を出て行った僕の母を追いかけ、父までもが僕の前から消えた後、僕は親しん戚せき中をたらい回しにされていた。そんな僕を引き取ってくれたのが、血の繫つながりがあるのかどうか分からない程に遠縁のオジサンだったのだ。


    　オジサンの家に住み始めてから、もう十年以上も経たつ。


    　たとえ血の繫がりがなくとも、僕はオジサンのことを大切な家族だと思っている。


    「その後輩って、女の子なの？」


    　天てん王のう洲ず君がトーストを齧かじりながら「いいえ」と首を振った。


    「残念ながら、男性です。女性だったら、今いま頃ごろノノメメさんの告白できない病も治っていたかもしれません」


    　後半の部分は僕だけに聞こえるように声を潜める。


    　いつから僕は病気になったのだ!?　調子が出ないだけだというのに……。


    「オジサンより先に芽吹君が彼女を作っちゃうと、それはそれで焦るんだけどさ。でも、彼女がいてもよさそうなものなのにねぇ」


    　言いながら、オジサンがガシガシと寝癖だらけの頭を搔かいた。


    「僕が言うのもなんだけど、芽め吹ぶき君て凄すごくイイ男の子だと思うんだよ。思いやりがあるし、気も使えるし、何より優しいしね。なのに、なんで彼女ができないのかオジサンには不思議でならないよ」


    　それは僕も不思議でならないのだが、今となっては彼女ができるどころか、好きな人すらできない状況に陥おちいってしまっている。


    「そういえば、天王洲ちゃんも彼氏いないよね。天王洲ちゃんみたいな可愛かわいい子を放ほうっておくなんて、最近の高校生はどうなってるんだろうねぇ」


    「私は、恋愛には興味がありませんので」


    　首を傾かしげるオジサンに、天王洲君はいつもと変わらぬ冷静さで答える。


    「もしかして、モテない僕と一緒にいるから芽吹君も天王洲ちゃんもモテないなんてことはないよね？　だとしたら、かなり申し訳ないなぁ……」


    　本気で落ち込むオジサンに、僕と天王洲君は「それはないです」と同時に否定した。


    　むしろ、僕たちがいるせいでオジサンがモテないのではないかと思えるのだが……。さすがに二つもコブが付いていたのでは、相手が身構えてしまうだろう。


    「もしもさ、もしもだよ。芽吹君と天王洲ちゃんにこの先、恋人が現れないようだったら、二人がくっ付いちゃえばいいんじゃないかな。そしたら、三人でずっと一緒にいられるし寂しくないと思うんだよねぇ」


    　どう、いいアイディアでしょ？　と笑顔で訊たずねてくるオジサンの言葉に、僕と天王洲君は互いに顔を見合わせる。


    「「ないです」」


    　と、同時に言葉を発した。


    「ほら、息もぴったりだしお似合いだと思うんだけどなぁ」


    　天てん王のう洲ず君と離ればなれになるということを考えたことはないが、同時に天王洲君と一緒になるということも考えたことがなかった。


    　近すぎて家族のような存在。それが天王洲君なのだ。


    　そんな彼女と付き合う？


    「なんですか、ヒトの顔をジロジロと見て」


    　僕はもう一度、天王洲君と付き合う姿を想像して、やっぱりないなと思った。


    



    　微妙に距離のある学園までの通学路を歩きながら、かじかむ手に白い息を吐きかける。


    　十二月も三週目に入り、寒さがだいぶ厳しくなってきた。こんなことなら、ケチらないでコートを買っておくべきだった。去年無理して着ていた物は、もうさすがに入らないしな。


    　横にいる天王洲君がばっちり防寒対策をしているだけに、余計に寒く感じてしまう。


    　これだけ厚着をしているのなら、マフラーくらい貸してくれてもいいと思うのだが。


    「お断りします。お気に入りのマフラーにノノメメさんの臭においが付いたら絶望しますから」


    「僕からは、フローラルな香りしかしない！」


    　多感な時期の男子高校生に臭いとか言うんじゃないよ、絶望するだろうが。


    　これでも色々と気を付けているのだからな！


    「ところで、何なのですかその荷物は？」


    　天王洲君が、僕が肩から下げているボストンバッグを指さした。


    「これは、今日の修行に使うためのアイテムだ」


    　僕がニヤリと笑えみを浮かべると、天王洲君はまたかとばかりに息を吐き出す。


    「有あり明あけさんと一緒にいることでノノメメさんの現状が改善されるとは、とても思えません」


    「そんなことはない。有明との修行を通して、以前の感覚を取り戻しつつあるような気がする。このままいけば、すぐにまた誰だれかを好きになることだろう」


    　そんな僕の言葉を否定するかのように、天王洲君が疑わしそうな視線を向けてくる。


    　現状、目に見えるような効果が表れていないので仕方がないのかもしれないが、少しくらいは信用してくれてもいいと思うのだが。


    「信用したいのですが、楽観もできませんので」


    　天王洲君の言うように、僕が思い込んでいるだけということもあり得るので、何とも言えないのだが。


    「それに、有明さんですが、何かおかしいと思いませんか」


    「変なヤツではあるな」


    「いえ、そうではなくて。はっきりと言えば、私は彼のことを怪しいと思っています」


    　天てん王のう洲ず君の言う怪しいとは何を指しての言葉なのか、僕には皆目見当も付かない。


    「考えてもみて下さい。ノノメメさんの告白に憧あこがれて弟子入りしてくるなんて正気の沙さ汰たではないですよ」


    「なんで、遠回しに僕がバカにされたのだろうか？」


    「ノノメメさんは最初からバカなのでそれは今さらなのですが、彼の行動には何か裏がある様ようにどうしても思えてしまうのです」


    　有あり明あけに裏があると突然言われても僕はそう感じたことなどなく、少し変わっているけど真まっ直すぐないいヤツだとしか思えない。


    　僕に弟子入りしたくらいで疑うというのは、さすがに考えすぎではないだろうか。


    「考えなくて損をすることはあっても、考えすぎて損をすることはありませんから」


    　考えすぎて、雁がん字じ搦がらめになって行動できなくなることは普通にありそうなのだが……。


    「思考を放棄したことで失敗するよりはマシです」


    　そう言って、天てん王のう洲ず君は目を伏せた。


    　それ以上、二人の間に会話もなく無言で歩いていく。


    「師匠ー！　天王洲先輩ー!!」


    　背後から聞こえてきた声に振り返れば、有明が大きく手を振りながらこちらに駆けてくるところだった。


    　こうして眺めていると、本当に犬っぽいな。


    　ボールを投げたら反射的に取りにいくのではないだろうか。


    「おはようございます。今日はたまたま早くウチを出てラッキーでした。朝から師匠に会えるなんて、何かいいことがありそうな気がします」


    　テンション高くそう言う有明に、天王洲君が無表情の顔を向ける。


    「もしかしたら、隕いん石せきが降ってくるかもしれませんね」


    「たまたま会っただけで、なんで隕石が降ってくるんだ。僕は厄やく病びよう神がみか！」


    「自分で神を名乗るとは傲ごう慢まんですね。神を外はずしてください」


    　それじゃあ、ただの厄病じゃないか。


    　僕はウイルスか!!


    「師匠、天王洲先輩、立ち止まってないで早く行きましょう」


    　有明の声に、三人並んで歩き始める。


    　他愛たわいもない会話を続けながら行く通学路。


    　いつもの天王洲君と二人というのも悪くないが、こういうのもなかなかいいかもしれない。


    　なんか、青春って感じがするな。うん。


    　それにしても……。


    「有あり明あけ君、おはよう！」


    「有明、今日の放課後空いてない？」


    「有明さん、試合の人数が足りないから助っ人に来てほしいんだけど」


    「有明君、たまには付き合ってよー」


    　通り過ぎる生徒たちが、有明に声を掛けていく。


    　そして、僕の姿に気付くと「ひぃ、破壊王ッ!?」と短い悲鳴を上げて、皆一様に逃げていった。逃げなくても、何もしないというのに……。


    「人気者なのですね、有明さん」


    　天てん王のう洲ず君の言葉に、有明は照れたように頭を搔かく。


    「顔が広いだけで、別に人気者というほどでは」


    　ふ、ふーん。顔が広いんだ、へぇ。まぁ、数日前に神社の境内で会うまで、僕は有明の存在を知らなかったけどな！


    「それに、師匠に比べれば自分なんてまだまだです。師匠のことを知らない人間なんて、隣りん会かい学園にいませんから」


    　そうだな、僕のことを知らないヤツは隣会学園にはいないな！


    「ノノメメさんが知れ渡っているのは、悪名だけですから」


    「そんなもの知れ渡ってないだろ!!」


    「知らぬが仏とはこのことですか」


    　あれ、だからみんな悲鳴を上げて逃げていくのだろうか。


    　いやいやいや、僕は別に悪いことなどやっていない。だから、悪名など知れ渡るはずがないのだが……。


    「すいません、日直なので自分は先に行きます！」


    　隣会学園の校門から校舎へと続く銀いち杏よう並木が見えたところで、有明は手を振って先に駆けて行った。


    　そうか、人気者だったのか有明って。


    「弟子に超えられていましたね。完全に」


    「告白スキルは僕の方が圧倒的に上だ！」


    「私の目からは同等にしか見えませんが」


    　有明は人気者で真まっ直すぐなイイヤツだ。でも、だからどうしたというのだ。僕が師匠でアイツが弟子という事実は何も変わらない。なぜ、自分を卑下する必要があろうか。


    　有明に最高の告白をさせるべく、僕は鍛え続けるだけである。


    「おっはよー、東しの雲のめ君、天王洲ちゃんー」


    　背後からかけられた声に、背筋に悪お寒かんが走り抜ける。


    　振り返りたくないと思いつつも無視をするわけにもいかず、振り向けば案の定、ふわっふわのウェーブヘアに品の良さを感じさせる笑顔を貼はり付けた少女──恵え比び寿す生徒会長が目の前に立っていた。今日はよく知人に会う日である。


    　天てん王のう洲ず君と同様、神である恵比寿会長を人と表すには、若干の違和感があるが。


    「聞いたよ、東しの雲のめ君。あの有あり明あけ君を弟子にしたんだって？　脅したりしたの？」


    「脅すか!!」


    　おっとりとした雰囲気を纏まとわせながら、なんてことを言うのだこのヒトは。


    「だって、あの有明君だよ。普通に考えたら東雲君の弟子になるなんて考えられないじゃん」


    「会長、有明さんはそれほど有名なのですか」


    　天王洲君の問いに、恵比寿会長がキョトンとした表情を浮かべた。


    「天王洲ちゃん、有明君のこと知らないの？」


    「ノノメメさんに弟子入りするまで、全まつたく知りませんでした」


    「有明君って、五百点満点で入学試験をパスした頭の良い子でね、試験でも常に満点しか出さないんだよ。それにスポーツも万能で、決まった部活動には所属してないんだけど助っ人に行っては色んな結果を残してるんだよねー。おまけにご両親の教育方針でいつでも自立できるようにって小さい頃ころから家事を仕込まれてた、特にお料理はプロ顔負けらしいよ？」


    　あれ、それって完かん璧ぺき超人じゃね？


    　僕は、そんなヤツに教えようとしていたのか。


    「そんなマンガみたいなスキルを持ってたら性格に難が出ても仕方なさそうじゃない？　だけど、東雲君の弟子になってるなら知ってると思うけど、素直ないい子なんだよねー。だから、男女問わず人気があって特に女の子からは結構告白されてるみたいなんだけど、心に決めた人でもいるのか誰だれの告白も受け入れてないみたいなんだ。東雲君の弟子なんてやめて、生徒会に入ってくれないかなー」


    　東雲君の弟子なんてって酷ひどくないか、恵比寿会長……。


    「で、どうやって東雲君は彼を弟子にしたの？」


    「どうやってというか、向こうから勝手に弟子にしてくれと来たのだが」


    「東雲君ばっかりズルいなぁ。私が生徒会に誘っても、全然入ってくれないのにー」


    　何だろうか、今の話を聞かない方がよかったのではないだろうかと思えてならない。


    　そんなヤツに僕は何を教えればいいというのだろうか。


    　というか、モテてるじゃん!!　もう、告白とか覚えなくていいじゃん!!


    「弟子が師匠を超えるどころか、三周くらい周回遅れにされていましたね」


    「まだだ、まだ負けてはいない……。僕が有明に勝てる部分が必ずあるはずだ!!」


    　僕の言葉に天王洲君と恵比寿会長が[image: ]そろって首を傾かしげる。


    「身体能力かな」


    「身体能力ですね」


    　身体能力なら絶対に負けないけどさ、それって何か違うじゃん！


    　溜ため息いきをついてガックリと項うな垂だれる僕の肩を、恵え比び寿す会長が優しく叩たたいてくる。


    「それでさー、東しの雲のめ君。金の霞かすみのほうはどう？　誰かに告白できそう？」


    　なんとも気の抜ける緩ゆるい声で恵比寿会長が尋たずねてくる。


    　好きな人がいないのだ。告白もへったくれもないではないか。


    　僕が答えるよりも早く、天てん王のう洲ず君が無言のまま首を振って応えた。


    「んー、まだダメか。早く何とかしないとねぇ」


    「最上級神様たちのことは、あとどれくらい抑えていられそうですか？」


    　天王洲君の質問に、恵比寿会長が眉み間けんに皺しわを寄せる。


    「あと、半月ってところかなー」


    　半月か。随分と短いな。


    　恵比寿会長が天の国の連中を抑えられなくなったら具体的にどうなるのかは分からないが、どうせロクでもないことが起こるのは目に見えている。


    　早くなんとかしなければ、本格的にマズそうだな。


    「焦らずっていうのは無理だろうけど、無理しすぎないように頑張りなよー」


    　そう言って、恵比寿会長は手を振りながら先に歩いていった。


    



    　放課後。


    　僕と有あり明あけと天王洲君の三人は、いつもの屋上を離れ、駅前へと来ていた。


    　三人とも、女子用の制服を着て。


    　夕方という時間帯もあり、駅の利用客や商店街の買い物客やらと割りと人で[image: ]あふれている。


    「師匠、これって何の修行なのですか？」


    　有明が白い太ふと[image: ]ももを恥ずかしそうに擦こすり合わせながら、情けない声で聞いてくる。


    「修行その三だ。忘れたのか？」


    「女性の気持ちを知る、ですか」


    　その通りだと、僕は大きく頷うなずく。


    「女性の気持ちを知るにはどうしたらいいか、分かるか？」


    　首を傾かしげたまま答えに窮きゆうしている有明を見て、僕は溜ため息いきをつきたい気持ちに駆られる。


    　恵比寿会長から有明の話を聞いて、あまりの完かん璧ぺき超人ぶりに少し卑屈な気持ちにもなったりしたが、女性のことに関してはてんで素しろ人うとのようだ。


    　だからこそ、この東しの雲のめ芽め吹ぶきの弟子になりにきたのだろう。


    　有明をさらにパワーアップさせることに心の中で抵抗感が湧わき上がってくるが、乗り掛かった船である。さらに完璧な超人へと有明を進化させてやろうではないか。


    「女性の気持ちを知るには、女性になりきればいいのだ！」


    　僕はスカートの裾すそを翻ひるがえしながら、力強くそう言った。


    　僕と有あり明あけは駅の公衆トイレで着替え、男子の制服から女子の制服へとチェンジしていた。


    　これが、今け朝さボストンバッグに入れて持ってきた物である。


    　女性になりきるにはどうしたらいいのか。その答えがこれ、女装だ。


    「短絡的を通り越して、直結といった感じですね」


    「そんなに褒ほめるな、天てん王のう洲ず君よ」


    「褒めてねーよ」


    　僕はセミロングのウィッグを被かぶり、化粧もバッチリ。どこからどう見ても女子高生にしか見えない風ふう貌ぼうになっている。


    　そんな僕を見て、天王洲君が目を細めた。


    「殴られて青あお痣あざになったかのような瞼まぶた、付けすぎているせいで存在感のありすぎる睫まつ毛げ、雪国に住む子供のような真っ赤な頰ほお、口裂け女を彷ほう彿ふつとさせる巨大な唇くちびる。女子高生というよりも、私にはモンスターにしか見えないのですが」


    「誰だれがモンスターだ!!」


    「モンスターが嫌いやでしたら、化ばけ物ものと言い換えてもいいですよ」


    　結局、どちらも同じではないか……。

  


  [image: ]


  
    「有あり明あけさんを見て下さい。化粧とはこういうのを言うのです」


    　ボブカットのウィッグをかぶり顔を俯うつむかせている有明を、天てん王のう洲ず君が無理矢理に前へと押し出す。有明がつんのめる様ように僕の前へと進み出ると、申し訳なさそうに顔を上げた。


    　今にも泣き出しそうな有明の気弱な表情に、僕は口を開いたまま固まった。


    　何なのだ、コイツの自然すぎる化粧は。男だと分かっているはずなのに、脳のう味み噌そが勝手に女性だと認識しているではないか。


    　最初からこの姿で現れていたら、有明のことを本気で女の子だと勘違いしているところだ。


    「姉がしているのを、いつも近くで見ていたもので」


    　ただ見ていたからといってそこまで再現できるものなのか!?


    　いや、今はそんなことを気にしている場合ではなかった。


    　これから、三段階目の修行を始めるのだ。僕が気を引き締めないでどうする！


    「では、行くぞ。弟子よ！」


    「行くって、この恰かつ好こうで町中を歩くんですか？」


    「当たり前だろうが。そうでなければ、修行の意味がない」


    　有明が恥ずかしそうに顔を染めるのを見て、僕は眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げた。


    「何を恥ずかしがる必要がある。今の僕たちは女性だ。女性が女性の服を着ることに何の違和感があるというのだ。僕のような告白がしたいのだろ。なら、完かん璧ぺきに女性になりきれ」


    「何という説得力のなさ。さすがは、ノノメメさんです」


    　いちいちうるさいですよ、天王洲君。


    　今、いいシーンだから。少し黙っていてもらえますかね？


    「自分が間違っていました……。やってやります、師匠!!」


    　有明が気合十分に拳こぶしを握る。また一つ、成長したようだな。


    「小こ手て調べに、あの店に入るとするか」


    　僕は、駅前にある小こ洒じや落れた雑貨店を指さした。


    　僕たちと同じ制服を着た女子生徒たちが出入りしており、まさに絶好の場所といえるだろう。


    「いきなり、レベルが高くないですか!?」


    「だから、いいのではないか。女性になりきっていれば、あの店で容易に買い物ができるはずだ。いくぞ、弟子よ！」


    　僕は、雄お叫たけびを上げながら雑貨店へと突入した。


    　繁盛しているようで、それほど広くもない店内には女性客が[image: ]あふれていた。


    　くっ、あまりにも女子力が高すぎて店外まで吹き飛ばされてしまいそうになる。だが、こんなところでこの東しの雲のめ芽め吹ぶきが負けてたまるか!!


    「女子力ってそういうのではないですから」


    　いつ入ってきたのか、天王洲君が何食わぬ顔で雑貨を手に取り眺めているではないか。


    「やるな、天てん王のう洲ず君……。まさか、キミがこれほどの女子力の持ち主だったとは……」


    「だから、女子力という言葉の使い方を間違っていますから」


    　だが、僕だって負けているわけにはいかない。


    　近くにあった髪留めを手に取って、自分のウィッグに付けてみる。


    「どうだ、天王洲君。似合うか？」


    「女性になりきると言った割りには、口調はそのままなのですね。どうでもいいですけど」


    　僕の質問を無視して、天王洲君がどこかへと行ってしまう。


    　おい、こんな場所で一人にされたら、女子力に押し潰つぶされて圧死しかねないぞ!?


    「師匠には、こっちの方が似合うんじゃないですか？」


    　僕が付けたシンプルな髪留めが外はずされて、花のあしらわれた髪留めが付けられる。


    「安心して下さい。師匠を一人になんてさせませんから」


    　そう言って有あり明あけが親指を立てる。


    「有明、お前……」


    　僕は感動のあまり、有明をひしっと抱きしめた。すると、周囲の客たちがギョッとしたような表情を浮かべて僕たちと微妙な距離をとりだした。


    　あぶない、あぶない。僕と有明が女の子同士だということをすっかりと忘れていた。


    　レジへと向かった有明が、見事に会計を済ませてくる。


    　小こ手て調べにしてはかなりのレベルであった店をあとにして、僕と有明は同時に息を吐いた。


    「まずは、第一関門クリアだな」


    「はい、師匠！」


    　有明が髪留めの入った袋を揺らして、笑えみを浮かべる。


    「だが、まだ始まったばかりだ。油断するなよ。次は、あの店に行くぞ!!」


    　僕が次に指さしたのは、外観からして[image: ]あふれんばかりのオシャレ感が漂っている洋服店シヨツプ。


    　ショーウィンドーから窺うかがえる店員たちは、見るからに洗練された印象を与え、ここが他ほかの店とは一線を画していることを如によ実じつに伝えていた。


    「あそこに入るんですか、師匠……」


    　有明が一筋の汗を流しながら、コクリと喉のどを鳴らした。


    「あぁ、今からあそこに突撃をかける」


    　言葉では言えるものの、足がなかなか前に進もうとしない。


    　圧倒的なオシャレオーラに、この東しの雲のめ芽め吹ぶきが臆しているというのか。


    「入らないのなら、先に入りますね」


    　僕たちの横を通り過ぎ、天てん王のう洲ず君が店内へと消えていく。


    　あ、あいつは化ばけ物ものか……。あれほどの戦地にまるで買い物にでも行くかのような気楽さで入っていくとは。


    「天てん王のう洲ず君の援護に行くぞ！　ついて来い、弟子よ!!」


    　僕たちは並んで店内へと突貫する。


    　そこは、想像を超えた魔界であった。


    　何と呼ぶのかも分からない洋服が並び、店員が解読不能な言語を話している。


    　僕はあまりの瘴しよう気きの濃さに立ちくらみを覚え、壁に背を付けた。そこで、何気なく服を手に取ったのが間違いだった。


    　値札を見て、時が止まる。


    　こんな薄い布切れが、五万だと!?


    　バカな、僕の全身の服が二着、いや五着は[image: ]そろえられるぞ!!


    　ダメだ、ここはまだ早すぎたようだ。


    　有あり明あけもこの空気には耐えられまい。早くここから脱出しなければ──。


    「これより、あっちの方がよくないですか。すみません、これの色違いってありますか？」


    　僕は愕がく然ぜんとしながら床に膝ひざをついた。


    　有明が店員さんと話しながら、天王洲君の服を選んでいるではないか。


    　なぜ、店員さんの喋しやべっている意味不明な言語が理解できるのだ……。


    「あの、お客様。大丈夫ですか？」


    「大丈夫、ただの立ちくらみだ」


    　声を掛けてくれた店員に礼を言って、僕はよろよろと立ち上がる。


    　異様に高い服たちが放つ瘴しよう気きに当てられ、僕の精神力は限りなくゼロに近くなっているというのに、有明と天王洲君の二人は全まつたく動じている様子がない。


    　女性の気持ちを理解しているはずの僕が、あの二人に負けるなんて……。


    　いいや、まだ負けてなどいない!!


    　ここから、東しの雲のめ芽め吹ぶきの逆転劇が始まるのだ。


    「天王洲君、僕はその長いスカートより、こっちの短いスカートの方がいいと思うぞ!!」


    「それセンス合わないんで、いいです」


    　あっさり断られたー!!


    　チラっと見ただけではないか。もっとよく見てみろ、絶対に似合うと思うから。


    「こちらのスカート、今季の人気商品でして、買われていくお客様も多いんですよ」


    　ほら見ろ、店員さんだって人気だと言ってるではないか!!


    「でも、天王洲先輩にはちょっと似合わないような」


    　有明ーー!!


    　お前はどっちの味方なんだ!!


    「では、こちらの色違いの商品はいかがですか。形は先程の物と同じですので」


    　色が変わることでだいぶ印象の変わったスカートを天王洲君がじっと見つめた。


    　その無表情が怖かったのか、店員の笑顔が若干引き攣つる。


    「ノノメメさんに勧められたというのが気に入りませんが、これはアリかもしれませんね」


    「勧めてもいいだろうが!!　僕のことが嫌いなのか!!」


    「嫌いなのではありません。生理的に無理なのです」


    「十年間も一緒にいて、今さら!?」


    　生理的に合わないヤツとこれだけ長い期間一緒にいたことを、むしろ褒ほめてやりたいよ！


    「試着もできますが、いかがですか？」


    　店員の声に天てん王のう洲ず君は少し迷ったような素振りを見せてから「お願いします」と言った。


    　試着室の中へと消えていく天王洲君を見送り、僕は有あり明あけにだけ聞こえるように耳打ちする。


    「随分とこういう店に慣れているようだな、弟子よ」


    「姉によく買い物に付き合わされているので。女装して入ったのは初めてですけど」


    　有明が苦笑いを浮かべる。


    　なるほど、付き添いで何度も同じような店に入っているのなら、この慣れ具合にも納得ができる。単純に僕の経験値が低かっただけか。


    　というか、お姉さんって万能だな。いるだけで化粧も覚えられて、こんな店にも入れるようになるのか……。


    　と、試着室のカーテンが開き、スカートを穿はき替えた天王洲君が姿を見せる。


    　予想以上にいいではないか。天王洲君によく似合っているように思える。


    「凄すごく似合っていますよ、お客様。丈たけもぴったりですし」


    「自分も似合ってると思います」


    「僕も似──」


    「ノノメメさんの意見は聞いていません。では、これを頂きます」


    　なんで僕だけ!?


    　天王洲君は僕を虐しいたげることを趣味にしているのではあるまいな……。


    　制服のスカートに穿き替えて戻ってきた天王洲君がレジへと行く。


    　すると、なぜか天王洲君が僕を呼ぶではないか。


    「どうしたんだ、天王洲君？」


    「一万五千円だそうです」


    　そう言って、犬にお手をさせる飼い主のように天王洲君が手を差し出す。


    「なかなかの値段だな」


    「なかなかの値段ですね。ありがとうございます」


    　あれー。これはもしかして、もしかしてなのだが、僕に出してくれと言っているのかなー？


    　いやいや、あれだけ散々人をバカにしておいてお金を出してくれというのはないと思うのだが。まさかねー。


    「さっさと出しやがれ」


    「恐きよう喝かつ!?」


    「このスカートを選んだのはノノメメさんなのですから、お代を払うのは常識だと思います」


    　そんな常識聞いたことないよ。どこの国の常識だよ、それ!?


    「それに女性の気持ちを知る修行を今しているのですよね。有あり明あけさんにお手本を見せるために払ってみるというのはどうでしょうか、きっと、有明さんはそんなノノメメさんの姿を見て『やっぱり、師匠はスゴイ!!』と思うに違いありません」


    　まんまと乗せられている気しかしないが、有明のためと思い財布を開く。


    　先日、オジサンから貰もらった臨時収入をこんなところで使ってしまうとは……。ちゃんと銀行に預金しておくべきだった。


    「安心して下さい。銀行に預けてあったところで、ノノメメさんのキャッシュカードと暗証番号はしっかりと押さえてありますから」


    「鬼かキミは!!」


    　無駄な散財をして、店から出る。


    　おかしい、有明の修行のはずなのに僕のライフポイントがマイナスになってしまっているではないか。そろそろ休憩しないと、僕がヤバいかもしれない。


    　だが、弟子が頑張っている以上、師匠が先に休むわけにはいくまい。


    「師匠、少し休憩してもいいですか。さすがに疲れました……」


    　重く息を吐く有明に、僕の喜びが顔中から[image: ]あふれる。


    「お前、もう休憩するのかよー。まだ始めたばかりなのにさぁ。修行が足りないんじゃないの」


    　言いながら僕は素早く休める場所を探し始めた。


    



    　駅の近くにある公園のベンチに天てん王のう洲ず君、僕、有明の順に座り、一息つく。


    「飲み物、買ってきましたよ」


    　珍しいこともあるもので、天王洲君が僕と有明に缶ジュースを買ってきてくれた。


    　今日は雪でも降るのではないだろうな。


    「服を買ってもらいましたからね。そのお礼も兼ねて」


    　ジュース一本のために随分と高くついたような気もするが、今更文句は言うまい。


    　それよりも、弟子の成長を素直に喜ぼうではないか。


    「しかし、有明もだいぶ女性の気持ちが分かってきたようだな。もうそろそろ、告白しても大丈夫なのではないか？」


    「今日の行動のどこに女性の気持ちが分かる要素があったのか、見当も付かないのですが」


    　後頭部に天王洲君の声が掛かるが、無視しておく。


    「まだまだ、自分は修行不足です。師匠には遠く及びませんから」


    　僕と同じレベルまで来るのは、並大抵のことではないからな。だが、僕には及ばないものの、有あり明あけもなかなかいい線をいっている気がするのだが。


    「今の自分では、あの人に告白しても了承してもらえないというのは分かっているんです」


    「お前でも無理だとなると、相手は相当のツワモノだな」


    　僕の言葉に有明は黙って頷うなずく。


    「正直、彼女が振り向いてくれる可能性はかなり低いと思います。それでも、自分は諦あきらめたくない。フラれるのが運命だとしたら、その運命をぶっ壊してでも彼女と一緒になりたいんです」


    「弟子にそこまで想おもわれる相手は、きっと素敵な女性なのだろうな」


    　こんないい男が惚ほれるのだ、相手もそれ相応の人間に違いない。


    　どんな人なのか会ってみたいような気もするが、万が一にでも僕が惚れてしまっては大変だからな。やはり会わない方がいいのだろう。


    「自分は師匠のようになりたいんです。ですから、これからもよろしくお願いします！」


    「任せておけ。この東しの雲のめ芽め吹ぶき、言いだしたことを途中でやめるような真ま似ねは絶対にしない」


    　僕と有明は固く握手をする。


    　その手から、有明の告白に懸ける熱い想いが流れ込んでくるような気がした。その気持ちに感化されて、僕の告白もまたできるようになるといいのだが。


    「ねぇねぇ、キミたち暇してるならさ、ちょっと俺たちと遊ばね？」


    　どこの学校の生徒なのか、随分と制服を着崩した三人組の男子生徒が、軽薄な笑えみを浮かべながら僕たちを見下ろしていた。


    「生あい憎にく、僕たちは忙しいのでな。他ほかを当たってもらえるか？」


    「うおっ、化ばけ物もの!?」


    　僕の顔を見た瞬間、男──名前が分からないので、一郎と名付ける──が思い切り僕のことを殴り飛ばしてくる。そのまま、ベンチから転がり落ちた。


    　折角、頑張って化粧をしたというのに化け物とは酷ひどすぎはしないだろうか。


    「師匠!!」


    「何だよ、今の化け物。人類か？」


    　僕を殴った男に対して、別の男──二郎にしよう──が笑いながら言う。


    「お前、いきなり女の顔殴るのやめとけよ」


    「あれ、女っていうか怪物だろ……」


    　さて、ここで僕がコイツらをぶっ飛ばすのは非常に簡単ではあるが、しばらく有明の様子を見させてもらうとしよう。


    「お前のせいで、この子たちビビっちゃってるじゃねぇかよ。大丈夫だよ、俺たち本当はめっちゃ優しいからさ。安心して、どっか遊びに行こうよ」


    　さらに別の男──三郎としておこう──が有明の腕を摑つかむ。


    「やめろ、離せ!!」


    　有あり明あけがそれを振り払おうとし、手が男の鼻に思い切りぶつかった。


    　たたらを踏んで三郎が数歩下がる。


    　その鼻を押さえる手の隙すき間まからは赤いものが垂れていた。


    「痛いってぇな。あのさ、俺が女に手を出さないとでも思った？」


    　三郎が額に青筋を浮かべながら、座っている有明の腹部に爪つま先さきを蹴けり込む。


    「ゲホォ!?」


    　肺から空気を漏もらして咳せき込む有明の髪を三郎が摑つかみ上げると、ウィッグだけが持ち上がる。その隙を待っていたかのように、有明は、鼻血を流す三郎の鼻へさらに激しいヘッドバットを叩たたき込んだ。


    　おお、なかなかやるではないか、有明！


    「コイツ、男じゃねぇか」


    「女装かよ」


    　一郎と二郎が口々に呟つぶやいている中、有明が天てん王のう洲ず君の腕を引いて立ち上がらせると自分の背後に隠す。


    「天王洲先輩、早く逃げて下さい。ここは、自分が何とかします」


    「あぁ？　何とかしますだァ？　おめぇみたいな女装野郎に何ができんだよ？」


    　有明より頭二つは高そうな一郎が有明を見下ろす。


    「天王洲先輩、早く!!」


    　言いながら、有明が一郎の腰に摑みかかる。だが、一郎は有明の背中に肘ひじを落として地面に叩き付けると、そのまま横っ腹に蹴りを叩き込み始める。


    「何が早くだよ、ウゼェんだよ!!」


    「大人しくしてりゃ、痛い目見ずに済んだのになァ!!」


    　二人からの蹴りを食らい、有明が体を丸めた。


    　そうしているうちに、三郎が復活して天王洲君の前へと立ち塞ふさがる。その顔は血でベットリと濡ぬれており、軽いスプラッターと化していた。


    「コイツが余計なことをしなけりゃ、何もされなかったのにな。恨むんなら、そこのガキを恨むんだな」


    「天王洲先輩……」


    　有明が天王洲君へと伸ばしかけていた手を地面に落とした。どうやら攻撃を受けすぎて、戦意を喪失してしまったようだ。


    　やれやれ、有明にはまだ早かったか。


    　僕は体を起こすと、三郎の肩を叩いた。


    「あぁ、何だテメェ──、ひぃ化ばけ物もの!?」


    　どうやらこの連中、恐怖を感じると殴りかかってくる習性を持っているようだ。僕は三郎の蠅はえが止まるようなパンチを下から突き上げてやると、がら空きになった顎あごにアッパーを食らわせる。三郎が軽々と跳んでいく。


    　何とも他愛たわいない相手だ。これでもし天てん王のう洲ず君に手を出していようものなら、天王洲君の手によって二度と朝日を拝めなくなっていたかもしれないぞ。僕に感謝するんだな、まったく。


    「何者なんだ、お前……」


    　テンプレ通りの悪役のセリフを吐く一郎に、僕は口元をにやけさせてしまう。だが、ここで乗ってやるのがエンターテイナーというものだろう。


    　僕はウィッグを空高く放ほうり投げて、黒くろ縁ぶち眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げた。


    「東しの雲のめ芽め吹ぶき、解決屋だ」


    　決まった!!


    　いつかこんな状況に出会うのではないかと練習しておいたのが、功を奏したようだ。


    「こ、こいつも変態だ!!」


    「誰だれが変態だ!!」


    　僕の超絶かっこいいシーンを台無しにするとは、どうやらコイツら全身の関節を二倍に増やして欲しいらしいな。


    　僕が手の骨をボキボキと鳴らすと、一郎と二郎は悲鳴を上げてどこかへと逃げていった。


    　三郎もちゃんと連れてってやれよ。友達じゃないのか、お前たち……。


    「立てるか？」


    　地面に倒れたままの有あり明あけを、起き上がらせてやる。


    　ああいう連中に絡からまれたのは初めてだったのか、体が小刻みに震ふるえている。


    　有明だったら、一人で何とかできるのではなかろうかと期待したのだが、さすがに三人も相手にするのは無理だったか。とはいえ……。


    「弟子よ、残念ながら今のお前はゼロ点だ」


    　僕の言葉に、有明が怯おびえたような表情で僕を見上げる。


    「もし、ここに僕がいなく、天王洲君が愛いとしの彼女だったとしたら、お前は彼女を守れなかったんだぞ」


    「でも、三人がかりじゃ自分にはどうしようも……」


    「三人だろうが、三百人だろうが、お前が守らないで誰が守るんだ。大体、お前は命懸けで天王洲君を守ろうとしたのか？　途中から自分は勝てないと諦あきらめていなかったか？」


    　何も言えない有明を見て、天王洲君が僕に首を振った。


    「誰でもノノメメさんと同じように行動できるわけではありません。有明さんを責めるのも酷こくというものです」


    　天王洲君が言いながら、有明の右手の甲の傷をハンカチで拭ぬぐってやる。蹴けられている時にケガをしたのか、深い傷が覗のぞいていた。


    「だが、コイツは僕と同じになりたいのではないのか」


    　僕と天てん王のう洲ず君は[image: ]そろって有あり明あけを見つめる。


    「僕にも師匠みたいな力があれば、きっと……」


    「それは違いますよ、有明さん」


    　有明の言葉を天王洲君は即座に否定した。


    「ノノメメさんは本当にバカなのです。だから、こんな超人的な能力がなかったとしても、ノノメメさんは命懸けで愛する人を助けますよ」


    　バカだというのは付けなくてもいいと思うのだが、天王洲君もなかなか僕のことを分かっているではないか。ようやく、僕の相棒らしくなってきたようだな。


    「ノノメメさんのバーカ」


    「今のいい話っぽい雰囲気はどこいったの!?」


    　少し褒ほめてやればこれである。


    　有明の修行が終わったら、次は天王洲君をみっちりと教育しなければならないようだ。


    　俯うつむいたまま有明が立ち上がる。


    「すみません、今日は帰ります」


    「おい、有明！」


    　僕が止めるのも聞かず、有明は公園から走り去ってしまった。


    「アイツ、女装したままだぞ？」


    「補導されないといいのですが」


    



    　　　■　■　■


    



    　翌日も、そのまた翌日も、有明は放課後の屋上に現れなかった。


    　そして、そのままついに週を跨またいでしまった。


    　僕はすっかり寒くなった屋上で風景を眺めながら、ポツリと呟つぶやく。


    「天王洲君、僕は言いすぎたのだろうか」


    「言いすぎましたね、完全に。でも、間違ってはいないと私は思います」


    　柵の向こうの風景を眺めながら、天王洲君が言った。


    「これでノノメメさんは自分自身の問題と再び向き合えるようになったのですから、いいではないですか」


    「何とも釈然としないよ、僕は」


    　一度やると言ったことを完かん遂すいできないというのは、心の中に靄もやが残るものだ。だが、無理矢理に僕が有明を引っ張り出すというのもまた違う気がして何もできないままでいた。


    「それで、有あり明あけさんといたことで、告白できない病も少しは改善したのですか」


    　僕の吐いた溜ため息いきが、白く色付く。


    「分からないが、たぶん変わっていないだろう。現に好きな女性ができていないしな。有明のような真まっ直すぐなヤツと一緒にいれば何か変わるのではないかと思ったのだが。あと、病気ではないからな」


    　結局、教えると同時に、僕も有明に教わりたかったのかもしれない。


    　ぶっちゃけ、友達ができる方法とか、女の子にモテる方法とかいろいろ教えてもらいたかったよ。でも、向こうが弟子を名乗ってるから、何か教えてもらい難にくくなってしまったのだ。


    「ノノメメさんがなぜ告白ができなくなったのかも分からないままですし、残された時間も少ない。どうしたものでしょうか」


    　そう尋ねられたところで僕が答えを出せるわけもなく、どうしたものでしょうかと返すことしかできない。


    「そういえば、有明が怪しいと前に言っていたが、今はどうなんだ？」


    「随分と唐突ですね。何か気になることでも？」


    「弟子が疑われたままというのは、気分が良いものではない。気になるのも当然の話だ」


    「いない人のことを考えるほどの余裕は、私たちにはありませんから」


    　それもそうかと思う。


    　結局、この数日間は有明を中心に回っていたのだと改めて実感する。


    　その中心がなくなってしまったため、どう立ち回ればいいのかが分からなくなっているのだ。だが、最初から有明がいたわけではない。最初は寂しいが、自然と慣れてまた今までの生活に戻っていくのだろう。


    「寒いから、帰るか」


    「そうですね」


    　天てん王のう洲ず君が立ち上がり屋上の扉を開くと、階段ホールの奥から「おおおおお……」という唸うなり声のようなものが響いてくる。


    　何事かと僕は扉へと近付く。だが、見えるのは四階の壁ばかりで誰だれもいない。声はさらに階下から響いてきているのだ。


    　と、黒い影が四階までを上りきり、さらに屋上へと続く階段を全速力で上ってくる。


    「有明!?」


    　僕は驚きの声とともに、入り口から離れる。すると、そのタイミングを狙ねらっていたように有明がジャンプをしながら屋上へと飛び出してきた。


    　屋上の床面を数回転がり、右膝ひざと左手をつく形で停止する有明。


    　そのポーズがあまりにもかっこよく、僕は心の中のメモ帳に刻んでおくことにした。


    「遅くなりました、師匠」


    「遅いとか、早いとかじゃなくて、どうしたんだ？」


    　僕の純粋な疑問に、有あり明あけが僕とよく似た笑えみを浮かべた。


    「悟ったんです」


    　え、会わない間に悟りを開いてたの？　てか、二日くらいで悟りが開けたの？


    「女装したあの日から考え続けていました。自分はどうして師匠のようになれないのかを」


    「あのな、弟子よ。別に僕になる必要はないのではなかろうか。僕だって有明になれと言われても無理だ。だったら、有明は自分の理想とする有明になればいいと僕は思うぞ」


    「それです！」


    　有明が勢いよく、右手の人差し指で僕のことを指してくる。


    　その手の甲には包帯が巻かれていた。公園で不良にやられた怪け我がか。かなり痛々しいが、有明のハイテンションぶりを見るに大丈夫なのだろう。


    「自分もその考えに達したんです。そして、自分は思ったんです。師匠に並ぶ男になるんじゃない、師匠を超える男になるんだと」


    　有明の真まっ直すぐな瞳ひとみがやたらとギラついて見えた。


    　それは、今までの犬のような眼めではなく、野望に満ちた男の眼だった。


    「ノノメメさんの修行は不必要だったようですね。有明さん、自分で悟っていますし」


    「僕のこの数日間は全て意味がなかったということか!?」


    　そんなバカな。僕が今まで与えた修行の数々をこなすことで、有明はこの考えに至ったに違いない。そうでなければ、時間を無駄に使っただけではないか。


    「師匠、また僕に修行を付けて下さい！」


    「と言われても悟ってるみたいだし、あとは自分でやればいいんじゃなかろうか。最初に言ってた三つの修行も終わっちゃったしね……」


    　正直、そこまで分かってる人間に何を教えたらいいのか分からない。


    　僕を超える男になる方法を僕がどうやって教えればいいというのだろうか。そんな方法を知っているのなら、僕は既に実践している。


    「じゃあ、卒業試験は私に任せてもらおうかな」


    　突然、声が聞こえた。屋上にある給水塔の上から。


    　そこから、長いしなやかな黒髪を靡なびかせた美女が颯さつ爽そうと跳び降りてくる。


    　モデルのような凹おう凸とつのはっきりとした体型、整った顔立ち、余裕と自信に[image: ]あふれた表情のどれをとっても普通の高校生とは一線を画しており、僕はいつも彼女を前にすると萎い縮しゆくしてしまう。


    「特に問題ないよね、東しの雲のめ君？」


    　そう言って、木き場ば先輩が口の中でクツクツと笑った。


    



    　　　■　■　■


    



    「なぜ、木き場ば先輩がここに!?」


    　僕の驚きの声が屋上に響く。


    「給水塔の上で昼寝してたら、面白そうな話が聞こえてきたからさ」


    　給水塔の上で寝るって、あなたは一昔前の不良ですか……。


    「キミが東しの雲のめ君に弟子入りしたっていう、有あり明あけ君だね。会長さんから色々と聞いてるよ」


    　クツクツと笑う木場先輩の目に射い竦すくめられて、有明の全身が硬直する。


    　恵え比び寿す会長も木場先輩も単体でヤバいヒトなのだが、この二人が合わさった時のヤバさは尋常ではない。二人といっても、木場先輩も恵比寿会長や天てん王のう洲ず君と同じ神なのだが。


    「ノノメメさんが、木場先輩のことをヤバいヒトだって言ってますよ」


    「しれっとチクるなよ!!　そして、僕の思考を読むな!!」


    　天王洲君の言葉に、木場先輩の瞳ひとみが細くなる。


    「ふうん。東雲君、私がどうヤバいのか説明してもらえるかな？」


    「言ってないですから、そんなこと!!」


    　僕の慌てた様子に、木場先輩が口の中でクツクツと笑う。


    　危険すぎる。今ので寿命が五年くらい縮まったぞ……。


    「有明君は東雲君に告白とかデートの仕方を教えてもらってるんだよね？」


    　木場先輩が有明に視線を送ると、有明は緊張した面おも持もちで「はい」とだけ返した。


    「じゃあ、最終試験はここで私とデートすることにしようか。最後まで耐えられたら合格ってことで」


    「耐えられるって？」


    　木場先輩は有明の質問には答えずに、首を傾かしげながらベンチへと腰を下ろした。


    　僕は天王洲君へと耳打ちをする。


    「天王洲君、これは止めた方がいいのではないか。有明が再起不能になりかねないぞ？」


    「私に、木場先輩を止められると思いますか」


    　それもそうだな……。すまない弟子よ、無力な師匠で。


    　だが、お前の骨はちゃんと拾ってやるからな!!


    「私がここに座って待ってるところへ、キミがやって来るって設定で。それじゃあ、始め」


    　木場先輩が手を叩たたくと同時に有明が屋上の端から全速力で駆けだし、伸身の二回宙返りを披露しながら木場先輩の前へと着地する。


    「すみません、待ちましたか？」


    　有明が爽さわやかな笑えみを浮かべると、木場先輩も薄く笑いながら小さく首を振った。


    「ううん。待ってないよ。というか、あなた誰だれ？　私は宙返りしながら待ち合わせ場所に現れる不審人物と約束をした覚えはないんだけど」


    　木き場ば先輩のジャブが有あり明あけにヒットする。


    　ただのジャブだというのに、有明の足はもうガタガタではないか!!


    「す、すみません、次から気を付けますので」


    「ごめんね、ちゃんと言わなかったから伝わらなかったよね。次とかいいから、もう話しかけるな」


    　あまりのダメージに有明の顎あごが上がる。


    　まだジャブを二発受けただけだぞ、有明。ガードを固めるんだ!!


    　瀕ひん死しの状態となっている有明の姿に、木場先輩は表情を少し緩ゆるめた。


    「まぁ、今回だけは許してあげるよ。そんなところで木で偶くの坊ぼうみたいに突っ立ってないで、座ったら？」


    　有明にとってこれは救いだろう。もう立っているだけでようやくといった感じだからな。ここで体力を回復させておかなければ、このあとはとてもじゃないが保もつまい。


    「あれ、誰だれが隣に座っていいって言ったの。キミが座る場所はここでしょ？」


    　ベンチへと腰を下ろした有明に、木場先輩がコンクリートの床を指さす。


    　このヒト、完全に止とどめを刺しにきているではないか。


    　有明が床に正座する。それを木場先輩が楽しそうに見下ろす。


    「きょ、今日はどこに行きましょうか？」
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    「ここに五時間くらいこうしてるのも、いいかなって思うんだけど」


    「折角のデートですし、どこかに行きましょうよ！」


    　有あり明あけが木き場ば先輩になんとか食らいつく。


    　だが、木場先輩はそんな有明を突き離すように「ん？」と首を傾かしげた。


    「ごめんね、今、デートって聞こえたんだけど私の聞き間違えだよね。だってこれ、犬の散歩だもんね？」


    　鈍器で側頭部を殴られたように有明の頭が大きく揺れた。


    　ダメだ、もうこれ以上は見てられない!!


    　僕は制服のブレザーを脱ぐと、二人の間に投げ入れようとする。だが、それを止めたのは有明だった。


    「師匠、まだ終わってません。そこで僕の勇姿を見ていて下さい！」


    「お前……」


    　やばい、涙が出そう。


    　こんな状況になってもまだ頑張るなんて。コイツは本当に命懸けでやっているのだ……。


    「散歩、どこ行きたい？」


    「自分は水族館がいいと思います」


    「なんで、犬が人間様の言葉を使ってるのかな？　語尾にちゃんとワンを付けないとダメでしょ、この畜生が」


    　有明の表情が固まる。


    　もう、無理だ有明。お前はよく頑張った。あの木場先輩にここまで耐えたのだ、十分ではないか。


    「……自分は水族館がいいと思いますワン」


    「ご主人様が付いてないよ？」


    「ご主人様、自分は水族館がいいと思いますワン！」


    「私は水族館に行きたくないから、違うところにしてくれないかな？」


    　このヒト、酷ひどすぎるよ!!　ドＳとかそういうレベルではないぞ、これは。


    　これでは、ただの調教ではないか!!


    「じゃ、じゃあ、ご主人様、映画館とかどうですかワン」


    「うーん、あんまり気が乗らないなぁ」


    「動物園はどうですかワン」


    　有明の答えに、木場先輩が呆あきれたように溜ため息いきをついた。


    「本当にキミはロクな案が出せないねぇ。それで私を散歩に連れ出そうだなんて百万年早いよ。この駄犬が」


    　有明が正座したままの体勢で仰あお向むけに倒れる。


    　ノックアウトの瞬間であった。


    　まさかデートに出発すらできないとは、どんだけ難易度が高いのだこの試験。


    「ノノメメさん、まだ終わっていませんよ」


    　天てん王のう洲ず君が指さす先を見る。すると、有あり明あけの後頭部が床に着くすれすれのところで耐えているではないか。


    　アイツ、あれだけ激しくやられてそれでもまだ耐えようというのか。


    　有明の目から一瞬オーラのようなものが迸ほとばしる。ような気がした。


    　腹筋で一気に体を起き上がらせた有明が、その勢いのままジャンプする。


    「誰だれが立ち上がっていいって言ったのかな？」


    「木き場ば先輩、好きです。僕と付き合って下さい」


    　有明が初めて木場先輩に攻撃を当てた。


    　木場先輩の目が丸くなる。


    　だが、それも一瞬のことだった。木場先輩が口の中でクツクツと笑い始める。


    「私に告白をする勇気は認めてあげるけど、何の脈絡もなくただ言葉だけの告白をするっていうのは、少し酷ひどいんじゃないかな？」


    　木場先輩がベンチから立ち上がると同時に、有明を張り倒す。


    　直接攻撃だと!?


    「木場先輩、さすがに直接攻撃をしたら有明が再起不能になりますよ!?」


    「私だってさすがに本気でやらないよ。ちょっと小突いただけだって」


    　小突いただけって、床に張り付いたのではないかという勢いで有明が倒れたのですが。


    「返事をくれるまで、自分は倒れているわけにはいかないんです……」


    　床から自分の体を引きはがすように、有明が力を振り絞って立ち上がる。


    「あれ、ちょっと弱くやりすぎたかな？」


    　なんとか立ち上がった有明を、木場先輩が無慈悲に再び張り倒す。それでも、有明はまた立ち上がるのだ。


    「あれれ？　今のは結構強めにやったんだけど、もうちょい強くいけるのかな？」


    　木場先輩によって、有明は起き上がった瞬間に張り倒される。


    　心身ともに限界を超えているはずなのに、なぜ有明は立ち上がるのだろうか。


    「自分は、もう逃げないって決めたんです。だからッ！」


    「もしかして、東しの雲のめ君以来の逸材かも。ちょっとだけ試させてもらおうかな」


    　木場先輩は腰を落とすと、左手を自分の体に巻きつけるようにして上半身を大きく捻ねじる。


    　これは、木場先輩が考案したツッコミの型だ。


    　あまりにも威力が強すぎて人体を破壊してしまうため、漫才の相方ができなかった木場先輩。一時的にだが、僕がそんな彼女の相方になった時には何度も食らったものだ。


    　あれを食らったら、有あり明あけはただでは済まないぞ!?


    　極限まで捻ねじられた木き場ば先輩の体が一気に解放される。


    　鞭むちのようにしなる左腕。それが有明の体を捉とらえる瞬間、有明の襟えり首くびを摑つかみ後ろへと放り投げる。そして、腹筋へとあらん限りの力を込め、木場先輩のツッコミを迎え入れる。


    　まるでハンマーで殴られたかのような衝撃が、腹部から背中へと突き抜けた。


    　激しく内臓が揺らされ、胃の内容物が喉のど元もとまでせり上がってくる。


    「ダメじゃん、東しの雲のめ君が受けちゃったら」


    　不満そうな木場先輩に、僕は奥歯を必死に嚙かみしめ、逆流した胃の内容物を押し戻しながら答える。


    「で……弟子を守るのも、師匠の役目です」


    　僕はボロボロになり地面にしゃがみ込む有明と視線を合わすべく、その場にしゃがんだ。


    「師匠、すみません。卒業試験クリアできませんでした」


    　有明の言葉を僕は首を振って否定する。


    「いいや、お前は合格だ。ここまでやれるなら、命を懸けて彼女を守ることができるだろう。もう、お前に教えることは何もない」


    「師匠……」


    　伸ばしてくる有明の手を僕は力強く握った。


    「お前はもう、僕と並ぶ男になったんだ。今後、僕を超えられるかどうかは弟子──いや、有明の努力次第だ。だが、忘れるな、僕も日々パワーアップしているということをな！」


    　有明が僕の手を力強く握り返してくる。


    　この瞬間、僕たちは師弟ではなくなった。一人の男、一人の友。同列の存在となったのだ。


    「で、結局何だったのこれ。あんまり告白と関係ないような気がするんだけど？」


    「最初からずっと見ている私にも、結局何だったのか分かりませんでした」


    　僕たちの後ろで、天てん王のう洲ず君と木場先輩が何やら言っているが構うものか。


    　僕たちの熱い友情は何者にも理解できないだろうからな。


    「これならば、意中の相手にもきっと想おもいを伝えることができるだろう。胸を張って行ってこい、有明!!」


    「はい、東雲先輩！」


    　有明は気持ちいいほどに清すが々すがしく返事をすると、口元に付いた血を拭ぬぐう。そして給水塔の上へと登り始める。


    　どうしたというのか。あれか、高いところに登って勝利の雄お叫たけびでも上げるつもりなのか？


    　給水塔の天てつ辺ぺんに立った有明が、助走もなしに思い切り飛び跳ねる。


    　逆光を受けて、有明が黒く浮かび上がる。


    　それはまるで、僕がする告白のようだった。


    　空中で三回転を決めると、獣けもののように四よつん[image: ]ばいで着地する。


    　顔を上げた有あり明あけの前には、天てん王のう洲ず君がいた。


    　その天王洲君を有明は四つん[image: ]いの姿勢のまま獣のような鋭さを持った目で見つめる。


    「初めて出会った時から、天王洲先輩のことが好きです。天王洲先輩と居られたこの数日間は本当に幸せでした。でも、もっと長い時間。いや、この命が尽きるまでずっと一緒にいたいです。大好きです、愛しています、好きが[image: ]あふれすぎてこの胸が張り裂けそうです。だから、僕と付き合って下さい!!」


    　有明は四つん[image: ]いの恰かつ好こうから宙返りを決めると、お辞儀のポーズへと変化した。


    「お願いします、天王洲先輩!!」


    　そして、右腕を天王洲君へと差し出すのだった。


    　屋上に響き渡った告白に、僕は目を丸くする。


    　あれ、つまり有明が好きな相手というのは、天王洲君だったの？


    　え？　あれ、どういうこと??


    　誰だれも声を出せない僕たちを放置して、雲だけが気持ちよさそうに空を泳いでいた。
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    第二話　天王洲の争奪


    



    　夕食の時間になり、熊くまのイラストが全身にプリントされたパジャマを着たオジサンが微妙な顔をしながら居間へと入ってくる。


    「ついさっき天てん王のう洲ずちゃんから、『とある場所にいなくてはいけないので、数日間帰れませんが心配しないで下さい』って連絡が来たんだけど、どういうことなの？」


    　僕は炊飯器からご飯をよそいながら答える。


    「たぶん、彼氏のところにでも行ってるんじゃないでしょうか」


    「彼氏!?　どういうこと!?」


    　上うわ擦ずった声を出しながらオジサンが僕の両肩を思い切り摑つかんでくる。僕はその手をやんわりと外はずして、茶ちや碗わんをテーブルに置いた。


    「今日、天王洲君が告白されたんです。なので、向こうの家に行ってるのではないかと」


    「ダメ、ダメだよそんなの!!　相手の家に泊まるなんてまだ早すぎるでしょ!!」


    　そんなことを僕に言われても、何と返したらいいのか困ってしまう。


    　僕が有あり明あけの家に行くように勧めたわけではないのだから。


    　屋上でのあの告白のあと、返事はいつでもいいと言って走り去ってしまった有明を追いかけるようにして、天王洲君は屋上から出ていった。


    　その後また戻ってくるだろうと木き場ば先輩と待っていたのだが、いつまで経たっても二人が屋上に戻ってくる気配がないので、僕たちは仕方なく解散することにしたのだ。


    　有明の家に行くのなら、僕に一言くらい言ってくれてもよかったと思うのだが。まぁ、彼氏ができて浮かれているのだろう。


    　僕も彼女ができたら浮かれすぎてどうなるのか、自分でも分からないしな。


    「芽め吹ぶき君、相手の住所を教えて！　今から連れ戻しに行ってくるから」


    　いつの間に着替えたのか、オジサンはいつでも外に出られるという恰かつ好こうになっていた。


    　その表情に浮かんでいるのは、怒りなのか驚きなのか心配なのか僕には判別ができない。だが、熊のような見た目と相まって、これから獲物を狩りに行くようにしか見えなかった。


    　もしかしたら、オジサンは有明を本気で狩りに行くつもりなのかもしれない……。


    「オジサン、僕たちは高校生ですよ。外泊くらい普通にします」


    「彼氏の家に泊まるのと、ただの外泊は違うと思うんだよ！」


    「幸い彼は実家暮らしのようですし、大丈夫だと思いますよ」


    　僕の説得に、オジサンが「う、うーん？」と微妙に納得できない様子で上着を脱いだ。


    「そもそも、天王洲君が無茶をすると思いますか？」


    「天王洲ちゃんは賢い子だから、全然心配してないんだよ。でも、相手の男はどうだか分からないじゃないか」


    　確かに、オジサンの言葉には一理あるのだが、せっかく付き合いたての二人が一緒にいるところを邪魔しに行くのも、野や暮ぼというものだろう。


    「彼なら大丈夫です、僕が保証します」


    「芽め吹ぶき君がそう言うなら……」


    　オジサンが、ようやく座布団の上へと腰を下ろした。


    　まったく、なぜ僕が天てん王のう洲ず君のためにオジサンを説得しなければならないのか。そもそも、有あり明あけの家に行くなら行くで、ちゃんとオジサンを説得しておいてほしいものだ。


    「天王洲君がいないので、僕が夕食を用意しました。冷めないうちに食べましょう」


    「芽吹君って料理できたっけ？」


    　オジサンの質問に、僕は首を横へと振った。


    「いいえ、全まつたく」


    　テーブルの上に並んだ自分でも何を作ったのか忘れそうな代物を眺めて、オジサンは僕へと気まずそうに視線を向けてくる。


    「ありがとうね、芽吹君。明日からは、僕が作るから大丈夫だよ」


    　オジサンがそう言ってくれるとありがたい。


    　自分で作っておいてなんだが、こんな酷ひどい見た目の料理を二日と食べたくないからだ。


    「いつも三人だったから、二人になっちゃうと寂しいね」


    　オジサンがポツリと漏もらす。


    　僕はそれには何も返さず、ただ一言「いただきます」と言った。


    



    　　　■　■　■


    



    　毎朝起こしにきてくれる天王洲君がいなくても、起きるべき時間に目が覚める。


    　誰だれかが起こしてくれるという甘えがなければ、自分でできるものなのか。


    　一つ勉強になった気がする。


    　僕は手早く身支度を整え、朝食を適当に済ませると、オジサンに挨あい拶さつをして一人学校へと向かう。


    　普段、天王洲君と登校しながら何を話していたのかよく思い出せないが、話し相手がいないとなかなか退屈なものだ。


    　風景を眺めながら行こうにも既に見慣れた道でしかなく、目新しいものなど何もない。


    　果たして一人で登校している連中は、どう暇つぶしをしながら学校へと来るのだろうか？


    　今後、天王洲君と一緒に登校することがなくなるかもしれないと考えると、何か暇つぶしの方法を考えておいた方がよさそうだ。


    　そんな益やく体たいもないことを考えながら歩いていると、背後から名前を呼ばれて僕は足を止めた。


    「東しの雲のめ先輩、おはようございます！」


    　こちらへと駆け寄ってきたのは、有明だった。


    　しかし、どこにも天てん王のう洲ず君の姿がないではないか。


    「あれ、天王洲君はどうした？」


    「え、天王洲先輩がどうかしたんですか？」


    　話の嚙かみ合わなさに、僕たちは同時に首を傾かしげた。


    「昨日、天王洲君はそっちに行ったんじゃないのか？」


    「いいえ、来てませんけど」


    　有あり明あけを追いかけるようにして消えたので、てっきり有明の家にいるものだと思っていたのだが。


    　だとしたら、天王洲君はどこに行ってしまったのだろうか。


    「まだ、告白の答えももらってないですし。返事はいつでもいいって言ったのは自分なんですけど……」


    　いつでもいいと言った以上、残念ながら天王洲君のタイミングを待つしかあるまい。その天王洲君がどこかに行ってしまっているわけだが。


    「もしかして、天王洲先輩が行方不明なんですか!?」


    「いやいや、ちゃんと連絡は来てるんだ。数日間ウチを留守にすると」


    「でも、どこにいるのか確認したわけではないんですよね？　だとしたら、誰だれかに無理矢理言わされた可能性だって」


    　ないと言えなくも……、いや、ないな。


    　天王洲君を連れ去ることができるとしたら、天の国の連中くらいしかいないだろう。普通の人間が天王洲君を連れ去るなど、赤ん坊が素手でライオンと戦うくらい無理がある。


    　いや待てよ。連れ去った相手が、その天の国の連中だとしたら？


    　僕があまりにも金色の霞かすみを出さないせいで、天王洲君を強制的に……。


    「有明よ、もしかしたら天王洲君がヤバいかもしれない……」


    「ど、どういうことですか!?」


    　慌てた様子で有明が僕の上着を摑つかんでくるが、僕だってどういうことか分からないのだ。


    「とにかく、恵え比び寿す会長に聞けば何か分かるかもしれない」


    「なんで、生徒会長に聞くと分かるんですか？」


    「説明はあとだ！　とにかく走るぞ!!」


    　学園はすぐそこに見えているのだ。恵比寿会長のことを有明に説明しているには、時間が惜しすぎる。


    　僕はコンクリートを踏み砕き一気に加速すると、正門から校舎へと繫つながる並木道を全速力で駆け抜ける。


    　と、学園内が妙にザワついていることに気付いた。


    　一瞬にして通り過ぎる生徒たちが皆、何かを[image: ]うわさしている。


    　その異様な感じに僕は引っかかりを覚えながらも、今はそんなことを気にしている場合ではないと昇降口へと飛び込んだ。


    　その瞬間、僕が目にしたのは異様な光景だった。


    　昇降口の壁という壁に所狭しと、天てん王のう洲ず君の顔写真入りのポスターが貼はられている。


    　ご丁寧に、下駄箱の蓋ふたにまでサイズの小さなポスターが貼ってあるではないか。


    　僕は上履きへと履き替えると、生徒会室へと向かうために廊下へと出る。すると、廊下の壁までもがポスターで埋め尽くされていた。


    　あまりにもやりすぎな光景にうすら寒さを感じる。


    　この様子では校舎の至るところに、このポスターが貼ってあるのだろう。


    「東しの雲のめ先輩、どういうことですかこれ？」


    　ようやく追いついてきた有あり明あけが、肩で荒く息を吐きながら訊たずねてくる。


    　だが、聞かれたところで僕に分かるはずもない。むしろ、どういう状況なのか僕の方が聞きたいくらいだ。


    「天王洲さんとデートができるってマジかよ？」


    　突然上がった男子生徒の声に、僕は振り返る。


    　そこには食い入るようにポスターを見ている見知らぬ男子生徒がいた。


    「おい、それはどういうことだ？」


    「どういうことって、これを見れば分かる──ひぃ、東雲!?」


    　ただ質問しただけだというのに、男子生徒が腰を抜かして座り込んでしまう。


    「だから、どういうことなんだ？」


    「あば、あばばばばば……」


    　ダメだ、まるで会話にならない。


    　僕は男子生徒が持っていたポスターを引っ手た繰くり、その文面を読む。


    「第一回、天王洲ちゃん争奪戦？」


    　派手なフォントで装飾された見出しにはそう書かれ、その下にはまるでラッピングしたプレゼントのように頭に大きなリボンをした天王洲君の写真が載せられていた。


    「何だ、これは……」


    　性た質ちの悪い冗談にしか思えないポスターに僕が戦せん慄りつを覚えていると、学園内のスピーカーが一斉に、通常の授業開始のものとは違う間抜けなチャイムを鳴らした。


    『どうもー、生徒会長の恵え比び寿すですー。みんな、ポスターを見てくれたかな？』


    　恵比寿会長の緩ゆるい声に、ザワついていた生徒たちがスピーカーを注目する。


    『学園中に貼ったポスターに書いてある通り、輝け！　第一回、天王洲ちゃん争奪戦を三日後、土曜日の放課後に開催しちゃいますー。みんな拍手ー』


    　恵比寿会長の声につられるように、周囲からまばらな拍手が起こる。


    『そして、争奪戦の優勝者には、な、な、なんとー!!　天てん王のう洲ずちゃんとの一日デート権が与えられてしまうのです。みんな、欲しいよね？　ね？』


    　天王洲君との一日デート権、だと。


    　僕と有あり明あけは顔を見合わせた。


    　なんだ、その賞品は……。そんなことを天王洲君が許可するとはとても思えない。


    　そもそも、そんなものを欲しがる奴やつがどこにいるというのだ。


    「やっぱり、このポスターに書いてあったことは本当だったんだ。何だよ、東しの雲のめ君と天王洲さんが付き合ってないなら、告白しとけばよかった！」


    「天王洲さんとデートできるとか、参加するしかないだろ!!」


    　天王洲君とデートができると知った周囲の男子生徒たちが、再びワイワイと騒ぎ始める。


    　僕は有明へと視線を向けた。


    　まだ天王洲君に告白の答えももらっていないというのに、こんな大会が開かれるとは。有明としては複雑な心境であろう。


    　有明は難しい顔でスピーカーを睨にらんでいる。


    『詳しいお話は、今日のお昼休み。講堂で説明会を開くので、興味がある人はぜひぜひ足を運んでねー。天王洲ちゃんからのありがたい一言もあるからね！　以上、生徒会長からのお知らせでしたー』


    　間抜けなチャイムがまた鳴り、放送は終了した。


    　すると、それを待っていたかのように、周囲の騒ぎが一層大きくなる。


    「東雲先輩、とにかく昼休みに講堂に行ってみましょう」


    　有明の言葉に僕は無言で頷うなずいた。


    　今の放送から察するに、天王洲君は恵え比び寿す会長と一緒にいるようだ。


    　きっと恵比寿会長の企たくらみにまんまと嵌はめられたのだろう。僕には及ばないものの結構なやり手である天王洲君をもってしても恵比寿会長は手に余るからな。


    　もし、酷ひどい状況になっているようなら、僕が手を貸さなければならないだろう。


    　しかし、恵比寿会長とやり合うのかと思うと気が重くなってくる。


    　今は考えても仕方がないと、僕は有明に別れを告げると教室へと向かうのだった。


    



    　昼休みになると同時に、弁当を食べることなく僕は説明会へと向かう。


    　階段を下り、ゆっくりと廊下を歩いていると、後ろから次々と生徒たちが僕を追い抜かし講堂へと入っていく。人のことを言えた義理ではないが、昼食も摂らずに会長の企画した怪しい会に参加するとは随分と暇な連中だ。


    　午前中、僕のクラスは天王洲君争奪戦の話題で持ちきりだった。


    　休み時間になるたびに「天王洲さんが賞品ってどういうことなんだよ？」とクラスメイトたちに尋たずねられたが、僕は「何も知らん」としか返しようがなく、その度に「隠すなよ！」と怒られるという非常に鬱うつ陶とうしい午前を過ごしたのだ。


    　もし、僕が強きよう靭じんな精神力を持っていなければ、あっという間に苛いらつきが限界に達し暴れ回っていたことだろう。僕の日ひ頃ごろの精神鍛錬の賜物に感謝するのだな。クラスメイトたちよ。


    　講堂に入って、僕は自分の目を疑った。


    　まるで全校集会でも行われるかのような人の集まり方ではないか。


    　集会とは違って整列する必要がなくそれぞれが勝手な位置に陣取っているため、講堂の前半分が人で埋まってしまっている。


    　朝の見知らぬ男子生徒たちの言葉から、天てん王のう洲ず君はそこそこ人気があるのだろうと思っていたのだが、そこそことかそういうレベルではないらしい。どういうつもりなのか、女子生徒も結構な数がいる。


    　これでは、まるで学園のアイドルではないか……。


    　有あり明あけがいないかと辺りを捜してみるが、あまりの人の多さに見つけられそうにもない。ここで合流するのは、諦あきらめるしかなさそうだ。


    「みんな、集まってくれてありがとうねー。今から説明を始めるから、ちょーっとだけ静かにしてくれるかなー？」


    　マイクを通して、恵え比び寿す会長の声が講堂内に響く。


    　壇上を見れば、演台の前に笑えみを浮かべる恵比寿会長が立っていた。


    「それでは、輝け！　第一回天王洲ちゃん争奪戦の説明会を始めたいと思います。みんな、拍手ー」


    　事前に練習でもしていたかのような割れんばかりの拍手が講堂を包む。


    「ルールは簡単。二つの関門をクリアして、屋上で待っている天王洲ちゃんの元に最初に[image: ]たどり着いた人が優勝です。ね、簡単でしょ？」


    　恵比寿会長の説明に、小さく周囲がざわつく。


    「でも、簡単だからって侮あなどっちゃだめだよー。その関門は私が考えた、とっておきの関門だからね。命を懸けてでも天王洲ちゃんとデートがしたいっていう勇気のある人はいるかなー？」


    　恵比寿会長の声に、会場にいる生徒たちが一斉に手を挙げる。


    　この連中はおそらく、恵比寿会長はただこの場を盛り上げるために「命を懸ける」と言っていると思っていることだろう。だが、それは大きな間違いだ。


    　恵比寿会長が「命を懸けろ」と言ったら、本気で命を懸けさせるつもりなのだ。


    　生徒たちにそこまでさせて、彼女は一体どういうつもりなのだろうか……。


    「はいはい、手を下ろして大丈夫だよー。それでは、エントリー方法を説明しますー。この申込用紙に学年とクラスと名前、それからデートにかける意気込みを書いて生徒会室前に設置してある箱の中に入れて下さい。締め切りは、明後日あさつての金曜日までだからねー」


    　恵え比び寿す会長が説明しながら、応募用紙を生徒たちに見せる。


    「それでは、最後に争奪戦の賞品である天てん王のう洲ずちゃんからの一言です。天王洲ちゃんどうぞー」


    　恵比寿会長の拍手に呼ばれて、頭に大きなリボンをつけた天王洲君が舞台袖そでから壇上へと出てくる。


    　リボンの似合わなさが尋常ではなく思わず吹き出しそうになるが、周囲の生徒たちからは「可愛かわいい」という声が多数上がり僕は耳を疑った。


    　あれを可愛いと言うのなら、ゴリラにリボンを巻いても可愛いと思うのではないだろうか。


    　恵比寿会長からマイクを受け取った天王洲君が、いつもと変わらぬ無感動な声で言った。


    「ノノメメさん、殺しますよ」


    「いきなり、殺害予告をするな!!」


    　思わず上げてしまったツッコミの声に、僕の周りにいた生徒たちが一瞬にして僕から離れる。


    　これだけ人がいて、なぜ僕は孤独を感じなければいけないのだろうか……。


    「今回の賞品の天王洲です。会長が考えた関門は危険極まりないので、参加しないことを強く願います。それでも、参加したいというバカな方は、せめて生命保険に入っておくことをお勧めします」


    　それだけ言って、天王洲君は恵比寿会長へとマイクを返した。

  


  [image: ]


  
    　聞いていた生徒たちはどう反応したものかと迷っていたようだが、今の言葉を天王洲君なりのジョークだと判断したのか一斉に拍手を送り始めた。


    「それでは、今から受付を開始するので、我われこそはーって人はエントリーして──」


    「ちょっと待ってもらおうか、恵え比び寿す会長!!」


    　会を終わらせようとする恵比寿会長の言葉を遮さえぎる。


    　壇の上と下で恵比寿会長と僕の視線が交わった。


    　その雰囲気に危険を察知したのか、僕の前を塞ふさいでいた人の壁がきれいに割れる。それはまるで、壇上へと上れと言っているようであり、そのつもりだった僕は遠慮せずにその道を歩かせてもらう。


    　壇上へと飛び上がると、すぐさま恵比寿会長が僕のもとへと歩み寄る。


    「東しの雲のめ君、質問をする時は手を挙げないとダメだよ？」


    　恵比寿会長が人差し指を自分の唇くちびるに当て、首を傾かしげる。その右手には怪け我がでもしたのか、包帯が巻かれていた。ん？　つい最近、同じとこ怪我している人を見たような……。


    「それは失礼した。だが、用事があるのは恵比寿会長ではなく天てん王のう洲ず君だ」


    　そして、眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げ、天王洲君へと視線を向ける。


    「これが一体どういうことなのか説明してもらおうか、天王洲君？」


    「ノノメメさん」


    　天王洲君が自分の頭に巻かれたリボンを壇下へと放ほうり投げながら、口を開く。


    「殺しますよ」


    「それはさっき聞いたよ！」


    　下では、天王洲君の巻いていたリボンを取り合って小さな争いが始まっていた。


    　本当に人気があるのだな、天王洲君……。


    「大方はノノメメさんが予想している通りだと思います。こんな状況になってしまったのは、会長に借りを作ってしまった私のミスです」


    　過去の自分の行いを嘆くように、天王洲君が息を吐つきながら首を横に振った。


    「僕の助けは必要か？」


    「それも、ノノメメさんの予想通りです」


    　僕の瞳ひとみの中をじっと覗のぞき込みながら、天王洲君はそう言った。


    「話はそれで終わりなのかな？」


    「ああ、もう十分だ。話の腰を折ってすまなかったな、恵比寿会長」


    　僕は壇上から飛び降りると、未まだ空いたままの道を通り抜け講堂の外へと出て行った。


    



    　屋上で、夕焼けに染まる空を眺めながら僕は寝転がっていた。


    　なぜそんなことをしているのかと訊たずねられれば、やることがないからとしか答えようのない暇な時間。


    　いや、やることならひと月以上前からある。告白ができないという状態をなんとかしなくてはならない。だが、どうにもやる気が湧わいてこないのだ。


    　やる気の云うん々ぬんでやらなくてもいい問題ではないというのは分かっているのだが、ないものはないのだから仕方がないと自分に言い訳をする。


    「こんなところにいたんですか、東しの雲のめ先輩」


    　頭上から聞こえてきた声に視線を動かすと、有あり明あけが屋上へとやってきたところだった。


    「何だ、僕のことを捜していたのか？」


    「そりゃ、捜しますよ。講堂でのことも話したかったですし」


    　言いながら、有明は寝転がっている僕の横へと腰を下ろした。


    「自分は、争奪戦に出ることにしました」


    　有明の言葉に僕は目を見開くと、体を跳ね起こす。


    「恵え比び寿す会長の言葉を聞いていただろ。あのヒトは本当に命を懸けさせる気だぞ!?」


    「それでも、自分はやります」


    　どこか遠くを見つめる有明の視線は強く、真まっ直すぐなものだった。


    　精神的に一回りも二回りも成長した雰囲気を纏まとっている有明を見て喜ばしい気持ちもある。しかし、恵比寿会長が何を企たくらんでいるのかがわからない以上、やはり争奪戦に参加するのは危険すぎる気がするのだ。


    「有明は天てん王のう洲ず君に告白したのだから、素直に返事を待っていればいいだろうが」


    　争奪戦をすることになったからといって、天王洲君が有明に返事をしないということはないだろう。わざわざ危険を冒す必要はどこにもないというのに。


    「東雲先輩の修行を受けなかったら、自分は天王洲先輩に告白することができませんでした」


    　遠くを眺めていた有明が、僕へと顔を向ける。


    「あの告白は自分の力でしたものじゃないと思うんです。だから、自分は争奪戦で優勝してもう一度、天王洲先輩に告白します」


    「有明、お前は本当にバカなヤツだな……」


    　なんて、バカで真っ直ぐなヤツなのだ。


    　告白をしたのは有明なのだから、自分の力に決まっているではないか。なのに、それで納得できないなんて、どれだけストイックなのだ。


    「もちろん、東雲先輩も出ますよね。今の自分が東雲先輩に勝てるなんて思わないですけど、それでも勝ってみせます！」


    「いいや、僕は出ない」


    　僕の答えに、有明が目を丸くする。


    「えっ、出ないんですか。天王洲先輩が誰だれかとデートすることになるかもしれないんですよ？」


    「天王洲君が誰とデートしようが僕には関係のない話だ」


    　なおも何か言おうとする有あり明あけに、僕は長く息を吐き出した。


    「講堂であの説明会に参加していたのなら、僕と天てん王のう洲ず君が会話していたのは知っているな」


    「はい、何を話しているのかまでは聞き取れませんでしたけど」


    「天王洲君は僕にこう言ったんだ、『ノノメメさんの予想通りです』と。面倒なので理屈は省くが、天王洲君は僕の思考を読むことができるんだ」


    　有明に理解できるとは思っていなかったが、案の定分からなかったようで難しい表情を浮かべている。


    「とにかく、天王洲君がそう言ったということは、その時に僕の考えていたことを正確に読み取れたということだ」


    　考えることを諦あきらめたのか、はたまたそういうものだと受け入れたのか、有明が真剣な表情で僕に訊たずねてくる。


    「東しの雲のめ先輩はその時なんて思っていたんですか？」


    「自分が争奪戦に参加することで、天王洲君にとってさらに面倒な状況になるのではないかと思っていた」


    　争奪戦が開催されると知って、僕は最初に考えたのだ。


    　なぜ、恵え比び寿す会長は僕に相談をしてこなかったのかと。


    　天王洲君と僕をワンセットで考えている節のある恵比寿会長が、天王洲君だけに話をして僕には話をしてこないという状況は、何か企たくらんでいると見てまず間違いないだろう。


    　それはきっと僕には聞いて欲しくないことであり、延ひいては参加して欲しくないことなのだろう。


    　だから、僕は天王洲君に訊ねたのだ。助けは必要かと。


    「だったら仕方がないですね。東雲先輩とは本気で戦ってみたかったんですけど……」


    「なに、競うだけならいつだってできるだろ？」


    　有明は「そうですね」と小さく笑えみを浮かべる。


    「自分としては、状況が変わって東雲先輩が参加することを期待してますけどね」


    「期待するだけ無駄だ」


    　有明が屋上から去った後も、僕はしばらく屋上にいた。


    　天王洲君がここへやって来て、詳しい説明をしてくれるような気がしていたからだ。


    　だが、いつまで待っても天王洲君が現れることはなかった。


    「僕の思い違いだったか」


    　独ひとり言ごちると僕は昏くらくなり始めた空を眺めて、屋上をあとにした。


    



    　　　■　■　■


    



    　生徒会室にある専用の席に腰掛けながら、会長が包帯の巻かれた右手をひらひらと振る。


    「扉に手を挟んじゃうなんて、私も年だねー。天てん王のう洲ずちゃんも気を付けた方がいいよ？」


    　デスクの前に立っている私へと、会長が白々しい口調で注意を促してくる。


    　どれだけ強い力で扉を閉めたら怪け我がをするというのだろうか。私たち、天の国の住人の身体能力を考えれば、扉の方が壊れそうなものだが。


    「それにしても、天王洲ちゃんが東しの雲のめ君とあんなに意思疎そ通つうできてるとは予想外だったよー」


    　笑えみを浮かべる会長に、私は「たまたまです」と淡泊に返した。


    「ノノメメさんを巻き込むのは、やめて下さい。争奪戦の賞品として私が参加することで、お詫わびは十分しているはずです」


    「『お詫び』って何のことかな？　私はただ、天王洲ちゃんにお願いしただけじゃん。争奪戦の賞品になってねって」


    「夏の一件で、会長が最上級神から上級神に降格されたことを免罪符に使ってきたくせに」


    　今から半年ほど前のことだ。


    　回収者の私はノノメメさんの担当から外された。ノノメメさんの放出する金色の霞かすみの回収量が、次第に減少してきていることを問題視した最上級神様たちによる処置だった。


    　私の代わりにノノメメさんの新たな回収者になったのが喜き多た見みさんだった。その際に行われた改変で、私の存在はこの世界から消え、ノノメメさんの記憶からも抹消されてしまった。


    　しかし、ノノメメさんに忘れられたくないという私のわがままから、徐々にノノメメさんは記憶を取り戻し始め、やがて改変に矛盾が生まれてしまう。それによって私たちの住む街ごと消失しそうになったのを、時間を逆行させることで救ってくれたのが恵え比び寿す会長だったのだ。


    　そして、その時の責任を取る形で、会長は最上級神から上級神に降格された──。


    「心配してるんだね、東雲君のこと。愛かな？」


    「愛!?」


    　思わず声が上うわ擦ずってしまう。


    　私はただ、ノノメメさんが参加するとロクなことにならないので遠ざけただけで、愛とかそういうことは全まつたく関係なく、そもそもノノメメさんのことを愛しているなどという事実は──。


    「その顔は一生懸命、言い訳を考えてるのかなー？」


    　恵比寿会長がニヤニヤと笑みを浮かべる。


    「とにかく、これ以上引っ搔かき回すのはやめて下さい」


    「私としては、東雲君にも参加してもらいたいんだよねぇ」


    　どうして会長がそこまでノノメメさんにこだわるのかが分からない。


    　そもそも、私とノノメメさんをデートさせたいのなら、初めからそういうふうに仕組めばいいだけで、回りくどくわざわざこんな大規模なイベントなど行う必要はない。


    「私はね、天王洲ちゃんのことを心配してるんだよ」


    「ノノメメさんが告白できなくなった件ですか」


    　会長がゆっくりと首を横に振る。


    「そうじゃなくて、天てん王のう洲ずちゃん自身のことだよ。天王洲ちゃんは随分と東しの雲のめ君にこだわっているみたいだけど、東雲君と一緒にいても幸せになれないってちゃんと分かってるの？」


    「私は、今の自分の状況を不幸だとは思っていません」


    「分かりきっていることだけど、ここではっきりと言っておくよ。私たちが定めてしまったミツの運命は、私たちにだって変えることはできない。それはもう絶対に」


    　そんなことはもちろん私も知っている。


    　しかし、会長にそう断言された今、落胆を感じている自分に気がついた。


    　心のどこかで、定められた運命を変えるための抜け道があるのではないかと淡い期待を抱いていたのだろう。そんな気持ちが自分の中にあったことに驚く。


    　それでも、私の中にある意志は何一つとして変わらない。


    「変えることはできなくても、見守り続けることならできます」


    「愛する人にフラれ続ける悲しさで、東雲君の心がいつか壊れてしまうかもしれない。そんな東雲君を天王洲ちゃんは見守っていられるの？」


    　会長の問いに私は「はい」と答えることができなかった。


    　心が壊れたノノメメさんは、私の知るノノメメさんと同じなのか。私には判断ができないと思ったからだ。


    　きっと私は、どこまでも真まっ直すぐに自分を貫き通すノノメメさんを見られなくなったら、悲しいと思ってしまうだろう。そんな自分が何よりも悲しかった。


    「だからね、私は東雲君以外の相手を探した方がいいと思うんだ」


    「ノノメメさんの回収者としての役目はどうなるのですか」


    　会長は優しく語りかけてくれているというのに、私は子供のように食って掛かるような言い方をしてしまう。


    「それは、相手が見つかってから考えても遅くはないと思うの。まずは一度、天王洲ちゃんの気持ちをリセットさせることが必要だと思うんだ。そのために、今回のイベントを考えたんだよ。もし、天王洲ちゃんのために命を懸けてもいいって思えるくらいの素敵な人が現れたら、少しは考えてみてもいいんじゃないかな？」


    　こんな時、ノノメメさんがいたら何と言ってくれるのだろうか。そんなことばかりが、頭の中に浮かんでくる。


    　私が考えなくてはいけないことだというのに。


    　私はいつでも、ノノメメさんを頼ってばかりだ。


    「そういえば、有あり明あけ君のことなんだけどね」


    　会長の言葉に、私の止まりかけていた思考が一瞬にして動き出す。


    　そうだ、今は気落ちをしている場合ではなかった。有あり明あけさんに感じていた違和感。その正体をせっかく摑つかみかけていたというのに。


    「有明君から告白を受けてるんだよね？」


    「そうです。私は彼にまだ答えを伝えていません。大会が始まる前に、彼に会いに行ってきてもいいでしょうか？」


    　私の言葉に恵え比び寿す会長はゆっくりと首を横に振った。


    「その必要はないよ、天てん王のう洲ずちゃん。有明君がエントリーシートに書いてたよ、『争奪戦に優勝してもう一度告白します』ってさ」


    　やはりこういう流れになったかと、私は思う。それと同時に、私の脳内に浮かんだ仮説が真実味を帯び始めてくる。


    「本気で天王洲ちゃんのことが好きなんだよ。少しは考えてあげたらどう？」


    　そう語りかけてくる恵比寿会長の右手を、私はじっと見つめていた。
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    　いつの間にか、空の色が赤から黒へと変わっていた。


    　思いのほか長い時間、屋上で寝転がっていたようだ。


    　僕は冷え込んできた屋上をあとにした。


    　下校時間には生徒で賑にぎわっている校門までの並木道も、今は僕しかいない。僕一人だけがこの世界に取り残されてしまったような感覚に陥おちいり、物悲しくなってくる。


    　と、その時だった。


    「気を付けた方がいいですよ、東しの雲のめの旦だん那な。こんな時間に一人で歩いていると、何か良くないことが起こるかもしれませんよ？」


    　含み笑いを交じらせた声に、僕は辺りを見回す。だが、並木道にはやはり僕の姿しかなく、声の主がどこにいるのか分からない。


    「どこ見てるんですか。上ですよ、上」


    　言われて見上げてみれば、目ま深ぶかにフードを被かぶった怪しい生徒が銀いち杏ようの太い枝の上に座っているではないか。


    　誰だれだか知らないが、関わり合いたくない種類の人間であることは間違いなさそうだ。


    　手にした拳こぶし大だいの石をもてあそびながら、怪しい男は言う。


    「どうやら、東雲の旦那には危機感ってものが足りないようですね。今だって、あっしがここから旦那の頭めがけてこの石を落としていたら、果たしてどうなっていたことか……ククク」


    　クククじゃねぇよ。そんな高い場所から石を落として怪け我がをさせたら事件になるだろうが。


    　まぁ、僕なら余裕で避よけられるが。


    「で、誰だれなんだ、お前は？」


    　いかにもそう訊たずねて欲しそうな雰囲気を出しているので、仕方なく乗ってやる。


    「天てん王のう洲ずちゃんファンクラブ、会員ナンバー四十四番の神楽かぐら坂ざかっていうケチな男ですよ」


    「天王洲ちゃんファンクラブ？　何だ、それは？」


    「学園の地下に根付いた、天王洲ちゃんを遠くからそっと愛めでることを信条とする紳士淑女の集まりですよ」


    　神楽坂と名乗った男は、仰ぎよう々ぎようしい装飾のされたファンクラブの会員証を僕に見せると、すぐに大切そうにポケットへとしまい込んだ。


    　見せてくれなんて誰も言っていないというのに。


    「紳士淑女の集まりとはいえ、天王洲ちゃんを独り占めしていた東しの雲のめの旦だん那なに恨みを持ってる連中も多いですからね。天王洲ちゃん争奪戦の開催でテンションが上がって、突然襲い掛かってくる、なんてことだって無きにしもあらずですぜ」


    　なぜ、僕が怪しげな連中に敵視されなければならないのだ。


    　そんなに天王洲君に相手をして欲しいのなら、本人に直接言いに行けばいいではないか。


    「っと、東雲の旦那、言ってる傍そばから現れたようですよ」


    　神楽坂が指さす方を振り向けば、そこには二メートルを裕に超える巨漢の男が立っていた。


    　本当に高校生なのだろうか。どう見ても、プロレスラーが高校生のコスプレをしているようにしか見えないのだが……。


    「俺は、天王洲ちゃんファンクラブ、会員ナンバー十三番。死に神の牛うし込ごめ柳やなぎだッ!!」


    　自分で死に神と名乗るヤツを僕は初めて見た。


    　しかも、死に神という言葉から連想される線の細そうなイメージはどこにもなく、どう見ても投げ技とか使ってきそうなのだが。


    「で、その死に神が僕に何の用だ？」


    「天王洲ちゃんを独り占めしているお前をこの手でバラバラにすることだけを考えて、この一年を生きてきた。それが叶かなうのかと思うと、居ても立ってもいられなくなってな」


    　どれだけ僕が憎かったのか、牛込は奥歯を嚙かみ締めながら語る。


    　寒さのせいで白く色付く息が、まるで牛込が吐き出す白煙のように見えてくる。


    「争奪戦では、真っ先にお前を──」


    　牛込が片足を高く上げ、思い切り地面へと踏み下ろした。


    　その体重と勢いから、並木道が震ふるえる。


    「潰つぶしてやるッ!!」


    「悪いが、僕は争奪戦には出ないぞ」


    　僕の言葉に、牛込の表情が一瞬にして素すに戻る。


    「だって、お前、天てん王のう洲ずちゃんの彼氏だろ。いいのか、彼女が誰だれかとデートをしても？」


    「僕の彼女ではないので、別に構わないが」


    「あれー？」


    　僕の言葉を必死に理解しようとしているのか、死に神の牛うし込ごめがロボットダンスでも踊っているかのようなおかしな挙動を始める。


    「よく、天王洲君の彼氏じゃないのかと聞かれてこちらも迷惑しているのだ。お前の仲間たちに僕は彼氏ではないとちゃんと伝えておいてくれ」


    「分かった、ちゃんと伝えておく。何か、勝手に怒ってごめんな」


    　死に神という二つ名から想像できないほどに素直な男であった。


    　何だかよく分からなかったが、誤解が解けたのでいいとしよう。


    「だからキミは駄目なんだよ、牛込。そんな簡単な噓うそに[image: ]だまされてしまうなんてね」


    　背後から聞こえてきた耳触りの良い男の声に、木の上の神楽かぐら坂ざかが戦せん慄りつした声を上げる。


    「そ、そんな、会員番号一ひと桁けた台の連中まで出てくるなんて。東しの雲のめの旦だん那な、どうやらあんたは少しばかりやりすぎちまったようだ……」


    　気分としては振り向かずにこのまま正門から出ていってしまいたいのだが、そういうわけにもいくまい。なぜなら、背後にいる人間が振り向いてくれというオーラをうるさいくらいに放ってくるからだ。


    　僕は仕方なく体を反転させた。


    　そこにいたのは、細身の爽さわやかなイケメンだった。なぜか、巨大な鎌かまを担かついでいるのがやたらと気になるのだが。


    　額ひたいに掛かる黒髪を空いている方の手で払いながら、僕に友好的な笑顔を向けてくる。


    「初めまして、東雲君。僕は、天王洲ちゃんファンクラブ、会員ナンバー八番。剛腕の春かす日がといいます」


    「牛込とお前の二つ名、絶対逆だろ!?」


    「やめてくれ、東雲君。死に神っぽさなんて僕のどこにもないだろ？」


    「あるよ、全体的に死に神っぽいよ！　てか、なんで鎌担いでるんだよ。それ、校門から出た瞬間、銃刀法違反で捕まるヤツだからな!!」


    「昔、野球部に入っててね。その時に付いたあだ名が剛腕ってわけさ」


    「じゃあ、その鎌は何なんだよ……」


    「これは、腕を鍛えるための筋トレ器具に決まっているじゃないか」


    　ツッコミを入れるのも面倒になってくる。いっそその恰かつ好こうのまま外を歩いて捕まってしまえばいいのに。


    　そうすれば、この学園から変態が一人消えて平和になるような気がするのだが。


    「僕たちが地下に潜って天王洲ちゃんを愛めでている間に、随分と好き勝手やってくれたみたいだね。でもこれ以上は」


    「ずっと地下に潜っておけ!!」


    「人の話は遮さえぎるなと、親に教わらなかったのかい？」


    　なんだ、地下に潜って天てん王のう洲ず君を愛めでるって。完全に変態ではないか。


    　変態に文句を言われる筋合いなどないと、僕は剛腕の春かす日がを無視して校門へと進んでいく。


    　その時を待っていたかのように、並木道の両側にある草むらの陰から突然襲い掛かってくる四人の三角頭ず巾きん。


    「クハハハハハッ。天王洲ちゃん争奪戦がキサマの墓場となるのだ、東しの雲のめ芽め吹ぶきッ!!」


    　その姿を見て、木の上の神楽かぐら坂ざかがお馴な染じみの驚きよう愕がくに満ちた声を上げた。


    「あ、あれは、天王洲ちゃんを教祖と崇あがめる邪じや教きよう、天王洲ちゃん友の会の連中!!」


    「うるせぇっ!!　僕は争奪戦に出ないと言ってるだろうが!!」


    　僕は襲い掛かってくる三角頭巾を全員殴り飛ばしてやる。


    　襲い掛かってきた時を逆再生するかのように、草むらの中へと飛んでいく三角頭巾たち。


    「東雲君、暴力は良くないと思うよ？」


    　春日の意見に「うんうん」と頷うなずく神楽坂と牛うし込ごめを見て、僕は深い溜ため息いきと同時にガックリと肩を落とす。


    　天王洲君のファンはこんな変な奴やつらしかいないのか。


    　少し、天王洲君が気の毒になってきたぞ……。
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    　天王洲君争奪戦を明日に控えた金曜日の放課後。


    　僕は、なぜか恵え比び寿す会長に呼び出されていた。


    　毎日のように僕の元に現れる変態──もとい、天王洲君のファンだと名乗る連中を追い返し続けて、疲ひ弊へいしているところにこの仕打ちである。


    　恵比寿会長は、僕のことを潰つぶそうとしているのではないだろうか……。


    　生徒会室の扉をノックすると、中から「どうぞー」と恵比寿会長の緩ゆるい声が聞こえてくる。


    　僕はわずかな期待を胸に生徒会室の中へと入る。もしかしたら、生徒会室に天王洲君がいるのではないか。そんな気がしていたのだ。


    　だが、思い違いだったようだ。生徒会室には恵比寿会長が一人いつものデスクの向こうに座っているだけだった。


    　口うるさい副会長がいないことを幸いと思うべきだろう。


    「要件は何だ、恵比寿会長」


    「東雲君、まだ天王洲ちゃん争奪戦のエントリーシートが出てないみたいなんだけど、どういうことかなー？」


    　恵え比び寿す会長が、意味が分からないとでもいうように首を傾かしげる。


    「どうもこうも、僕は出るつもりがないからな」


    「えー、何で何で？　天てん王のう洲ずちゃんが誰だれかとデートすることになってもいいの？」


    　どいつもこいつも、どうして僕に天王洲君がデートしてもいいのか聞いてくるのだろうか。デートをするかどうかを決めるのは天王洲君自身で、僕にいちいちお伺うかがいを立てる必要などない。もしかして、天王洲君を僕のペットか何かだと思っているのだろうか。


    　だとしたら、しっかりと勘違いを正しておかなければなるまい。


    「恵比寿会長、天王洲君は僕のペットではない。大切な相棒だ」


    「うん、それは知ってるよ。ていうか、どうしたのいきなり？」


    　僕と恵比寿会長が[image: ]そろって首を傾げる。


    「まぁ、いいや。それで、何で東しの雲のめ君は争奪戦に出ないの？」


    「出る理由がないからだ。それを聞くために僕を呼んだのなら、答えは言ったので失礼させてもらう」


    　生徒会室から出ていこうとする僕を、恵比寿会長が「待って待って─」と引き留めてくる。


    　これ以上、何の用事があるというのか。


    「天王洲ちゃんは東雲君に出て欲しいと思ってるんじゃないのかなー？」


    「天王洲君がそう言ったのか？」


    「言ってないけど、天王洲ちゃんってそういうのを言うタイプの子じゃないでしょ。言えないだけで、心の中では東雲君に参加して欲しいと思ってるよきっと」


    　恵比寿会長の言うように、確かに天王洲君は天邪鬼あまのじやくなので思っていることと反対の言葉を言っている可能性は大いにある。


    　だが、今回のことに関して、それはあり得なかった。


    「争奪戦の説明会の時、僕は天王洲君と確認し合ったのだ。僕の助けは必要ないと」


    　僕の言葉に、恵比寿会長は笑えみを浮かべながら首を傾げた。


    「本当に確認できてたのかなー？」


    「当たり前だろう。天王洲君は僕の思考を読むことができるのだからな」


    　その瞬間、恵比寿会長の笑みが強くなる。まるで僕を[image: ]あざ笑わらっているかのような表情に、何か重大なミスを犯してしまったかのような感覚が脳内を駆け巡った。


    「東雲君、天王洲ちゃん争奪戦の参加者たちは、なるべく平等な条件じゃないといけないと思わない？」


    　話の流れとは関係のない恵比寿会長の質問に、僕は背中に冷たいモノを感じる。


    「そう、思うが？」


    「だよねー。だとしたら、私が東雲君と天王洲ちゃんの繫つながりをそのままにしておくと思うかな？」


    　僕はすっかりと忘れていた。


    　恵え比び寿す会長がミツと回収者の繫つながりを自在に切ったり繫げたりできるということを。


    「思い出したみたいだね。天てん王のう洲ずちゃんと木き場ばちゃんのどっちかが東しの雲のめ君の回収者になるって騒ぎの時に、一度切ってみせたもんね？」


    　恵比寿会長が両手の指でハサミのような形を作り、何かを切る仕草をする。


    「東雲君は本当に、天王洲ちゃんと確認し合えたのかな？　天王洲ちゃんは東雲君が参加してくれると思って待ってるんじゃないのかなー？」


    　天王洲君が僕の思考を読めていないのだとすれば、僕の助けを待っていた可能性は非常に高い。と思うのも、天王洲君は素直ではないからだ。


    　よくよく考えてみれば、僕の助けがいらないのなら、天王洲君ははっきりと「ノノメメさんの助けなどいるわけがないでしょうが。バーカ」とか言ってきそうな気もする。


    　それに対して、助けがいる場合は天邪鬼あまのじやくで素直に言えないので、ああいった言い方をしたという風にも十分に考えられる。


    「どうするの、東雲君。参加するの？　しないの？」


    　危なかった。


    　恵比寿会長が教えてくれなければ、僕の助けを待っている天王洲君を放置したままさっさと家に帰りテレビでも見ているところであった。


    　そんな僕を天王洲君が何と詰なじってくることか。想像するだけでも恐ろしい……。


    「恵比寿会長、申込用紙をもらおうか」


    　僕は眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げながら、そう言った。


    　恵比寿会長が笑顔でエントリーシートを取り出す。だが、僕が用紙を取ろうと手を伸ばすと、恵比寿会長はお預けするように用紙を引いた。


    「天王洲ちゃん争奪戦に東雲君が出るためには、一つ条件があります」


    　人差し指を立ててみせる恵比寿会長に、僕は怪け[image: ]げんな表情を浮かべた。


    「さっき、参加者のみんなにはなるべく平等な条件でいてもらいたいって言ったよね。だからさ、東雲君のその超人的な身体能力を一時的に抑えさせてもらいたいんだ」


    　確かに、この力がある限りフェアな状況とは言えないだろう。僕としても優勝した後、変態どもに因縁を付けられても面倒なので、抑えること自体には何の不満もない。


    　この身体能力がなくても、僕のこの頭脳さえあれば優勝は間違いないからな。


    「というか、この力を抑えることができたのか？」


    「半日ほどしか無理だけどねー。万が一、ミツの特性を悪用されて、しかも私たちが抑えられなかったら大変じゃない。だから、上級神以上の神様にはミツの特性を抑えられる力があるんだよー」


    　僕が本気で抵抗しようと思ったら、恵え比び寿す会長にも引けを取らない自信があるからな。当然と言えば当然か。やり合うつもりは微み塵じんもないが。


    「条件も呑んでもらったことだし、これにちゃちゃーっと書いちゃってね」


    　ボールペンとともに差し出された用紙に、僕は学年クラスと名前を書いていく。そして、意気込みを書く欄で僕は一度ペンを止めた。


    　しばし、考える。


    　意気込み。うーむ、特に書くことがないのだが。


    　僕は頭を悩ませて、一言だけ書くと恵比寿会長へと提出した。


    「『待っていろ、天てん王のう洲ず君』か。なかなか素敵な意気込みだね」
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    　土曜日の放課後。天王洲君争奪戦、当日。


    　天王洲君争奪戦に参加する選手たちは銀いち杏よう並木の一番奥、正門の前に集められていた。


    　全校生徒の半分が集まっているのではないかと思うほどの混雑具合。学年も性別も関係なく、ここ数日の間で僕に絡からんできた自称天王洲君ファンの連中もちらほらと見かけられる。


    　前方にいた方が有利なのだろうかと、前に行こうと試みてみたものの満員電車かと思うくらいの混雑具合に、僕は集まっている連中の一番後ろに着くことにした。


    　授業が終わると同時に恵比寿会長に生徒会室へと呼ばれ、軽いデコピンを額ひたいに食らった。たったそれだけのことで、僕の力は完全に抑えられていた。


    　今の僕の身体能力は、ここにいる連中と大差ないのだ。そんな僕が後ろから押し潰つぶされようものなら、大きく出遅れることは必至だろう。だから安全策を取り、後ろに来たというわけである。


    「東しの雲のめ先輩。やっぱり、来たんですね」


    　肩を叩たたかれて横を見れば、そこには有あり明あけがいた。


    　嬉うれしそうに笑えみを浮かべている有明に、僕も口角を上げた。


    「色々とあってな。噓うそをつく形になってすまなかった」


    「気にしないで下さい。自分は東雲先輩と戦えるのを楽しみにしていましたから」


    　数日前まで僕の弟子だった男が、これほどまでに成長するとは。男子三日会わざれば刮かつ目もくせよとはこのことか。


    　直感的に、僕の優勝を脅かす存在になるだろうと感じた。


    　これだけ大勢が集まる中、ただ一人注意するべき相手。


    『あー、テステス。参加者の皆様聞こえていらっしゃいますでしょうか？　ワタクシ、放送部二年の白しら河かわと申します』


    　校門近くに設置されたスピーカーから、やたら気け怠だるそうな女子生徒の声が響いてくる。


    『今大会の実況を務めさせていただきますので、どうぞよろしくお願いします』


    　実況まであるとは、あの恵え比び寿す会長が企画しただけあって随分と派手なことだ。


    　この分だとここにいる参加者だけではなく、見物のため学園内に残っている生徒たちもかなり多そうだ。


    『では、改めましてルールの説明をさせていただきます。ルールは簡単、第一、第二の関門を突破して屋上で待っている天てん王のう洲ずさんの元に一番先に[image: ]たどり着けた人が優勝です。ちなみに学園の敷地内から出ますとリタイアとなりますので注意して下さい』


    　僕は実況を聞きながら、準備運動を始める。


    『第一の関門は、銀いち杏よう並木を抜けて昇降口に入るだけです。簡単というか何が関門なのかさっぱり分かりませんね。つづく第二関門は、昇降口で生徒会役員の持っている箱の中からカードを引き、そこに書かれたモノを手に入れればクリアです。要するに、借り物競走ですね。そして、それを持って屋上へと[image: ]り着けばゴールとなります』


    　何だかよく分からないが、早く昇降口へと[image: ]り着いてカードを引いた方が有利だということなのだろうか。


    　だとすれば、やはりスピード勝負だな。


    　これだけの人数だ、銀杏並木はまともに走れる状態ではなくなるだろう。となれば、[image: ]わずかにでも空いた人と人の隙すき間まから体をねじ込ませてでも進むしかあるまい。


    『それでは、選手宣誓です。選手代表、本ほん郷ごうさんお願いします』


    　実況に促されて、前方にいる一団の中心辺りにいた男がすっと真まっ直すぐに手を挙げる。


    「宣誓！　我われ々われ、天王洲ちゃんファン一同は、天王洲ちゃんシップに則のつとり、正々堂々と戦うことを誓います。選手宣誓、天王洲ちゃんファンクラブ会員ナンバー一番。本郷梅うめ三ぞう！」


    　本郷の宣誓に、割れんばかりの拍手が巻き起こる。


    　天王洲ちゃんシップって何なのだ……。


    「さすが、トップは言うことが違うぜ」


    「俺たちも負けてられないな!!」


    　本郷の宣誓が彼らのやる気に火を付けたのか、周囲の生徒たちから怪しげなオーラのようなものが立ち昇りはじめる。


    　このギラついた感じと独特の緊張感、嫌いではない。天王洲君のファンじゃないけどな!!


    『それでは、スタートです！』


    　実況の声とともに周囲から雄お叫たけびのような声が上がり、選手たちが一斉に駆けだす。


    　そして、次の瞬間。銀杏並木は巨大な爆発音に揺れた。


    　朦もう々もうと立ち込める黒煙と吹き荒れる爆風。何が起こったのか分からない僕たちの頭上からパラパラとアスファルトの破片が降ってくる。


    「今、爆発しなかったか？」


    「ハハハ、まさか……。並木道が爆発するわけなんかないだろ……」


    　僕の横にいる男の声を否定するように、スピーカーから声が響く。


    『たった今入った情報によりますと、第一関門の並木道は地雷原となっている模様です！　生徒会長曰いわく、「死なない程度の威力に抑えておいたから安心してね☆」とのことです。これは、早々に大会が終わってしまいそうですね』


    　本当に命を懸けさせられなかっただけ、ありがたいと思うべきだろうか。まあ、怪け我がは免れなさそうだが。


    　目の前が地雷原だと知り、誰もが動かなくなった中、選手宣誓をした本ほん郷ごうが声を上げた。


    「地雷ごときでビビるとは、お前たちの天王洲ちゃんに対する想おもいはその程度なのか？」


    　オーバーアクションで語る本郷を見ながら僕は思う、地雷にビビらない方がおかしいだろうと。


    「だったら、そこで指を咥くわえて見ているんだな。この天王洲ちゃんファンクラブ、会員ナンバー一番。特徴がないことが特徴的な本郷が天王洲ちゃんとデートするところをな!!」


    　言って、本郷が駆けだす。


    　そして、地雷に吹き飛ばされた。


    『本郷選手、起き上がりません。選手宣誓までしていかにも優勝候補っぽい雰囲気を出していたのに、いきなりリタイアです』


    　やはり、ダメだったか。


    　となれば、並木道の脇わきから通って──。


    　僕よりも先に並木道の脇を通ろうとした女子生徒が、地雷に高々と舞い上げられる。


    『当然、並木道の脇にも地雷は仕掛けてありますので、ご注意を』


    　なるほど、どこにも安全なルートはないというわけか。


    　ならば、できることは一つだけ。


    　運に任せて強行突破！


    　どうやら、周りの人間たちも僕と同じ結論に行き着いたようだ。爆発に尻しり込ごみしていた参加者たちがスタートの時よりも大きな雄叫びを上げながら一斉にダッシュし始める。


    　次々に起こる爆発、吹き飛ぶ生徒たち。


    　どこの戦場に送り込まれたのだと思いながら、僕は爆風を受けないように体勢を低くしながらひたすら駆けていく。


    　それにしても、体が重い。まるで風邪でも引いたかのようだ。


    　ミツの特性を抑えられると、ここまで体の自由が奪われるものなのか。


    　普段の僕ならば、地雷を踏んだとしても爆発するよりも前に駆け抜けられるというのに。


    「この並木道おかしくねぇか!?」


    　爆発音に紛れながら誰だれかの叫びが聞こえた。


    　確かにおかしい。


    　並木道は三十メートルほどしかないはずだ。なのに延々と並木道が続き、校舎が見えないではないか。


    　恵え比び寿す会長が人知を超えた方法で何か小細工をしているのだろう。こんな広範囲にわたる地雷原をどうやって突破しろというのか。


    　真横で爆発が起こる。耳にキンと響いた。


    　目の前には黒煙が朦もう々もうと立ち込めている。それが視界を遮さえぎり、恐怖をさらに駆り立てる。


    　と、足の裏に何かを踏んだ感触が伝わった。


    　マズい。そう思った瞬間には、視界が光に包まれ、僕は高々と空に打ち上げられていた。


    　錐きり揉もみして受け身も取れぬままに顔面から地面に叩たたきつけられる。


    『現在、参加者の約半数である二百人ちょっとがリタイア。一瞬で全滅するかと思いましたが、意外と残っていますね』


    　白く薄れていく意識を、必死に奥歯を嚙かみ締めて何とか繫つなぎ留める。


    　そんな僕の横をいつぞやの三角頭ず巾きん四人組が走り抜けていく。


    「クハハハハハッ。東しの雲のめ芽め吹ぶきよ、お前はそこで永遠に[image: ]はいつくばっているがいい、その間に俺たちぶばッ!?」


    　そして、最後まで言い切ることなく、全員仲良く地雷を踏んで吹き飛んでいった。


    　口ほどにもないにも程があるだろう。後から来た連中に踏みつけられてるし。あ、また爆発に巻き込まれて飛ばされてる。


    　あんな連中と同列だと思わるのは非常に癪しやくだ。


    「ど根性……ッ」


    　喉のどの奥から声を絞り出しながら、腕立て伏せをするように体をゆっくりと起き上がらせていく。何度も腕から力が抜けそうになる。だが、こんな場所でいつまでも寝ている東雲芽吹ではないのだ！


    　そして、ついに僕は再び立ち上がることに成功した。すると、次々と爆発の巻き起こる並木道を見据えると、いつの間にか見慣れた長さへと戻っている。


    『と、ここで生徒会長からメッセージが届きました。えーと、「地雷を踏んでも立ち上がるくらいの根性がないと、天王洲ちゃんとデートをする資格はないからね！」とのことです。鬼すぎますね、生徒会長……』


    　なるほど、地雷で一度吹き飛ばないとゴールできない仕掛けになっていたというわけか。


    　僕はずれた眼鏡の位置を直すと、再び走り始めた。


    『有あり明あけ選手がゴールです！　これで第一関門の通過者は二十五名となりました。地雷原を走らされているというのに、意外とみなさん頑張りますね』


    　有あり明あけは通過したのか。ならば、僕がここでゆっくりしているわけにはいくまい。


    　吹き飛んでいく生徒たちを横目に僕は並木道をなんとか駆け抜け、昇降口へと入っていく。


    　下駄箱が並ぶ昇降口の奥には、「生徒会」と書かれた腕章を嵌はめた女子生徒が白い箱を持って立っている。


    　僕はその子に近付くと、箱の中から一枚のカードを引いた。


    　それは光り輝く金色のカードだった。


    　箱を持った女子生徒が声を上げる。


    「おめでとうございます！　それ、ラッキーカードですよ！」


    　表面には『友達三人』と書かれていた。


    「友達三人？　どういう意味だこれは？」


    　女子生徒がやたらとはきはきとした声で返してくる。


    「友達を三人集めれば、第二関門はクリアということです」


    　僕は教えてくれた女子生徒に礼を言うと、脇目も振らずに一年生の教室へと向かう。


    　廊下には生徒たちが[image: ]あふれ、駅伝でも観戦しているかのように『第一回、天てん王のう洲ずちゃん争奪戦』と書かれた小さな旗を楽しそうに振っている。


    　息を切らしながら階段を駆け上り、廊下を突っ切る。そして[image: ]たどり着いた教室のドアを、僕はノックもせずに開け放った。


    「東しの雲のめ先輩？」


    　椅い子すに座り文庫本を読んでいたサイドテールの少女が、突然現れた僕の姿に驚いたような表情を浮かべる。


    　まだ教室に残っていてくれて助かった。しかも、彼女と一緒にいるなんて。


    　これも普段から僕が善行を重ねているおかげだろう。


    　僕は息を整えると、教室の中へと入っていった。
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    　廊下から響いてくる喧けん騒そうを背中に受けながら、僕は窓際で向かい合わせに座る十じゆう条じようちゃんこと十条友ともと木き場ば先輩に目を向ける。


    　他ほかのクラスメイトたちは校舎内へと入ってきた参加者たちを応援にでも行っているのか、教室には二人しかいない。僕は二人に近付きながら、例のカードを取り出す。そして、それを見せながら彼女たちに言う。


    「十条ちゃん、木場先輩。一緒に来てもらえますか？」


    　カードを見せながら言ったことでようやく納得がいったのか、十条ちゃんが頷うなずいてくれる。


    「分かりました。一緒に行きます」


    　木き場ば先輩が椅い子すから立ち上がると、十じゆう条じようちゃんを庇かばうように移動した。


    「私は一緒に行けない。というか、友ともも行かせられない」


    　木場先輩の怒っているかのような言葉に、十条ちゃんが顔を向ける。


    「東しの雲のめ先輩は急いでるって分かるでしょ。なのに、どうして？」


    「東雲君が急いでいようが、私には何の関係もないから」


    　木場先輩が僕へと厳しい表情を向ける。


    「東雲君はさ、都合がいい時ばかり友を利用してないかな？」


    「そんなことは……」


    　決してないつもりだ。


    　友達という言葉を見て、真っ先に浮かんだ十条ちゃんの元に来ただけ。利用するつもりなど微塵もありはしない。


    　だが、木場先輩はそうは思っていないようで、いつものように人を食ったような笑えみを浮かべるわけでもなく、真剣な顔つきをしている。


    「私は、キミのことを信用していないわけじゃないんだよ。むしろ、信用している。友のことだって大切にしてくれてるって思ってるんだ。でもね、キミと友は覚えてないだろうけど、夏に起きた改変事件でほんの少しだけどキミに対して疑念が湧わいてしまったの。本当は友のことを利用してるだけなんじゃないかって」

  


  [image: ]


  
    「木き場ばさん、東しの雲のめ先輩が私のことを利用するわけがないじゃない。東雲先輩は私のことを助けてくれたんだよ？」


    「でもね、友とも。あなたも東雲君のことを助けたの。それこそ、命を懸けてね」


    　木場先輩が何のことを言っているのか僕には分からないが、あまりにも真ま面じ目めな口ぶりに言葉を挟めなくなる。


    「東雲君、私は安心させてほしいの。東雲君が友のことを友達として大事に思ってるって」


    「どうしたら、木場先輩は安心してくれるのですか」


    　僕の言葉に木場先輩は少しの間考えて、「そうだね」と呟つぶやく。


    「キミは、金色の霞かすみの逆流から友を助けてくれた時『形のない物は信用できない』って言ったそうだね。だったら、友のことを友人としてこれだけ大切に想おもってるっていうのを形にして見せてよ」


    　木場先輩の提案に、僕は小さく喉のどを鳴らした。


    「木場さん、そんな無茶で東雲先輩を困らせなくたって……」


    「別に私だって東雲君を困らせたいわけじゃないよ。でもね、この機会を逃のがしたら次はいつ聞けるのか分からないから」


    　まさか、ここで関門が一つ増えるとは考えてもいなかった。


    　だが、十じゆう条じようちゃんを利用しているかもと一ミリでも思われているのならば、その誤解を解かないわけにはいくまい。


    　しかし、どれくらい大切に想っているのかを形にして表すなど、どうすればいいのか想像もつかない。そもそも、想いとは形にできないものだと思うのだが。


    『たった今、最後の一人が校舎の中へと入り、第一関門を抜けることができた参加者は二十七名となりました！』


    　放送が教室の中に響き、予想以上の人数が残ったことを知る。


    　ここでゆっくりとしている間にも誰だれかがゴールしてしまうかもしれない。早くこの関門をクリアしなければ。


    　と、僕の頭に一つの閃ひらめきが生まれる。


    　木場先輩が何を僕に求めているのか。それを考えれば、自おのずと進むべき道は見えてくるではないか。


    　僕は自信に満ちた表情で眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げる。


    「危うく、木場先輩の罠わなに引っかかるところでした。僕が何かしら形にして見せたら、木場先輩はこう言うつもりだったのでしょう。友への想いは形で表せるほど小さなモノなのか、と。僕の十条ちゃんに対する想いは形で表せるほど小さなものではありません。つまり、僕の返事は『形で表せない』だ!!」


    　さすが、頭の切れる木場先輩の出した問題だ。


    　きっとＩＱ百八十はあるに違いない僕の頭脳がなければ、決して解くことのできない難問であった……。


    「いや、ドヤ顔されてもそういうことじゃないから。形で表してって言ったんだから、言葉じゃなくてちゃんと形で表してよ」


    　あれ、これが答えじゃないの!?


    　本当に形で表さないとダメなのか。いやいや、想おもいを形にするとか無理じゃなかろうか。


    　と、そんなことを言っていても始まらない。何とか形で表す方法を考えなくては。


    「これは、無理かもね。諦あきらめて他ほかの人のところに行ったら？　友達は他にもいるでしょ」


    「木き場ば先輩の誤解を解くまで、僕はここから動きません!!」


    「あ、そう。キミがそうしたいんだったら、別にいいけど」


    　考えろ。考えるんだ、東しの雲のめ芽め吹ぶき。


    　想いを形に。形のない物を表現するための方法を。


    　僕は教室内をぐるりと見回し、ある物で視線を止めた。


    　そうか、これならば形のない物に形を与えることができる!!


    　僕は黒板へと近付くと、そこにあった何色かのチョークを手に取り、想いを形にと変化させていく。


    　どれくらい時間が経たったのだろうか。僕は最後の想いを黒板へと描き込み、一つの作品を完成させた。


    「どうですか、木場先輩。これが僕の十じゆう条じようちゃんに対する想いです！」


    　黒板からはみ出すほどに描かれた絵の数々は、僕の十条ちゃんに対する想いを如実に表していた。全体を俯ふ瞰かんすると宇宙にも見えてくるであろうこの壮大な作品を見れば、きっと木場先輩も納得してくれることだろう。


    「えっ、何この気持ち悪い絵……」


    「いや、気持ち悪くないでしょ!?　これが、僕の想いですよ!!」


    「本当に気持ち悪いって、何か夢に見そうだし……。友とももそう思うよね？」


    　僕と木場先輩が視線を向けると、十条ちゃんは携帯のカメラ機能で黒板に描かれた絵を写真に収めていた。


    「なんで、こんなの撮ってるの？」


    「携帯電話の待ち受け画像にしようかなって」


    　嬉うれしそうに携帯を操作する十条ちゃんを見て、木場先輩はげんなりとした表情を浮かべる。


    「十条ちゃんは気に入っているではないですか！」


    「友の感覚がおかしいだけだから。ていうか、これのどこが友の大切さを表してるの？」


    　木場先輩の言葉に、僕は一筋の光明を見つける。


    　僕の絵がどういうものなのか伝わっていなかったからこの評価だったということか。ならば、しっかりと説明して木き場ば先輩に理解してもらえれば、評価が覆くつがえるかもしれない！


    　僕は小さく咳せき払いをすると、絵の中心を指さす。


    「まず、この中心に描かれている、一組の男女は十じゆう条じようちゃんと僕の仲の良さを表しています」


    「え、それって、嚙かみ殺し合ってるチワワじゃないの？」


    　愛玩動物が、野生化してしまっているではないか……。


    「次に、左上に描かれている太陽は十条ちゃんの明るさを表し、右下に描かれている月は、十条ちゃんの思慮深さを表しています」


    「陽気に踊ってる酔っ払いと、三しや味み線せん弾いてるタコじゃないの？」


    「そして──」


    　心を折られながらもなんとか解説を続けようとする僕に、木場先輩は手をひらひらと振って「もういい、もういい」と繰り返す。


    「全然分からないし、解説してもらっても結局は気持ち悪いから大丈夫」


    　言いながら木場先輩が、僕の力作を黒板消しで消去してしまった。


    　くそっ、これでもダメなのか。


    　しかし、まだ諦あきらめるわけにはいかない。もっと、より深く考えなければ。


    「何も浮かばないなら、私が一発殴って気合入れてあげようか？」


    　ツッコミの構えをする木場先輩を僕は慌てて止める。


    「今それやられたら、壊れますのでマジで勘弁して下さい！」


    「友ともを[image: ]ないがしろにしてる感じがするし、一回壊れた方がいいんじゃない？」


    　木場先輩の眼がギラリと輝く。


    　ここであの凶悪なツッコミを受けたら、争奪戦どころか人生をリタイアしかねないぞ。


    「この争奪戦の間は、公平を期すため恵え比び寿す会長にミツの特性を抑えられているので、本気で死にますから！」


    　興味なさそうに木場先輩が「ふーん」と反応する。


    「東しの雲のめ先輩、何も浮かばないなら他ほかのところから回ってきて下さい。私たちはこの大会が終わるまでここにいますから」


    「だが、しかし……」


    　誤解を解かないまま移動してしまってもいいものなのかと考える。


    　それこそ、僕が本当に十条ちゃんを利用しているだけのようではないか。


    「東雲先輩、一番大切なことを忘れないで下さい。東雲先輩は何のためにこの大会に参加しているんですか？」


    　十条ちゃんに言われて、僕はハッとする。


    　天てん王のう洲ず君を救うのが僕の目的だった。十条ちゃんのことは大切だが、だからといって天王洲君を放置しておいていいわけではない。


    「方法が思いついたら、また戻ってきて下さい。それまで東しの雲のめ先輩のこと待ってますから」


    　十じゆう条じようちゃんにそう言われ、木き場ば先輩に視線を向けると、仕方なさそうに「行ったら？」と顎あごで教室の外を示してくる。


    「ありがとう。十条ちゃん、木場先輩」


    　僕は二人に頭を下げ、教室の外へと飛び出した。


    



    『死に神の牛うし込ごめ選手が、恵え比び寿す会長の下着を取るというお題に失敗してリタイア。これで、参加者は十二名となりました』


    　旗を振る生徒たちに送られながら、僕は廊下をひた走る。


    　僕が十条ちゃんと木場先輩のところにいた間に、随分と脱落したようだ。


    　他ほかの選手たちが何と書かれたカードを引いたのか気になるところだが、そんなことを気にしている余裕は僕にはなかった。


    　他の友人を捜すべく、十条ちゃんの教室を出たところまでは良かったのだが、肝心の他の友達が誰だれも浮かばなかったのだ。


    　あれ、もしかして僕って友達が少ないのだろうか……。


    　十人くらいはいそうな気がしていたのだが、まさかたったの二人しかいないとは。


    　折角のラッキーカードを全まつたく活いかせていないではないか。


    　とにかく止まっているのが勿もつ体たいないと、走りながら誰かいないか考えているのだが、体力レベルが落ちているせいか上う手まく走ることができず、考える余裕がなかった。


    　これは一度、止まってじっくりと考える必要があるだろう。


    　校舎から特別棟へと繫つながる一階の渡り廊下で足を止める。立っているのがきついほどに呼吸が乱れ、僕は床に腰を下ろした。すると、ガッ……ガッ……ガッと硬い物がぶつかり合う鈍い音がどこからともなく聞こえてくる。


    　何の音なのだと気合いを入れながら立ち上がると、窓を開けて首を出す。すると、桜の木の幹に巨大な鎌かまを叩き付けている男がいるではないか。


    　まるでバットでも振るようなスウィングでイケメンが鎌を振っているのだ。


    　数日前に会った元野球部の男か。何と書かれたカードを引いたのか知らないが、ご苦労なことだ。と、人の心配をしている場合ではなかった。こちらも余裕がないのだ。


    　瞬間、頭に閃ひらめきが走る。なぜ忘れていたのだろうか。野球部に頼れる人物がいるではないか。


    　僕に思い出させてくれてありがとう、死に神っぽいけど死に神じゃない男！


    　この時間だったら、野球部マネージャーの大おお崎さき円まどかさんはきっと部室にいるだろう。


    　僕は重くなった体を再び走らせる。


    『なんと、神楽かぐら坂ざか選手。学園の敷地内から出たために強制リタイアとなりました。三億円を手に入れるためにこっそりと出ようとしたようですが、生徒会長の用意した監視システムに穴はありません。というか、敷地の外に出ても三億円は手に入らないと思うのですが？』


    　敷地外に出ると強制リタイア。


    　ということは、大おお崎さきさんが帰宅していたら完全にアウトということか。僕は焦りを覚えながら、スピードを少しだけ速めた。


    「まだ学園内にいてくれよ、大崎さん！」


    　僕は来た道を引き返し、体育館のある方角へ。


    　そして体育館を横切ると、その裏にあるのが部室棟だ。


    　僕が部室棟に入ろうとすると同時に、短い髪を邪魔にならないように纏まとめ、学園指定のカーディガンを羽織った女の子が中から出てくる。


    　人がすれ違うことができないくらいに狭い出入り口。僕は慌てて止まろうとするが、勢いづいた足は僕の意志を無視して前へと進み続ける。


    　仕方がなく、僕は入り口のドアへと激突。そのまま仰あお向むけにひっくり返った。


    「し、東しの雲のめさん!?」


    　地べたへひっくり返る僕に、大崎さんが慌てて駆け寄ってくれる。


    「すまない、大崎さん。少しばかり手伝ってもらいたいのだが」


    「分かりました、すぐに保健室に連れていきますね！」


    「そうではなく、これを……」


    　僕の横にしゃがみ込んだ大崎さんに、カードを見せた。だが、やはり意味が分からなかったようで、首を傾かしげている。


    「天てん王のう洲ず君が待っているんだ、すまないがついてきてもらえないだろうか？」


    「天王洲さんが……。分かりました」


    　差し出してくれた大崎さんの手に摑つかまって、僕は立ち上がる。


    　これでようやく、一人。あとは木き場ば先輩の問いに対する答えを考えなくては。


    「待ってもらおうか、東雲ッ!!」


    　唐突に響いてきた暑苦しい声に、僕は嫌いやな予感を覚えながら振り返った。そこにいたのは、予感の通り暑苦しいユニフォーム姿の男。野球部キャプテンの三さん軒げんであった。


    　争奪戦のため、学園中の部活動が中止しているというのに、なぜコイツはユニフォームを着ているのだろうか。


    「今日は、大崎君とデートの約束をしているのだ。悪いが日を改めてもらおうかッ！」


    　仁王立ちする三軒と大崎さんを見比べて、僕は目を丸くした。


    「デートって、えっ？」


    　僕の質問に大崎さんは少し恥ずかしそうに俯うつむく。


    「私とキャプテン、付き合い始めたんです……」


    「そういうことだ、東雲ッ!!」


    　以前から二人はいい感じな雰囲気を出していたが、そうか大おお崎さきさんは三さん軒げんと付き合い始めたのか。


    　何だろう、別に大崎さんを巡って勝負をしていたわけではないのだが、僕がフラれて三軒が付き合っているという事実が無性に悔しいぞ。


    　というか、僕の方が三軒よりも五十倍はいいと思うのだが……。


    「でも、天てん王のう洲ずさんのためなら私行きますから。東しの雲のめさん安心して下さい」


    　僕にそう言ってくれる大崎さんに、三軒がすかさず言葉を挟み込む。


    「では、俺とのデートはどうなるというのだッ!?」


    「デートはいつでもできるじゃないですか。東雲さんについていくのは、今しかできません」


    「知らん、そんなことは断じて知らんッ!!」


    　僕を置いてけぼりにして大崎さんと三軒が言い争いを始めてしまう。


    　何だろう、僕のせいで微妙に気まずいことになっているような気がするのだが。


    「キャプテンはいつも自分勝手すぎます。少しは周りの人のことも考えて下さい！」


    「周りの人間などどうでもいい。俺にとって大事なのは大崎君だけだッ!!」


    「あれ!?　野球はどうしたんだ、野球は大事じゃないのかよ三軒!?」


    　強情なまでに野球バカだったというのに、どうしてしまったのだ。


    　これでは、ただの馬ば鹿かな彼氏ではないか。

  


  [image: ]


  
    「部活は夏で終わったッ。だから、今は恋に生きているのだッ!!　うおおおおおッ!!」


    　なるほど、野球を捨てたわけではなさそうなのでとりあえず一安心した。


    　コイツから野球を取ったら、文字通りバカしか残らないからな。しかし、そうだとすると、今、三さん軒げんがユニフォームを着ているのはますますおかしいと思うのだが。


    　まさかコイツ、普段から制服ではなくユニフォーム姿で学園生活を送っているのではないだろうな？


    「野球部がバラバラになった時と全然変わってないじゃないですか……。分かりました、ならこうしましょう。あの時みたいに野球で勝負するんです。東しの雲のめさんが勝ったら、私は彼についていきます。キャプテンには、また改心してもらいますからね！」


    　対決という言葉に、三軒の目が輝く。


    「なるほど、それは面白そうだ。東雲とは一度対決をしてみたいと思っていたからな」


    　三軒がバカから野球バカの顔へと変わる。


    「あんな分からず屋のボール、東雲さんなら楽勝ですよね？」


    　期待に満ちた大おお崎さきさんの表情に、僕は微妙な返事を返す。


    　いつもならば、余裕すぎるほどに余裕なのだ。だが、今は……。


    　とはいえ、ここで負けて大崎さんを失うわけにはいくまい。


    　僕たちは部室からバットとボールを持ってくると、グラウンドへと出る。


    　バットの握り具合を確かめて軽く振ってみるが、振った勢いに体が持っていかれそうになる。


    　まともにバットも振れないとは。どうなっているのだ、この体は……。


    「どうした、東雲。具合でも悪いのかッ！」


    「こんなにも絶好調な人間を捕まえて『具合でも悪いのか？』だと？　どうやらお前の目は節穴のようだな」


    　言って、グリップを握り直す。


    「そうか。ならば、全力でいかせてもらうッ」


    「東雲さん、頑張って下さい！」


    　グラウンドの端から大崎さんが応援を送ってくれるが、それに応こたえる余裕がなかった。


    　とにかく集中しなければ、三軒のボールは打てないからだ。


    「一アウト勝負だ。俺が一アウトを取れば俺の勝ち、それまでに一球でも打てば東雲の勝ちだ」


    　僕は無言で頷うなずくとバットを構える。


    　審判もキャッチャーも守備もいない、二人だけの勝負。


    「行くぞ、東雲ッ!!」


    　三軒が大きく振りかぶると、全体重をかけるようにしてボールを放つ。


    　速い、速すぎる。


    　僕がバットを振るよりも速く、ボールが僕の横を抜けていった。


    「どうした、東しの雲のめ。バットを振らないと打てないぞ？」


    「東雲さん、ボールをよく見て下さい!!」


    　野球部員たちの絆きずなを取り戻すため、あの日の大おお崎さきさんはこんなスピードのボールと戦っていたのか。今のは完全に目で追いきれなかったぞ。


    「どうした、東雲。お前の力はそんなものかッ!!」


    　二球目が放たれる。


    　やはり目で追うには速すぎる。


    　僕は当たりをつけてバットを思い切り振る。


    　体を持っていかれながらも振り切ったバットは、ボールに[image: ]わずかに掠かする。だが、そのままボールは僅かに軌道を変えただけで、バックネットへと突き刺さった。


    　あまりの球の重さに、手が痺しびれる。


    　このままでは負ける。三さん軒げんのボールを打つための秘策として大崎さんがやったように、パンチラをしかけるか。


    　ダメだ、あまりの追い詰められ具合にアホな考えしか浮かんでこない。


    　大崎さんにさんざん、恐怖心を克服しろとか動体視力を鍛えろと言っていたのは一体何だったのだろうか。自分は力を抑えられれば何もできないではないか。


    　僕は奥歯を嚙かみ締める。


    　焦るな、東雲芽め吹ぶき。


    　恐怖心はない。ボールは目で追えないが、タイミングは分かる。


    　あとは集中するだけだ。


    　深く長い呼吸を繰り返して、僕は心を落ち着かせる。


    　大丈夫だ、僕ならできる。


    「これで、終わりだ東雲ッ!!」


    　どこぞの悪役のようなセリフを吐きながら、三軒が投球フォームに入る。


    「キャプテンッ!!」


    　その瞬間を待っていたかのような大崎さんの声に、三軒の視線が横へと向く。そして、その表情が固まった。


    　緩ゆるやかに投げられる三軒のボール。


    　くそっ、何があったのか見たい。見たくて仕方がないが、今、目を逸そらすわけにはいかない。


    　山なりに飛んでくるボールを、僕は快音を響かせて思い切り打ち返した。


    　遠くに飛んでいくボールを見送って、すぐさま僕は大崎さんへと視線をやる。だが、そこにはいつもと変わらぬ大崎さんがいるばかりで何をしたのか全まつたく分からなかった。


    「ず、ズルいぞ、大崎君！　あ、あ、あんなことをするなんて!!」


    　三さん軒げんが顔を真っ赤に染めている。


    　何だよ、あんなことって。具体的に言えよ!!


    「友達のために体を張るのは、当たり前のことです」


    　頰ほおを紅潮させながら、大おお崎さきさんが笑う。


    　分からないだけに妄想ばかりが膨ふくらむが、これ以上考えるのはやめておこう。


    「では、行きましょう。東しの雲のめさん！」


    「ありがとう、大崎さん」


    「俺は行かないぞッ！」


    　三軒が明後日あさつての方向を向きながら、不機嫌そうに言った。


    　いや、誰だれもついてきてくれとは言っていないのだが。


    「何で来ないんですか、キャプテン。キャプテンだって、東雲さんのお友達じゃないですか」


    　大崎さんの言葉に三軒は素早く首を振る。


    「俺と東雲は強敵と書いてきょうてきと読む関係だッ!!」


    「そのままではないか……」


    　やはり三軒は紛れもないバカであった。


    



    　　　■　■　■


    



    　三軒と別れた僕と大崎さんは、再び校舎へと戻ってきていた。


    『春かす日が選手が、カードに書かれていた「桜の木」を手に入れるため、校庭の桜の木を切り倒そうとしていたところを学園長に見つかりリタイア。これで、残る参加者は五名となりました。はたしてクリアできる選手は現れるのか？　だいぶ厳しい展開となって参りました』


    　まだゴールしている人間がいないと知り、僕は一安心する。


    　三軒と勝負している間に争奪戦が終わっていたら、洒しや落れにもならない。


    「それで、木き場ば先輩を説得するための方法を思いついたんですか？」


    「いいや。だがヒントは大崎さんから得たような気がする」


    　校舎に戻ってくるまでの間に、多少端折はしよりつつも僕の状況を大崎さんには伝えておいた。


    「もしかするとなのだが、想おもいというのは形がないモノではないのかもしれない」


    「どういうことです？」


    「いや、そんな気がしただけで僕もよく分からないのだが」


    　廊下を走り抜け、僕は十じゆう条じようちゃんのクラスの扉を開いた。


    「お待たせ、十条ちゃん、木場先輩」


    　僕の声に十条ちゃんが読んでいた文庫本に栞しおりを挟む。


    「意外と早かったですね」


    　と、僕の横にいる大おお崎さきさんへと十じゆう条じようちゃんが視線を移す。


    「こっちは、野球部マネージャーの大崎円まどかさんだ。前にとある件で知り合ってな」


    「どうも、大崎です」


    　大崎さんが自己紹介するのを見て、木き場ば先輩が口の中でクツクツと笑う。


    「自己紹介はあとでもいいから、とりあえず東しの雲のめ君の答えを聞かせてもらえるかな」


    「あれから、色々考えたんですけど、僕にはどうしたらこの想おもいを形にできるのか分かりませんでした」


    「それって諦あきらめたってこと？」


    　がっかりしたように肩を竦すくめてみせる木場先輩に僕は首を横に振ってみせた。


    「形にはどうしたらできるのか分からないけど、十条ちゃんとどうして友達になったかははっきりと分かる。それは不幸な運命を背負った者同士だからとか、互いに自分の運命を変えようとする仲間だからとかそんな大層なことではなく、単純に同じ時間を共有したいからなんです」


    　十条ちゃんがたとえミツでなくても、僕は十条ちゃんに惚ほれただろうし、友達になった気がする。それはきっと、僕は十条ちゃんという人間が好きだから。


    「ただ、十条ちゃんと一緒にいるだけで僕は楽しい。他ほかに何もいらないとは言わないけど、それだけでも十分なんです。だから、そんな楽しい時間が崩れるというなら、僕は命を懸けてでもそれを止める。その覚悟があります」


    　僕の言葉を聞き終えて、木場先輩が笑う。


    「東雲君の気持ちは分かったけど、それって形にしてないよね。それに口では何とでも言えるじゃない。本当に東雲君は、能力のない今の状態でも友とものために命を懸けられるのかな？」


    　木場先輩は立ち上がると、十条ちゃんの襟えり首くびを摑つかむ。


    　ポカンとした表情で見上げてくる十条ちゃんを、木場先輩は無造作に窓の外へと放ほうり投げる。


    　四階だぞ、ここは!?


    　そう思った瞬間には、僕も窓の外へと飛び出していた。


    　思考と身体能力が一致しない今、悠長に考えている暇ひまなどない。


    　僕は思い切り腕を伸ばし、落下していく脚を捕まえた。


    　銀色に鈍く輝く、机の脚を。


    　って、あれ？


    「あらら。本当に命を懸けちゃったね、東雲君。能力が抑えられてるから、さすがに飛び出さないかと思ったんだけど」


    　木場先輩の声に僕は嵌はめられたのだと気付いた。


    　なぜなら、十条ちゃんは未いまだに木場先輩に摑まれたままだからだ。


    　あれ、これヤバくね？　能力がない状態で四階から落ちたら大事故だよ？


    　机の脚から手を離して、三階の窓枠に何とか摑まろうとする。だが、落下の衝撃が足された自分の体重を支える腕力は、今の僕にはなかった。


    　それどころか、体勢が変わって頭が下になってしまったではないか。


    　マズいって。これ、頭からいったら完全に死ぬって。


    　何もできないまま落下してく僕と、二階の教室にいた生徒との視線がぶつかる。一時停止したかのように止まる時間。名前も知らない女子生徒の顔が固まるのを確かに見た。


    　だが、僕の体がそこで止まるわけでもなく、地面はどんどん近づいてくる。


    　冷静に考えれば、木き場ば先輩が十じゆう条じようちゃんを放ほうり投げるはずがない。それに気付けないなんて、僕は何という間抜けなのだ。


    　だが、十条ちゃんは無事だった。何もできない今、素直にそれを喜ぶことにしよう。


    　地面に衝突する───。


    　激しい衝撃が僕の体を包み、僕の頭は地面からあと数センチというところで停止した。


    「何やってるのー、東しの雲のめ君？」


    　すぐそばで聞き覚えのある緩ゆるい声がする。


    　逆さになったまま顔を上げてみれば、一階の生徒会室の窓から恵え比び寿す会長が腕を出し、僕の右足を摑つかんでくれていた。


    「助かりました、恵比寿会長」


    「東雲君がお礼言うなんて珍しいこともあるもんだねぇ」


    　そう言って、恵比寿会長は困ったように笑った。


    



    　命は助かったものの、自分の全体重が掛かったため右足を痛めてしまったようだ。


    　痛む足を引き[image: ]ずりながら十条ちゃんの教室へと戻ると、木場先輩が手を合わせて謝ってくる。


    「ごめんね、東雲君。まさか本当に飛び出すとは思わなくてさ」


    「いや、飛び出すでしょ……」


    　木場先輩は僕が口を開けながら眺めているとでも思っていたのだろうか。


    　てか、机と十条ちゃんを入れ替えるとかどんなイリュージョンなのだ。


    「でも、安心したよ。東雲君は友とものピンチの時には命を張って助けてくれるって分かって」


    「そういう問題じゃないでしょ！　東雲先輩、死んじゃうところだったんだよ!!」


    　本気で怒りながら十条ちゃんが木場先輩に詰め寄る。


    「東雲先輩はああいうことをする人だって分かってるでしょ。なのに、こんなことするなんて酷ひどすぎるよ！」


    「だから、謝ってるじゃん。もう許してよ、友」


    「私に謝っても仕方ないでしょ!!」


    　怒られてタジタジになっている木場先輩という珍しいものが見られただけでも、飛び降りた甲か斐いがあったのかもしれない。


    「大丈夫ですか、東しの雲のめさん。足、痛めました？」


    　僕の動きがおかしいことに気付いたのか、大おお崎さきさんが心配そうに声を掛けてくれる。


    「どうやら、さっき捻ひねったみたいだ」


    　言いながら僕はズボンの裾すそをまくる。すると、恵え比び寿す会長が受け止めてくれた指の跡がくっきりと赤黒く残っていた。


    　そのあまりにもホラーすぎる光景に、僕は大崎さんと顔を見合わせると裾を下げた。


    「と、とにかく無事でよかったですね！」


    「そ、そうだな。無事で何よりだ」


    　この痕あと、ちゃんと消えるんだろうな……。


    「ごめんね、東雲君。私もついていくから許してくれないかな？」


    　木き場ば先輩が顔の前で手を合わせながら、そう言ってくれる。


    「じゃあ、合格ってことでいいんですか？」


    「もちろんだよ。東雲君が友を本気で守ってくれるって分かったしね」


    「ごめんなさい、東雲先輩。木場さんにはあとできつく言っておきますから」


    　大崎さん、十条ちゃん、木場先輩。これで、ようやく三人[image: ]そろった。


    　友人三人集めるだけで、僕はどれだけ時間が掛かっているのだ。


    　自分の不甲斐なさをまざまざと見せつけられているようで気が滅入ってくるが、今は落ち込んでいる場合ではない。


    　とにかく屋上を目指さなければ。


    　教室から出るべくドアの方を向いたのと、背後で突然ガラスが割れたのは同時だった。


    　何者かが両足で窓ガラスを突き破り、中へと飛び込んでくる。


    　勢い余って床を転がると、四つん[image: ]ばいの姿勢で動きを止める少年。それは、有あり明あけであった。


    「捜しましたよ、東雲先輩。こんな所にいたんですね」


    「どうしたんだ、有明。なんでガラスを突き破って？」


    　なぜ有明が教室の中へと飛び込んできたのかと、頭の中が混乱で埋まる。


    　その瞬間を逃のがさないとばかりに、有明が体勢低く僕へと向かってくる。


    　僕はそれを躱かわそうと後ろに跳ねるが、足に走った痛みに自分の予想よりも手前に落ちてしまう。


    「逃がしません!!」


    　言いながら有明が僕の顔へと手を伸ばし、トレードマークである僕の眼鏡めがねを奪い取る。


    「東雲先輩、勝つのは自分です!!」


    　マズい、有明のカードに書かれていたモノとは僕の眼鏡だったのか!?


    　有明が駆けだすと同時に僕も教室の外へと飛び出た。


    　十じゆう条じようちゃん、木き場ば先輩、大おお崎さきさんの三人もそれを分かっていたようで、僕のことを追いかけてきてくれる。


    　僕たちは屋上へと続く階段を目指す。


    　有あり明あけから眼鏡めがねを取り戻すのは、今の僕では困難だ。ならば、先にゴールをするしか道はない。


    　足を地面に着く度に、痺しびれるような痛みが脳天を駆け抜ける。


    　これ以上は走れないと足は明確に語っていた。


    　だが、こんなところで止まっているわけにはいかない。


    『さぁ、最後のデッドヒート。最後に勝つのは東しの雲のめ選手か有明選手か。間もなくコーナーを曲がり屋上へと続く階段へと入ります！』


    　廊下の角を滑りながら曲がると、有明と肩をぶつけながら階段を駆け上っていく。


    　あと二階分階段を上れば、そこはゴールだ。


    　だというのに階段を上る度に廊下を走っていた時以上の痛みが駆け抜けていく。奥歯を必死に嚙かみ締めなければ、動けなくなってしまいそうだ。


    「自分は、東雲先輩を超えます。超えて、天てん王のう洲ず先輩とデートするんだッ!!」


    「ぬかせ、有明。天王洲君は僕が助けるッ!!」


    　有明と僕の速度は五分と五分。数センチでも前に出ようと、互いの体を激しく衝突させる。


    　あともう少し、あともう少しで──。


    　と、僕の膝ひざからガクリと力が抜けた。


    　体勢が一気に崩れ、階段へと倒れそうになる。だが、まだ諦あきらめるわけにはいかない!!


    「ぬううおおおおッ!!」


    　逆の足を踏みしめて無理矢理体を起き上がらせると両手を使って前へと跳ねる。


    　開け放たれている屋上への扉。


    　僕と有明は転がりながら、一面の空が広がる屋上へと飛び出した。


    　コンクリートの床の上を数回転がってようやく動きを止めると、屋上の中央辺りに立っていた天王洲君と目が合った。


    「すまない、天王洲君」


    『優勝は、有明選手です───!!』


    　スピーカーから流れる実況に、校舎内から拍手が沸わき起こる。


    　足が痛くて、息も上がり、体を起こすことができない。


    　そんな僕を見下ろすように天王洲君が傍そばに立つ。


    「そんなに近くに立つと、パンツが見えるぞ？」


    「見たら頭ず蓋がい骨こつを砕きます。それでもよければどうぞ」


    　今の状態では本気で砕かれかねないと、僕は顔を逸そらした。


    　屋上の出入り口では僕と一緒に来てくれた三人が微妙な表情を浮かべている。


    　心優しい三人のことだ、きっとどう声を掛けたものかと考えてくれているのだろう。


    　だが、こんなに長い時間付き合わせながら結局負けてしまった僕には謝ることしかできず、声を掛けられない今の状況は非常にありがたい。


    「東しの雲のめ先輩、僕の勝ちです」


    「あぁ、お前の勝ちだ」


    　言って僕は上半身を起こした。


    　有あり明あけに負けたことは不思議なくらいに悔しくはなかった。


    　ただ、自分の不ふ甲が斐いなさが無性に情けなかった。


    　屋上の床を思い切り叩たたく。


    　コンクリートにはヒビ一つ入ることはなく、僕の手が痛いだけだった。
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    第三話　東雲の決断


    



    　自室の扉がノックされ、僕はちらりと時計を確認しながら「どうぞ」と返事をする。


    　もうすぐ午前十時になろうとしている。そろそろ天てん王のう洲ず君の出発する時間か。


    　扉を開いて現れた天王洲君は、有あり明あけとの修行中に僕が買ってあげたミニスカートに、ショートのダッフルコートという完全に余よ所そ行き用の恰かつ好こうであった。


    　天王洲君争奪戦から一週間と二日が過ぎた、日曜日。


    　今日は、天王洲君と有明のデートの日である。


    「それでは行ってきますので、家のことはお願いします」


    「ああ、楽しんでこい」


    　天王洲君が僕の部屋から出ていくと、僕は耳を澄まして廊下の足音を確認する。


    　そして、玄関の戸が閉まる音がしたのと同時に服を着替え、急いで玄関へと向かう。


    　そこへオジサンが居間から顔だけを覗のぞかせる。


    「あれ、今日は芽め吹ぶき君もお出掛けかい。てか、何だいその恰好？」


    「家のことは、お願いします！」


    　こちらを見て目を丸くするオジサンに適当に返すと、僕は玄関から飛び出した。


    　辺りを見回すと家の前の狭い道路の先に、天王洲君の背中があった。


    「東しの雲のめ先輩、こっちです」


    　声のした方を見ると、向かいの家の電柱の陰から変装した十じゆう条じようちゃんが手招きをしていた。


    　鹿しか追おい帽ぼうにインバネスコートというシャーロック・ホームズばりのいでたちは、変装することで逆に目立っているような気がしなくもないのだが、可愛かわいいのでよしとする。


    「東雲先輩、その恰好……」


    　言われて、僕は自分の恰好を見る。


    　黒のスーツに赤いシャツ、それに白いネクタイを着け、ハットとサングラスで顔を隠しているのだが、何か変だろうか？


    「凄すごくいいと思います」


    　少し頰ほおを赤く染めているように見える十条ちゃんに礼を言って、再び天王洲君へと視線を向けると、丁度角を曲がろうとしているところだった。


    「行くぞ、十条ちゃん。尾行開始だ！」


    　頷うなずく十条ちゃんとともに、僕は小さく駆けだした。


    



    　話は、二日前に[image: ]さかのぼる。


    　授業が終わると同時に帰ろうとしていた僕は、十条ちゃんに無理矢理連れられて図書室へと来ていた。


    「あんなの絶対におかしいと思います！」


    　十条ちゃんが両手で叩たたいたテーブルの音に、図書室にいた生徒たちの視線が集中する。


    　そして、そこに僕の存在を認めると、全員が一斉に目を逸そらした。


    　いや、僕が音を立てたわけではないのだが……。


    「天てん王のう洲ず先輩が東しの雲のめ先輩以外の人とデートするなんて、おかしいと思います」


    「別におかしくないと思うのだが……」


    　僕の言葉に、十じゆう条じようちゃんが目付きを鋭くする。


    「いいんですか、東雲先輩はそれで？」


    「いいも悪いも、有あり明あけが優勝したのだから当然の褒賞だろう」


    　十条ちゃんは少し俯うつむきながら息を吐き出すと、ダメなヤツだと言わんばかりに首を振った。


    「よく考えてみて下さい。天王洲先輩が、そもそもあんな大会に出ると思いますか？」


    「僕も詳しく聞いたわけではないから分からないが、たぶん天王洲君は恵え比び寿す会長に嵌はめられたのだろう」


    「だったら、天王洲先輩は望まぬデートをさせられてるってことじゃないですか！」


    　天王洲君が望んでいるかどうかはまた別の話のような気がするのだが、言うと怒られそうなのでやめておく。


    「生徒会長に抗議して、デートを中止させましょう」


    「いやいや、それでは頑張った有明があまりにも可哀かわい想そうすぎるだろ」


    　僕が有明の立場でそんなことをされた日には泣くぞ。


    「じゃあ、どうするっていうんですか！」


    　十条ちゃんが再びテーブルを叩たたいた。


    　何だか、今日の十条ちゃんの雰囲気は随分と怖いな。木き場ば先輩を彷ほう彿ふつとさせるものがあるぞ……。


    「どうもこうもしないよ。僕はただ家にいるだけだ」


    「本当にバカですね、東雲先輩は」


    　十条ちゃんが呆あきれたような表情を浮かべた。


    「十条ちゃんは有明のことを知らないから仕方ないが、アイツは信用のできる男だ。何かあったとしても、天王洲君のことをしっかりと助けてくれるだろう」


    　十条ちゃんは眉み間けんに皺しわを寄せると、何か思いついたのか手を軽く叩いた。


    「分かりました、ではこうしましょう。天王洲先輩たちのデートを尾行して、有明さんが天王洲先輩に相応ふさわしいかどうかを私たちで見極めましょう。もし、生徒会長に無理矢理やらされているのだとしたら、そのままなし崩し的に付き合わされることになるかもしれません。さすがに、天王洲先輩が望んでないのに付き合うことになるのは、東雲先輩だって反対ですよね」


    「そ、それは、もちろんだが……」


    　何だか理屈は通っている気がする。だが、有明が天王洲君に相応しいかをなぜ僕たちが審査する必要があるのだろうか。それは、別に天王洲君が決めればいいことのような……。


    「そうなった時に天てん王のう洲ず先輩を助けられるのは、私たちしかいませんから」


    　十じゆう条じようちゃんの言っていることは、強引に天王洲君たちのデートを尾行する方向へ持っていこうとしているように聞こえる。だが、僕としても天王洲君と有あり明あけのデートが気になっているという気持ちを消すことはできず、結局は十条ちゃんのアイディアに乗ることにした。


    　その後、詳細な打ち合わせを経て、デートの日に至ったというわけである。


    



    　改札口前で有明の到着を待っている天王洲君を、僕たちは少し離れた生垣の裏から双眼鏡で観察していた。


    「天王洲先輩、可愛かわいい恰かつ好こうですね。いつも制服を着ているイメージだったので、少し意外です」


    　十条ちゃんの言葉に僕も同意する。


    　さすが、僕の買った服である。スカートは少し短すぎる気もするが、よく似合っていて天王洲君の魅力を十全に引き出していると言えるだろう。


    　僕は一人、雨に打たれながら満足気に頷うなずいた。


    　そう、局地豪雨も真っ青というくらいにピンポイントで僕の周りにだけ雨が降っていた。


    　ミツである十条ちゃんの『自分に近付く人間を不幸にしてしまう』という運命が発動しているのだ。


    「すみません、東しの雲のめ先輩。傘かさ、持ってくればよかったですね」
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    　ずぶ濡ぬれになっている僕の姿に、十じゆう条じようちゃんが金色の霞かすみを放出しながらしゅんと俯うつむく。


    「気にするな、十条ちゃん。というか、一日中僕とくっ付いていたら金色の霞が放出されっぱなしなってしまうのだが、それは大丈夫なのか？」


    「木き場ばさんに相談したら、一日くらいなら大丈夫だろうって。あんまり無茶はしないようにって言われちゃいましたけど」


    　そう言って十条ちゃんが笑う。


    　木場先輩、何気にいい加減なところがあるからな。本当に大丈夫なのだろうか？


    「東しの雲のめ先輩、有あり明あけさんが来ましたよ！」


    　十条ちゃんが僕の肩を叩たたいた。その瞬間、どこからともなく降ってきた金かなダライが僕の頭部を直撃、いい音を立てながら地面に転がった。


    　相変わらず、十条ちゃんの不幸を寄せつける能力は、物理法則を超越している。


    　僕は頭を振って目の前でチラついている星を振り払うと、しゅんと俯いてしまった十条ちゃんに「大丈夫だ、気にするな」と声を掛け、双眼鏡を有明に向けた。


    　フード付きのジャケットにパンツ姿の有明は、どこからどう見ても好青年といった雰囲気で歯は軋ぎしりが止まらない。このままだと僕の歯がすり減ってなくなってしまうのではないかと心配になってくる。


    「移動するみたいだ、行こう」


    　天てん王のう洲ず君と有明のあとを、僕たちは一定の距離を保ちながらついていく。


    　あまり近づくと勘のいい天王洲君に気付かれる恐れがあるため、かなり距離をあけているのだが、そのせいで天王洲君と有明の会話が聞こえないという問題が発生していた。


    　こんなことなら、天王洲君に盗聴器でも付けておくべきであった。


    　電信柱の陰から陰へと移動する僕たちに気付かず、天王洲君たちは商店街の中を進んでいく。


    「あの、東雲先輩。私、離れますやっぱり……」


    　出発してから一時間も経たっていないというのに次々に起こる不幸のせいでボロボロになっている僕の姿に、十条ちゃんが瞳ひとみの端に涙を滲にじませた。


    「大丈夫だ、ノーダメージだから。それよりも、天王洲君たちを見失わないように行くぞ」


    　手に嚙かみついている猫を引き剝はがすと、次の電信柱の陰へと小走りする。


    　すると、二人が一軒の店の中へと入っていった。


    　僕たちは、天王洲君たちに見つからないよう細心の注意を払いながら店へと近付き、窓から中の様子を窺うかがう。


    　そこは、カレーショップだった。


    　どうやらここで、早めの昼食を摂るようだ。


    　店の奥の席に座った天王洲君たちの様子を眺めて、僕は自分のお腹なかを擦こすった。


    　そういえば、今日はまだ何も食べていなかったな……。


    「東しの雲のめ先輩、入りましょう」


    「入ったら、さすがにバレないだろうか？」


    「大丈夫ですよ、変装してるんですから。それに、天てん王のう洲ず先輩たちが何を話しているのか気になりませんか？」


    　気にはなるのだが、変装しているというかむしろ目立つからなぁ、十じゆう条じようちゃんの恰かつ好こう。


    「ほら、行きますよ」


    　丁度、お腹なかも減っていることだしまぁいいかと、十条ちゃんのあとに続いて僕は店内へと入った。


    　落ち着いた雰囲気の店内を進み、僕と十条ちゃんは天王洲君たちから四つほど離れた席へと腰を下ろす。席同士が仕切られているわけでもない見通しの良い店内なので、速攻で気付かれそうな気もするのだが……。


    　天王洲君と有あり明あけの横顔を確認しながら、僕と十条ちゃんは同じものを注文する。


    　メニュー表に表示がないので、どれ程の辛さなのかさっぱり分からない。とりあえず、普通のを頼んでおけば問題あるまい。


    「それにしても、カレー屋さんを選ぶなんて、天王洲先輩がカレー好きということをよく調べているみたいですね」


    「いいや、その逆だ」


    　僕は天王洲君の姿を見つめながら言う。


    「僕が好きだからカレーを作ってくれているだけで、天王洲君は辛いものが苦手なんだ」


    　天王洲君がよくカレーを作っているという情報を手に入れて、有明は勘違いしたのだろう。作っているから好きだと思うとは、随分と短絡的なヤツだ。


    　そして、天王洲君は天王洲君で気を遣いすぎる節があるので、辛いものがダメだとは断れなかったのだろう。


    　その上、運ばれてきたものが予想よりもずっと辛そうだったのか、テーブルに置かれたカレーをただじっと見つめ続けている。


    　いつもと変わらぬ無表情に見えるが、僕には分かる。あれは、困惑している時の顔だと。


    「天王洲さん、食べないんですか？」


    　有明の言葉に、天王洲君は意を決したようにスプーンを持つと、ほんの少しだけ口の中へと運ぶ。その瞬間、彼女の顔が固まった。


    　よほど辛かったのか、天王洲君のスプーンを持つ手が小刻みに震ふるえ、顔がみるみるうちに紅潮していく。


    「天王洲先輩が辛い食べ物が苦手って意外でしたけど、これはマイナスポイントですね！」


    　嬉うれしそうに言う十条ちゃんを横目に、僕は自分の前にやってきたカレーを一口食べた。


    「ぶふぅーーッ!!」


    　僕は口に入れたカレーを思わず吹き出してしまう。


    　辛ッ。このカレー辛ッ!!


    　自分の水を一息で飲み干し、十じゆう条じようちゃんの分の水も貰もらって飲み干す。それでも、口の中の熱は収まることを知らず、涙が次から次へと[image: ]あふれてくる。


    「だ、大丈夫ですか、東しの雲のめ先輩!?」


    　十条ちゃんに小声で訊たずねられるが、全まつたく大丈夫ではない。


    　てか、何なのこの辛いカレーは!?


    　自分が今食べた物を見てみる。よそ見しながら食べたので気付かなかったが、それはカレーとは思えないほどに真っ赤に染まり切っているではないか。


    　おかしい……。十条ちゃんと同じものを注文したはずなのに……。天てん王のう洲ず君や有あり明あけのカレーとも全然色が違うのだが。


    「辛さ五百倍カレーみたいですね……」


    　十条ちゃんが指さしたポスターに僕が頼んだものと同じカレーの写真が載っており、『爆辛!!　辛さ五百倍!!』の文字が躍っていた。


    　あまりの衝撃に気付かなかったが、落ち着いてみれば周囲に金色の霞かすみの甘ったるい匂においが充満しているではないか。これも、十条ちゃんの招いた不幸だったのか。


    　たぶん、店員が注文を取り違えたのだろう。


    「すみません……」


    　十条ちゃんが気まずそうに僕から視線を逸そらした。


    「天王洲さん、僕のカレー、ちょっと食べてみませんか？」


    　有明の声が聞こえて、僕と十条ちゃんは同時に口を塞ふさぐ。


    　あまりの辛さに尾行中だということをすっかりと忘れていた。


    　天王洲君は素っ気なく「どうぞ」と自分の皿を差し出し、有明が頼んだカレーを仕方なさそうに食べる。


    「美お味いしい……」


    　天王洲君の目が驚きに大きくなる。


    「このグリーンカレー、独特の旨うま味みとコクがあってスゴく美味しいですよね。よかったら、天王洲先輩のと交換しませんか？」


    　天王洲君は有明の提案を快く受けた。


    「今のは完全にプラスポイントですね……」


    　十条ちゃんの言葉に僕は同意せざるを得ない。


    　好感度が上がった音が脳内に響いたような気がしたからな。


    「あの、私の半分食べますか？」


    　十条ちゃんのありがたい提案をやんわりと断って、僕は涙を流しながら五百倍カレーを完食したのだった。


    



    　店から出た天てん王のう洲ず君と有あり明あけを追いかけて、僕たちも商店街から移動する。


    　車通りの少ない道を抜け、交通量の多い道路とぶつかる交差点で天王洲君と有明はなぜか足を止めた。


    　僕たちはそこから少し離れた道の角から、顔だけを出して天王洲君たちを監視する。


    　すると、十じゆう条じようちゃんが不意に後ろを振り返った。


    「どうしたんだ、十条ちゃん？」


    「何か視線を感じたような気がしたんですけど、気のせいだったみたいです」


    　首を傾かしげている十条ちゃんに倣ならって僕も振り返ってみるが、視線も怪しい雰囲気もない。ただ、僕の周りにだけ降る雨のため視界が悪いので、誰だれかいたとしても若干気付き難にくいのだが。


    「傘かさ、買ってきますね……」


    「気にするな、十条ちゃん。買っているうちに見失うかもしれない。それに、こんな雨など僕の敵ではない！」


    　交差点に立っていた有明が、手を挙げる。


    　すると、タクシーが止まり、二人を乗せてどこかへと走り去っていく。


    　って、タクシー使うのかよ!?


    「ど、どうしましょうか、東しの雲のめ先輩!?」


    　高校生の身分でタクシーを使うとは。


    　僕と十条ちゃんが慌てて大通りへと出ると、道が混こんでいるせいかタクシーはゆっくりと進んでいく。


    　しかし、こちらはタクシーを使えるほどお金を持っているわけでもなく、あぁもうどうしたものか!!


    「くそッ、こんな時に自転車でもあれば……」


    「東雲先輩、自転車の二人乗りは道路交通法違反です！」


    　僕たちがアワアワとしている間にも、タクシーはどんどんと進んでいってしまう。


    「十条ちゃん、すまない」


    　僕は先に謝ると、十条ちゃんの同意を待たずにお姫様抱っこをする。


    「ふぇ!?」


    「しっかりと摑つかまっていてくれッ」


    　言いながら、僕は地面を蹴ける。


    　タクシーもダメ、自転車もダメなら走るしかない。


    　僕は通行人を躱かわしながら全速力でタクシーを追いかけていく。


    「ちょっと、東雲先輩！　こんなにくっ付いてると危ないですよ!?」


    「喋しやべるな。舌を嚙かむぞ」


    　十じゆう条じようちゃんと体を密着させることが何を意味するのか、僕にはしっかりと分かっていた。なぜなら、十条ちゃんが体から既に大量の金色の霞かすみを放出し始めているからだ。


    　しかし、今は天てん王のう洲ず君たちを見失うわけにはいかない。


    「東しの雲のめ先輩、前ッ!!」


    　どういう力が働いているのか、街路樹がメキメキと軋きしむ音を立てながら僕へと向かって次々に倒れてくる。まるでドミノ倒しを彷ほう彿ふつとさせる光景。


    　だが、その程度の運命で僕を止められると思うなよ!!


    　道行く人々から悲鳴が上がる。慌てて逃げ出す人々とすれ違いながら、僕の行く手を妨げるように倒れてくる街路樹を飛び越えて躱かわすと、今度はスライディングで次の街路樹の下を通る。


    　僕にだけ降る局地的豪雨に足を取られないように細心の注意を払いながら、街路樹の間をすり抜けていく。


    「東雲先輩、このまま人通りの多い場所を通ってると怪け我が人が出るかもしれません。人通りの少ない道に入って下さい！」


    「了解した!!」


    　目の前にあるビルの壁を蹴けって無理矢理に方向転換をすると、大通りから裏道へと入る。


    「すまない、十条ちゃん。危険な目に遭わせてしまって」


    「元々は、私が言いだしたことですから。それに、私にとって東雲先輩と天てん王のう洲ず先輩が一緒にいられなくなる方が、よっぽど不幸です」


    　少しおどけたように言って、十条ちゃんが笑う。


    　出会ったばかりの頃ころは十条ちゃんは全然笑わなかったが、最近はよく笑うようになった。自分の意見も言えるようになったし、冗談だって言うようになった。


    　彼女は成長しているのだ。自分自身で望んで、努力をして。


    　それに引きかえ、僕は成長できているのだろうか？


    「東雲先輩、上!!」


    　十条ちゃんが上を指すと同時に、僕も顔を上げる。


    　雨粒に混じって飛来してくるのは、鳩はとの群れだった。


    　僕はジグザグに駆けながら、鳩の攻撃を躱していく。


    　鳩が僕の体を掠かすめる度に、十条ちゃんが短い悲鳴を上げる。


    　その声のあまりの可愛かわいさに体がぐにゃりと曲がりそうになる──って、そんなことを考えている場合か!!


    　走る速度を限界まで上げて鳩の群れを撒くと、タクシーの位置を確認するべく大通りに出る。そして、次の角を曲がりすぐにまたもといた道へと戻ってくる。


    「大丈夫か、十条ちゃん？」


    　僕の腕の中でぐったりとしている十じゆう条じようちゃんに声を掛けると、彼女は力なく頷うなずいた。


    「大丈夫です。この恰かつ好こうでいるのは少し疲れましたけど……」


    　確かに疲れてきたな。


    　さすがにこの状態で長距離移動されると厳しいものがある。走る以外にタクシーに追いつく方法を早く考えなくては。


    「東しの雲のめ先輩、アレ……」


    　僕を思考から引き戻すように、十条ちゃんが震ふるえる指先を前方に向ける。


    「おいおい、冗談だろ……」


    　僕は急ブレーキをかけて、足を止めた。


    　十メートルほど先に、どこから湧わいてきたのか五頭の黒くろ[image: ]ひようがいたからだ。


    　威い嚇かくするように僕たちを見つめる黒[image: ]に、どう対応したものかと迷う。


    「十条ちゃん。僕は小学生の頃ころに、黒[image: ]を一頭倒したことがある」


    　僕の首に回していた十条ちゃんの手に力が込められる。


    「まさか、倒しちゃうつもりですか？」


    　僕は首を振りながら、十条ちゃんに微笑ほほえみかけた。


    「さすがに、五頭を一度に倒すのは無理だ」


    　僕は両方の足首を回して、首の骨を鳴らす。そして、体勢を低く構えた。


    「だからって、逃げるなんて言わないですよね。天てん王のう洲ず先輩はこの先にいるのに」


    「もちろんだ。コイツらを越えていくッ!!」


    　黒[image: ]がこちらに駆けだしてくるのと同時に、僕も黒[image: ]に向かって駆けだす。


    　[image: ]えさだとでも思っているのか、牙きばを剝むきだしにして僕に食らいつこうとしてくる黒[image: ]たち。その翡ひ翠すいに似た色の瞳ひとみに射い抜ぬかれ、本能的な恐怖を感じる。


    　一頭だけとはいえ、よくこんなものを倒せたものだ。無知というものは本当に恐ろしい。


    　だから、成長した僕はこんな凶悪な相手と戦うような真ま似ねはしない。


    　五頭のうち一番足の速い黒[image: ]が、僕に向かって跳びかかってくる。それに合わせる形で僕は飛び跳ね、黒[image: ]の背を踏み台に、さらにジャンプした。


    　体が高く跳ね上がる。


    「ひゃあああああああッ!!」


    　耳じ朶だを揺らす、十条ちゃんの悲鳴。


    　僕は、十条ちゃんにかかる衝撃を可能な限り削りながら着地すると、そのまま裏道を走っていく。


    「来てます、後ろから追ってきてますよ、東雲先輩!!」


    　黒[image: ]が追いかけてきていることは殺気とでも言うべき気配で分かっていた。


    　だが、追いつかれなければいいだけの話だ。


    「追いつかれ──ッ」


    　十じゆう条じようちゃんが言い終わるのを待つことなく僕は横へと跳ね、民家の塀の上へと飛び乗る。そして、そのまま塀から塀へと駆けていく。


    　さすがにこの狭さでは、黒くろ[image: ]ひようたちは追ってこれまい。


    「来てます、黒[image: ]が来てます!!」


    「なにッ!?」


    　振り返ってみれば、器用に黒[image: ]が塀の上を走っているではないか。


    　どうなってるんだ、コイツら!?


    　塀の上にいては危ないと、塀から屋根の上へと跳び移る。しかし、黒[image: ]たちも屋根の上へと跳び乗ってくるではないか。


    　微み塵じんも諦あきらめようとしない黒[image: ]たちの動きに、さすがに僕も焦りを覚え始める。だが、それがマズかった。


    　屋根から屋根へと飛び乗った瞬間、雨が僕の足を滑らせ体勢が崩れる。そして、その隙すきを逃のがすまいと三頭の黒[image: ]が僕へと跳びかかってくる。


    　僕は十条ちゃんを抱かかえ込み、黒[image: ]に背中を向けた。


    　それと同時に、三度の打撃音が響いた。


    　いつまで経たってもやってこない痛みに、僕たちはそろそろと顔を上げる。するとそこには、派手な革のロングコートにこれまた派手なシャツを着た木き場ば先輩が立っているではないか。


    　その足元には、三頭の黒豹が横たわっているではないか。


    「まったく、キミたちは本当に無茶するね」


    　木場先輩が口の中でクツクツと笑いながら、長い黒髪を搔かき上げる。


    　か、かっこよすぎる!!


    「木場さんが、何でここに？」


    「キミたちを尾つけてきたからに決まってるでしょ？」


    　当たりが浅かったのか、起き上がろうとする黒[image: ]を木場先輩はラバーソールで踏みつける。


    「まったく、私がいなかったらどうなっていたことか。東しの雲のめ君、もし友ともに何かあったらキミ、死んでたよ？」


    　木場先輩の言葉に全身の震ふるえが止まらなくなる。


    　今の木場先輩の目付き、完全に獲物を狩る狩人の目でした……。


    「ほらほら、いつまでも油売ってる場合じゃないでしょうが。二人が乗ったタクシー、あっちの方に行ったよ」


    　そう言って、木場先輩がタクシーの方角を教えてくれる。


    「ありがとう、木場さん。行ってくるね」


    　僕の腕の中で十条ちゃんが言うと、早く行けとばかりに木場先輩が手を振った。


    「困った時は、いつでも電話で呼びなよ」


    　口の中でクツクツと笑いながら。


    



    　タクシーを追いかけて[image: ]たどり着いたのは、大通り沿いのショッピングモールの中に入っている映画館だった。


    　天てん王のう洲ず君たちとの距離を保ちつつ、彼らがどの映画のチケットを購入しているのかをこっそりと盗み見た僕は、同じ映画のチケットを二枚購入する。


    　映画館内にあるカフェで何かを話している天王洲君と有あり明あけ。それを少し離れた席で眺めながら僕は思う。あんなにソワソワとしている天王洲君を見るのは初めてだと。


    　しかも、それが全まつたく嫌いやそうではなく、むしろ楽しんでいるようにも見える。


    「どうしたんですか、東しの雲のめ先輩？」


    「あの二人、いい雰囲気だな」


    　十じゆう条じようちゃんはカフェオレを飲んでいた手を止めると、天王洲君と有明をじっと見つめる。


    「そうですか。私には天王洲先輩が困っているようにしか見えませんけど？」


    　いつも表情の変わらぬ天王洲君だ。十条ちゃんではその違いは分かり辛づらいだろう。


    　と、場内のスピーカーが開場されたことをアナウンスする。


    　それを聞いて、天王洲君と有明が劇場へと向かう。


    「私たちも行きましょうか。どんな映画か楽しみですね」


    　劇場の中央辺りに並んで座る二人を見られるよう、僕たちは中央から五列ほど後ろの席を取り、並んで座る。


    　映画は、話題になっている恋愛映画だった。


    　とある男女が様々な障害の果てについに結ばれる。だが女性は重い病気にかかり、宣告された余命はあと半年──というありがちなストーリーらしい。


    　僕はさして興味もない映画をぼんやりと眺めながら思う。有明は選択をミスしたなと。


    　天王洲君は恋愛モノの映画やドラマが大嫌いなのだ。


    　自宅でオジサンが恋愛ドラマを観ていると、「全くもって意味が分かりませんね」だの「何ですか、この[image: ]くずのような男は。次元の狭間はざまに飲み込まれればいいのに」だのとケチを付けては、オジサンをしょんぼりとさせている。


    　そんな天王洲君が、こんなコテコテの恋愛映画を観て果たして我慢できるのだろうかと逆に心配になってくるほどだ。


    　天王洲君、怒りだして途中で帰ったりしないだろうな。


    　と、隣の席から「うっ、うぅっ……」と断続的な嗚お咽えつが聞こえてくる。横を見ると、十条ちゃんが感極まって大粒の涙をボロボロとこぼしていた。


    　始まってから、十分くらいしか経たってないんですけど……。


    　てか、まだ泣くところじゃないよね!?


    　最初の障害すら出てきてないし!!


    　僕はポケットからハンカチを取り出すと、十じゆう条じようちゃんに渡す。すると十条ちゃんは「ずびばでん……」と鼻声で返しながら可愛かわいらしく目元を拭ふいた。


    　これが天てん王のう洲ず君だったら、無表情のまま洟はなをかみ、僕にハンカチを投げ返してくることだろう。そうだ、その天王洲君を監視するのが目的であった。


    　僕は背筋を伸ばして、そっと天王洲君の様子を窺うかがう。まだ始まったばかりなのでさすがに怒っているということはないだろうが、そろそろ苛いらつき始めているのではないだろうかと。


    　だが、僕の目は予想外のものを捉とらえていた。


    　あの、天王洲君が有あり明あけから借りたハンカチで目元を拭いているではないか!!


    　バカな、あんなに恋愛モノが嫌いだったはずの天王洲君が、こんなベタすぎる恋愛映画で涙を流すなど!!


    　雰囲気か？　雰囲気に酔っているのか、天王洲君ッ。


    　僕にも涙を見せたことがないというのに……。


    　未いまだに続いている、十条ちゃんの嗚お咽えつにつられて、僕も泣きたくなってくる。


    　肘ひじ掛かけに置いた僕の手が、ふわりとした温かさに包まれた。


    　十条ちゃんが、上から手を重ねてきたのだ。


    　きっと、本人は僕の手を握っていることになど気付いていないのだろう。ペットショップから逃げ出してきたのか、十匹のダルメシアンに両足を嚙かまれながら、十条ちゃんの手を払うこともできず、僕はさして面白くもない映画を観み続けるのだった。


    



    「映画、よかったですね。私、すごく感動しちゃいました」


    　映画館のロビーで、十条ちゃんは涙を拭きながらそう言った。


    「手て強ごわい相手ですよ、有明さんは。こんな素敵な映画を選んでくるなんて。でも、きっと何か裏があるはずです。尾行を続けましょう、東しの雲のめ先輩！」


    　映画館から移動しようとしている天王洲君と有明の背中を追いながら、十条ちゃんが意気込んだ。だが、僕はその言葉を否定するべく、首を横へと振る。


    「もう帰ろう、十条ちゃん」


    　十条ちゃんが慌てて振り返る。


    「ど、どうしてですか!?」


    「二人とも随分と楽しそうにしているではないか。これ以上、邪魔をするのも野や暮ぼだろ？」


    　なるべく平静を努めながら、僕は笑えみを浮かべた。


    　十条ちゃんはそんな僕と天王洲君たちを見比べて、「うー」と低く唸うなった。


    「天王洲先輩のこと心配じゃないんですか？」


    「ここまで見てきた感じ、全まつたく心配ではないな」


    　十じゆう条じようちゃんが不機嫌そうに、口の先を尖とがらせる。


    「東しの雲のめ先輩は何も分かってないです」


    　バカな。天てん王のう洲ず君のことに関して、僕以上に理解している人間はいないと言っても過言ではないというのに!?


    「天王洲先輩は、今、凄すごく不安だと思います。知らない人と二人きりなんですよ」


    「知らない人じゃないから！　そこそこの知り合いだから!!」


    「それでも、東雲先輩と比べたら知らない人です!!」


    　そりゃ、僕とは十年くらい一緒にいるからな。てか、僕と比べたらほとんどの人が知らない人になってしまうのだが……。


    「何かあった時、絶対に東雲先輩に助けにきて欲しいと思ってますよ」


    「何かあっても大体のことなら、天王洲君自身でどうにかできると思うのだが」


    　そもそも、有あり明あけが天王洲君に何をするというのだ。むしろ、天王洲君の身に何かあった時に有明なら助けてくれそうな気がするぞ。


    「東雲先輩は女の子の気持ちが全然分かっていません！」


    　十条ちゃんが怒りにサイドテールを揺らした。


    「生徒会長さんが裏で何かしてるって言ったのは、東雲先輩じゃないですか。なのに、このまま無事にデートが終わると思っているんですか？」


    　確かに尾行する前はそう言ったが、半日ほど眺めていた限り恵え比び寿す会長が何か仕掛けているということはないのではと思えてくる。単に、天王洲君に誰だれかとデートをさせたかったのではないだろうか。


    「東雲先輩、私の目をちゃんと見て下さい」


    　十条ちゃんが、僕の顔を自分の方へと向ける。


    　そのおかげで、見知らぬ子供に脛すねを連続で蹴けられ始めたのだが、黙っておくことにしよう。


    「天王洲先輩を助けられるのは、東雲先輩しかいないんですよ」


    　あまりにも真剣な十条ちゃんの表情に、僕は「分かった」と諦あきらめたように答えた。


    　その瞬間、十条ちゃんが表情を柔らかくする。


    「天王洲先輩を追いかけますよ！」


    



    　映画館から出た天王洲君と有明は、そのまま階下のショッピングフロアを散策し始める。


    　まさに普通のデートといった感じだ。こんな二人のどこに僕が助けに入る要素があるのか不明だが、了承した以上、十条ちゃんが満足するまで付き合うしかないだろう。


    「なかなか尻しつ尾ぽを出しませんね、有明さん」


    　柱の陰から天王洲君たちを見つめながら、十条ちゃんが焦じれったそうに言う。


    「最初から有あり明あけには尻しつ尾ぽなんかないと思うのだが」


    「いいえ、絶対に彼は怪しいです。私のセンサーがビンビンと反応してますから」


    　なぜ十じゆう条じようちゃんは、こんなに有明を怪しいと思っているのだろうか。


    　有明に怪しい部分などないと思うのだが。


    「ちょっといいですか？」


    　不意に後ろから肩を叩たたかれ、僕と十条ちゃんは揃って振り返る。そして、表情を固めた。


    　そこに二人の警察官がいたからだ。


    「ショッピングモール内で怪しい人物を見かけたという通報がありまして、ちょっとお話をお聞かせ願いたいのですが」


    「いえ、決して怪しい者ではありません……」


    　僕の言葉に同意するように、十条ちゃんがコクコクと何度も頷うなずく。


    「ちょっと、お話を聞くだけですので」


    　警察官のやたらと優しそうな笑顔に、これは逃げられないと悟る。


    　騒ぎを起こせば、天てん王のう洲ず君に見つかってしまう。かといって大人しくついていけば、二人を見失ってしまうだろう。


    　何かもう見失ってもいいんじゃないかなと思った瞬間、十条ちゃんが僕の手を引いて走りだした。


    「逃げてどうするんだ、十条ちゃん!?」


    「分からないですけど、とにかく逃げないと!!」


    　背後からは、「待ちなさい!!」と叫びながら警察官が追いかけてくるではないか。


    　しかし、逃げてしまったからには仕方がない。とにかく、下へ逃げようとエスカレーターを降りようとする。だが、下には別の警察官たちがいるのが見えた。


    　周囲に広がる甘ったるい香り。


    　十条ちゃんの体から、金色の霞かすみが放出されていた。つまり、これも十条ちゃんが呼び寄せた不幸というわけか。


    　まさか、こんなパターンの不幸があるとは……。


    　エスカレーターを駆け上がると、非常用階段からビルを脱出しようとする。だが、通路の先にはまた別の警察官がいて、さらに階段を昇らされる。


    　何でこんなに警察官がいるんだ!?


    　悪態をついたところで事態が解決するわけでもなく、僕たちは逃げ場を失いとうとう屋上へと追い込まれていた。


    　十人近い警察官が、僕たちを囲うように屋上の出入り口から徐々に近付いてくる。


    　それに対して、僕たちは柵さくを背にして完全に追い詰められていた。


    「ど、どうしましょう、東雲先輩……」


    　涙目の十じゆう条じようちゃんに聞かれるが、どうしたらいいのかは僕が聞きたいくらいだった。


    　何でデートを尾行していただけのはずなのに、なぜこんなことになっているのだろうか。


    　じりじりと寄ってくる警察官を睥へい睨げいして、僕は考える。


    　さすがに戦うという選択肢を取ることはできない。確実に逮捕されるからだ。


    　では、逃げるか？


    　いいや、それも無理だ。逃げられるのだったら、こんな状態にはなっていない。


    　逃げ出したことを謝り、ちゃんと話をして誤解を解く。


    　それが、ベストな方法だろう。


    　天てん王のう洲ず君と有あり明あけを追いかけることはできなくなるが、追いかけたところで何があるわけでもない。だったら、早く謝った方が……。


    「東しの雲のめ先輩、逃げましょう」


    　十条ちゃんが僕だけに聞こえるように呟つぶやく。


    「どうやって逃げるんだ。さすがにこの人数から逃げるのは厳しいぞ」


    「大丈夫、私を信じて下さい」


    　言って、十条ちゃんは僕の手を摑つかんだまま腰の辺りまでの高さしかない柵さくを乗り越える。そして、そのまま飛び降りた。


    　突然のことに踏ん張りが効かず、僕の体も引っ張られて落ちていく。


    「ちょッ!?」


    「東雲先輩、何とかして下さい!!」


    「ちょーーーッ!?」


    　ノープランで飛び降りたのかよ、この子。度胸がありすぎるだろ!!


    　みるみるうちに地面が迫ってくる。


    　このままでは僕は確実に潰つぶれたトマトになってしまう。だが、ビルの外壁に摑まれるような場所はなく、ただ真っ逆さまに落ちていくことしかできない。


    　噓うそだろ……。


    　人のデートを尾行した結果、墜落死ってどんな人生だよ。


    　身体能力が強化されているとはいえ、落下の衝撃に耐えられるとはとても思えない。


    　マジかよ。ちょっと、どうするのこれ!?


    「東雲君、こっち!!」


    　突然聞こえた木き場ば先輩の声に導かれるように、僕はビルの外壁を思い切り蹴けり飛ばし、向かいのビルへと跳ねる。それと同時に、屋上から工事用ロープが投げ落とされてくる。


    　僕はそれを両手で摑むと、一気にブレーキをかける。


    　両手に摩ま擦さつ熱ねつと痛みが走る。


    　だが、勢いがつきすぎてなかなか体が止まらない。


    　ダメだ、このままだと地面に激突する!!


    　僕はロープを離すと、十じゆう条じようちゃんを抱きかかえて街路樹へと飛び込んだ。


    　枝をへし折りながら、僕たちは大きな音を立てて地面に墜落した。


    　朦もう々もうと砂すな埃ぼこりが上がる中、僕はゆっくりと体を起こす。


    　ロープと街路樹がクッションになったおかげで、軽い打ち身程度のダメージで助かったようだ。十条ちゃんも目を回してはいるものの無事なようで、自力で立ち上がる。


    　一瞬、ビルの屋上に木き場ば先輩の姿が見えたような気がしたが、確認する余裕もなく、警察官が追いかけてくる前に僕たちは[image: ]そろって逃げ出した。


    



    　映画館から少し離れた所にある大きめの公園で、僕と十条ちゃんは一息ついていた。


    　ベンチに腰掛け、僕は荒い息を吐く。


    「無茶しすぎだろ、十条ちゃん。本気で死ぬところだったぞ」


    「すみません。でも、東しの雲のめ先輩のことを信じていたので」


    　信じるとかそういう問題ではなかったような気がするのだが。


    　黒くろ[image: ]ひように続き、あの土壇場でも木場先輩がいなかったら今いま頃ごろ、あの世に行っていたに違いない。十条ちゃんは自分の運命によって引き起こされた不幸を受けることはないから、あの世に行くのは僕だけだろうけど。


    　ゆっくりと息を吐き出して、僕は日の傾き始めた空を見上げた。


    　結局、天てん王のう洲ず君たちを見失ってしまった。


    　だったら、最初から警察官に事情をちゃんと説明した方がよかったのではないだろうか……。


    　おかげで、ハリウッド映画ばりのアクションシーンを演じるハメになった。


    「今日は、随分と大冒険だったな」


    「すみません。私が付き合わせたばかりに……」


    　しゅんと俯うつむく十条ちゃんの横で、僕は両腕を上げて大きく体を伸ばした。


    「なかなか楽しかったな！　こんなに遊んだのは久しぶりかもしれない。また、一緒に遊んでくれるか？」


    　十条ちゃんが、泣きそうな顔を僕へと向ける。


    「いいんですか、私なんかで？」


    「もちろんだ。だって、友達だろ」


    　照れくさそうに、十条ちゃんが笑った。


    「それじゃあ、帰るとするか。帰りは何もないといいのだが……」


    　ベンチから立ち上がろうとした瞬間、十条ちゃんに押し倒され、ベンチの後ろ側へと落ちる。


    　息がかかるほどの距離にある、十条ちゃんの顔。


    　僕は身動き一つ取れなくなる。


    「ど、どうしたんだ、急に」


    　それ以上喋しやべらないようにと、十じゆう条じようちゃんが僕の口を指で塞ふさいだ。


    「静かに。天てん王のう洲ず先輩たちです」


    　十条ちゃんは言いながら僕の上から退どくと、公園の入り口を指さす。


    　そこには、天王洲君と有あり明あけの姿があった。


    　たまたま逃げ込んだ公園にやってくるとは。偶然というのは恐ろしいものだ。


    　天王洲君の表情がはっきりと分かるこの位置ではさすがに気づかれると、僕たちはコソコソとベンチ裏の茂みの奥へと隠れる。そんな僕たちには微み塵じんも気付かず、先程まで僕たちが座っていたベンチへと腰を下ろす天王洲君たち。


    「さすがに、少し疲れましたね。天王洲先輩、色々と連れ回してしまってすみませんでした」


    「お気になさらず。楽しかったですから」


    　有明に、天王洲君がいつもと変わらぬ無感情な言葉で返す。


    「それに、これ。ありがとうございました」


    　天王洲君が言って何かを示すが、僕たちの位置からでは背中しか見えず「これ」が何であるのかが分からない。


    「いえ、気にしないで下さい。使ってくれると嬉うれしいです」


    　他愛たわいなくも楽しげな天王洲君と有明の会話が続く。


    　そんな会話を聞きながら、十条ちゃんが不満そうに言葉を漏らす。


    「本当に有明さんは尻しつ尾ぽを出しませんね。こちらから炙あぶり出しをするべきでしょうか？」


    　未だに有明のことを疑っている十条ちゃんをなんとか宥なだめる。


    　ここで騒ぎを起こして、また警察に取り囲まれても堪らない。


    「天王洲さん。あの犬、可愛かわいくないですか？」


    　有明は言いながらベンチから立ち上がり、散歩をしているマルチーズへと近付く。そして、飼い主と二、三言交わすと、有明はしゃがみながら嬉しそうにマルチーズを撫なで始めた。


    「天王洲さんも触ってみて下さいよ。この子、メチャクチャ可愛いですよ」


    　言われて仕方がなさそうに天王洲君はベンチから立ち上がると、有明の横へとしゃがむ。


    「動物はあまり得意ではありませんので。なぜか、すぐに嚙かまれますし」


    　有明は「大丈夫ですよー」などと無責任なことを言っているが、天王洲君は本当に動物との相性が悪い。


    　天王洲君としては動物が嫌いなわけではなく、これまで撫でてみようと挑戦してみては、あらゆる動物に嚙みつかれている。きっと、動物に嚙みつかれる相でもあるのだろう。


    「ほら、全然大丈夫ですって」


    　有明がマルチーズを持ち上げて、天王洲君の方へと差し出す。


    　天王洲君は躊躇ためらいながら恐る恐ると手を伸ばし、マルチーズの頭を優しく撫でた。


    「ほら、大丈夫でしょ？」


    　有あり明あけが優しく微笑ほほえんだ。


    　何がどうなっているのだ。


    　なぜ、あのマルチーズは天てん王のう洲ず君の手を嚙かまないのだ。


    　僕はこんなに嚙まれているというのに!!


    「東しの雲のめ先輩、大丈夫ですか？」


    　体中を犬に嚙まれている僕に、十じゆう条じようちゃんが心配そうな視線を向けてくれる。


    　だが、僕のことなどどうでもいい。


    　何だろうか、この歯車がことごとくずれてしまっている感じは。天王洲君のことならば、何でも知っていると思っていたのに、次々と僕の知らない一面が見えてくる。


    　天王洲君はミツである僕に気を遣ってくれていただけで、本当の天王洲君を僕は何も知らないのではないだろうか。


    　僕は仰あお向むけに倒れて、昏くらくなり始めた空を見上げる。


    　公園にはポツリポツリと外灯が点ともり始め、すっかりと夜の様相へと変わっていた。


    　倒れていることで僕が死んでいるとでも思ったのだろうか、カラスが啄ついばみに降りてくるが、それを払う気力すらない。


    　そんな僕の代わりに、十条ちゃんが帽子で一生懸命にカラスを追い払ってくれている。


    「そろそろ、夕食の支度をしなくてはいけないので帰ります」


    　天王洲君の声に、僕はのろのろと起き上がった。


    「僕たちも帰ろう、十条ちゃん」


    「そうですね。何かすみませんでした……」


    「気にしなくていい。家まで──」


    「待って下さいッ!!」


    　僕の言葉に重なる様ように、有明の声が公園に響く。


    　有明は意を決したようにギュッと拳こぶしを握り込むと、真正面から天王洲君を見据えた。


    「初めて見た時から、天王洲さんのことが好きでした。それから、天王洲さんのことを少しずつ知っていってさらに好きになりました。僕と付き合って下さい、お願いします!!」


    　それは、インパクトなどまるでない、だが誠意に[image: ]あふれた告白だった。


    　僕の横で十条ちゃんが息を呑む。


    　天王洲君は何も言わずに、じっと有明のことを見つめている。


    「だ、大丈夫です。天王洲先輩は絶対に断りますから。だって……」


    　十条ちゃんはそう言いながらも動揺が隠せないようで、唇くちびるを小刻みに震ふるわせていた。


    　僕は有明の告白をどういうテンションで見守ればいいのか、摑つかめずにいる。


    　どういう結果になってほしいのかが、僕には分からないからだ。


    「大丈夫、絶対に断りますから」


    　誰だれかに祈る様に、十じゆう条じようちゃんが自分の両手をぎゅっと握り合わせた。


    　そして、天てん王のう洲ず君の答えは──


    「こんな私でよければ、宜よろしくお願いします」


    「ほら、やっぱり断──え？」


    　天王洲君の言葉に、十条ちゃんの動きが止まった。


    　静寂が辺りを支配する。


    　誰もが言葉を発しない無音の空間。まるで、空気の流れすらも止まってしまったかのようだ。


    　それを打ち破ったのは、有あり明あけの小さな喜びの声だった。


    「やった。やったんだ……」


    　徐々に大きな声へと変わり、喜びの叫びへと変化するまでにそれほど時間はかからなかった。


    　飛び跳ねて喜びを表現する有明を見つめながら、現状が理解できていないのだろう十条ちゃんが「え？」と首を傾かしげ続けている。


    　そんな十条ちゃんの姿を見ながら、僕は力なく地面に寝転んだ。


    　なるほど、そういうことだったのか僕は思った。


    　なぜ、僕は天王洲君争奪戦に参加したのか。なぜ、デートについてきたのか。


    　きっかけは第三者だった。だが、自分がやりたくないと思うのならばやらなければいいだけのこと。なのに、なぜ自分はやろうと思ったのか、それが不思議で仕方なかった。


    　その答えが、こんなにシンプルなモノだったとは。


    　僕は天王洲君のことを、好きになっていたのだ。


    　これだけ色々な人を好きになっていながら、こんな単純なことにも気付けないなんて。自分で自分のことが笑えてくる。


    「そこに、誰かいるのですか？」


    　天王洲君の声に、十条ちゃんが「ひっ」と短く悲鳴を上げる。


    「逃げますよ、東しの雲のめ先輩。早く起き上がって下さい！」


    　十条ちゃんは僕を無理矢理に起き上がらせると、手を引いて公園から逃げだした。


    



    　　　■　■　■


    



    　ノノメメさんと十条さんが公園から逃げていくのを見届けて、私は疲れたように息を吐き出した。


    「どうしたんですか、天王洲さん。もしかして、自分何かマズいことでもしましたか？」


    　白々しく聞いてくる有明さんの姿に、私はもう一度重く息を吐き出す。


    「ノノメメさんたちは行きましたから、もう演技は十分でしょう」


    「え、ここに東しの雲のめ先輩がいたんですか!?」


    　驚いた表情を浮かべる有あり明あけさんに、私はいい加減苛いらつき始める。


    　なぜ、苛ついているのか自分でも分からないくらいに。


    「会長、いい加減にして下さい。いくら上司だとはいえ、そろそろ本気で怒りますよ」


    「会長？　え??」


    　未いまだに意味のない演技を続けようとする会長に、私は詰め寄る。


    　だが、私の動きを止めたのは、背後から聞こえた会長の声だった。


    「天てん王のう洲ずちゃん、そんなに怒らないのー」


    　背筋がぞくりと震ふるえ、頭の中が混乱に占拠される。


    「これは、一体、どういう……」


    　言葉を上う手まく継げなくなる私を、会長が手招きで呼ぶ。


    「どうしたの、天王洲ちゃん顔色が真っ青だけど？」


    「だって、会長と有明さんは同一人物のはずでは」


    　私の問いに、恵え比び寿す会長が人差し指を口に当て首を傾かしげる。


    「そんなこと言ったっけ、私？」


    　恵比寿会長の手の甲に巻かれた包帯が目に入り、私は無造作に会長の手を摑つかむと包帯を取り払った。すると、その下には傷など一つもないではないか。


    「そんな……。会長と有明さんが同じ場所に現れたことなど、今まで一度もなかったではないですか」


    「うん、そうならないように気を付けていたからね」


    　その言葉で、私は全てを理解した。自分は、嵌はめられたのだと。


    「察しのいい天王洲ちゃんが、私と有明君を同一人物だと思い込むように仕向けさせてもらったんだ。ごめんね、[image: ]だますようなマネをしちゃって」


    「何のためにそんなことを」


    　足元がふらつき、立っているという感覚が乏しくなってくる。


    　それでも、私は聞かずにはいられなかった。


    「有明君のことをちゃんと知って貰もらうためだよ。もし、途中で怪しいと思わなかったり、私と同一人物だと思い込まなかったりしたら、彼のこと歯し牙がにもかけなかったんじゃないかな？」


    　確かに会長の言う通りかもしれない。最初に怪しいと思わなければ、相手にせずそれで終わっていただろう。


    「彼の天王洲ちゃんに対する想おもいは本物だよ。それを知って、私が東雲君の弟子になるように勧めたんだから」


    　最初から全部、会長が仕組んでいたということか。


    「天王洲ちゃんだって、有明君に対して好印象を持ってたよね。もし、有明君のことを嫌いなんだったらさすがの私でも、無理矢理にくっつけようとはしないよ。どうなの、天てん王のう洲ずちゃん？」


    「確かに、嫌いではありませんが」


    　好きなわけでもなかった。


    　有あり明あけさんはどこかノノメメさんと似ているから嫌いにはなれなかっただけ。似ていると感じるのも会長が化けてノノメメさんに似せているからなのだと、生徒会室で会長から争奪戦の話を聞いた時からそう思っていたのだ。


    「私は今回の企画で、東しの雲のめ君と有明君のどちらが本気で天王洲ちゃんのことを想おもっているのか測ってたんだよ。東雲君には今まで色々とお世話になったから、ラッキーカードっていうハンデまで付けてあげてね。でも、結果は有明君が勝った。私はそれを見て、天王洲ちゃんを任せられるのは、有明君だと判断したんだよ」


    　私は、また失敗したのか。


    　行動は早く起こさなければ大変なことになると、喜き多た見みさんの時に知ったはずだったのに。


    　なぜ、私は何も学ばないのだろうか。


    「前にも言ったけど、私は天王洲ちゃんの幸せを一番に考えているんだよ。その上で、東雲君に天王洲ちゃんのことを任せることはできないって思ったの」


    「でも、だとしたら私の回収者としての役目は」


    「しばらくは今のまま、東雲君の回収者としてやりながら、有明君と付き合っていけばいい。もしそれが無理になるんだったら、私が上に掛け合って何とかするから」


    　最上級神から上級神に降格させられたとはいえ、天の国での会長の影響力は未いまだに衰えてはいない。


    　会長が何とかしようとすれば、どうとでもなってしまうだろう。


    「別に有明君と無理に付き合えとは言わない。天王洲ちゃんが嫌いやなら断ってもいい。でも、もう一度、考えてみて。東雲君と一緒にいるだけが、あなたの幸せではないってことを」


    　断れと言われても、すぐに断れるわけがないではないか。会長が化けていると勘違いして話を合わせるために了承してしまったとはいえ、私は告白を受けてしまったのだ。あんなに喜んでいた少年の気持ちをいきなり踏みにじれるわけがない。


    　会長は、あまりにも酷ひどすぎる。


    　私は悔しさに唇くちびるを嚙かみ締めた。


    「東雲君と一緒にいても、天王洲ちゃんは一度だって笑顔になれなかったでしょ」


    　上目遣いに見上げる会長は、悲しげな目をしていた。


    「人に裏切られて神としての力を失ってから、天王洲ちゃんはずっと笑えてないじゃない。私はただ、あなたの笑顔が見たいの。あなたの幸せそうな表情が」


    　それはノノメメさんが悪いのではない。私が笑うという行為を忘れてしまっただけなのだ。そう会長に言いたかったのに、言葉は一つも出てはくれなかった。


    「よく思い出して。今日一日がどうだったのか。有あり明あけ君と色々な場所に行って、微み塵じんも楽しくなかったって言える？」


    　私は、自分の前髪に付けた、花があしらわれた髪留めをそっと撫なでた。


    　辛いカレーを食べたことも、映画があまりにも退屈であくびを嚙かみ殺しながらなんとか眠らないようにしていたことも、髪留めを買ってもらったことも、犬を撫でたことも、私にとっては全てが新鮮なことだった。


    　それは、今までに体験したことがないことであり、ノノメメさんがくれたモノとはまた違う形のものであった。


    　楽しくなかったと言ったら、噓うそになる。


    　それでも、私は……。


    「東しの雲のめ君にあの運命がある限り、天てん王のう洲ずちゃんは幸せにはなれない。残念だけどね。だけど、有明君なら」


    　会長は全てを言い終えたようで、笑えみを浮かべて有明さんへと近付いていく。


    「おめでとー、有明君。今日はお祝いに私が何でも奢おごっちゃうぞー」


    「いや、でも……」


    「ダメだなー、有明君。天王洲ちゃんは照れてるんだから、一人にしてあげないと。そういうのが分からないと嫌われちゃうぞ？」


    　状況についていけない有明さんを無理矢理引っ張って、会長はどこかへと消えていく。


    　残された私は、ほかに為なす術すべもなく一人帰途に着くのだった。


    



    　家に着くと、ノノメメさんがリビングで横になりながらテレビを見ていた。


    「お帰り。デートどうだった？」


    　首だけを向けて白々しく訊たずねてくるノノメメさんに、私は「まぁまぁでした」と素っ気なく返事をした。


    「その髪留め、似合ってるじゃないか」


    　言われて、私は自分の前髪に触れた。


    　頭の中の想おもいが[image: ]あふれすぎて、付けていることをすっかりと忘れていた。でも、有明さんの顔が浮かんで外はずすこともできず、私は何も言わずに自室へと戻った。


    　その日、私が部屋から出ることはなかった。


    



    　　　■　■　■


    



    　時間の流れというのは随分と早いもので、もう明日から冬休みだ。


    　僕は、担任の話す冬休み中の諸注意を聞き流しながら、どこを見るでもなくぼぅっとしていた。


    　天てん王のう洲ず君のデートの日から、もう三日が経たつ。


    　彼氏ができたことで僕と天王洲君の関係もすっかりと様変わりするのではないかと思っていたのだが、天王洲君の態度は相変わらずで、ほとんど気にしている様子はない。


    　むしろ、変わったのは僕の方だ。


    　有あり明あけの彼女なのだと思うとどうにも声を掛け辛づらく、学校でも家でも自然と天王洲君を避けるようになっていた。


    「ノノメメさん、大丈夫ですか。ゾンビのような顔になっていますけど」


    　隣の席に座る天王洲君に言われて、僕は自分の顔に触れた。


    　確かに、少し頰ほおがこけている様ような気がする。そういえば、三日ほど食事をするのを忘れていたな。


    「いい加減、何か食べないと体に悪いですよ。ご飯を作りますので、早く帰りましょう」


    　いつの間にかホームルームが終わり、これから冬休みが始まるという解放感に、クラスメイトたちはウキウキとしながら下校していく。


    　そういえば、今日はクリスマスイブだったか。


    　それは、浮かれもするだろう。


    「ほら、早く帰りますよ」


    「僕のことは気にしなくていいから、有明と一緒に帰れ。今日は、クリスマスなのだからな」


    「いや、特に約束とかしていませんから」


    　おいおい、約束していなくてもなんとなく察せよ。


    　クリスマスイブに速攻帰るとか、いくら何でも有明が可哀かわい想そうすぎるだろうが……。


    「約束していないのなら、天王洲君の方から誘いに行けばいいだろ」


    「いいですよ、そんなことをしなくても」


    「天王洲君は全然分かっていないようだな」


    　僕はフラフラと立ち上がり、眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げた。


    「いいか、恋愛というのは待っているだけではダメなのだ。フィフティーフィフティー、ギブアンドテイク。双方からの思いやりがなければ成立しない」


    「つまり、何が言いたいのですか？」


    　ここまで言っても理解できないとは。有明も随分と苦労しそうだ。


    　僕は呆あきれながら息を吐くと、天王洲君の肩に両手を置いた。


    「つまり、有明と遊んでこいということだ！」


    　言いながら天王洲君の肩を横に回して方向転換させると、そのまま背中を軽く押してやる。


    　たたらを踏んで前に出る天王洲君に、僕は早く行けと手を振った。


    　天王洲君は何か言おうとする素振りを見せたが、結局何も言わずに教室から出ていった。


    　それを見送って、僕は椅い子すにだらりと体を預ける。


    　やる気が全まつたくと言っていいほど出てこない。これは由々しき事態である。


    　有あり明あけと付き合うことになったのだから、天てん王のう洲ず君に迷惑を掛けるわけにはいかない。何とか自分の力で再び告白ができるようにならないといけないのだが、次の恋に向かうほどの気力が今の僕にはなかった。


    　どうしたものだろうかと考えていると教室の後ろのドアが開き、木き場ば先輩と十じゆう条じようちゃんが姿を見せる。


    「二人[image: ]そろって、どうしたんですか？」


    「東しの雲のめ君が落ち込んでるって聞いてね。ちょっと様子を見に来たんだけど……、これは重症だね。ゾンビみたいな顔になってるし」


    　僕の顔を覗のぞき込んできた木場先輩が、天王洲君と同じようなことを言う。


    　そんなに見た目が酷ひどいのだろうか。


    　自分の状態がよく分かっていない僕に、木場先輩が手鏡を貸してくれる。


    　それを見た鏡越しの僕が、ギョッとした表情を浮かべる。


    　頰ほおはこけ、目の下には殴られたのかというくらいの隈くまができている。おまけに顔は土気色に変わり、気力のない虚うつろな瞳ひとみが眼鏡めがねの向こうでキョロキョロと動いていた。


    　確かにこれは、ゾンビである。


    「東雲先輩、もしよかったら気分転換しに行きませんか？」


    　気分転換か。そういうのも僕には必要かもしれないな。


    　そもそも、日の光を浴びないと、本当にこのまま腐りかねない。


    「友ともが、東雲君のこと心配で仕方ないっていうからさ。ちょっと付き合ってあげてよ」


    「ちょっと、木場さん!!」


    　じゃれ合う木場先輩と十条ちゃんを眺めて、僕の心は非常に癒いやされる。


    　ずっとこんな光景を眺めていたい。もう、木場さんと十条ちゃんがじゃれ合う姿を観察する人になろう！


    「東雲先輩、どうですか？」


    「何の用事もないので大丈夫だが。どこに行くんだ？」


    　僕の問いに、十条ちゃんと木場先輩が[image: ]って天井を指さした。


    



    「やっぱり気持ちいいですね、ここは」


    　屋上を流れる風に髪を押さえながら、十条ちゃんが目を瞑つぶる。


    　僕は柵さくに寄りかかりながら、腰を下ろした。


    「教室の中で塞ふさぎ込んでるよりは、広い場所に出た方が少しはマシでしょ？」


    　木場先輩の言葉に僕は曖あい昧まいな返事をした。


    　僕自身には塞ふさぎ込んでいるという感覚はない。ただ、自分の気持ちに整理を付けようとしているだけなのだ。


    　有あり明あけは自分の気持ちに従って告白をし、天てん王のう洲ず君から了承をもらった。一方、僕は天王洲君に彼氏ができて初めて彼女のことを好きだったのだと気付いた。


    　その差はあまりにも歴然で、自分の間抜けさを恨むことはあっても、塞ぎ込むなどお門かど違いだ。それに、僕が告白をしたところで、『好きな女性にフラれ続ける』という運命がある限り、成功することはない。


    　運命などという曖あい昧まいなものなど存在しないと思っていた。いや、否定したいと思い続けていたのだ。


    　だが、僕は体験してしまった。


    　有明が天王洲君に告白した時、僕の体から確かに金色の霞かすみが放出されるのを。


    　告白したわけでもないのに、なぜ自分の体から金色の霞が放出されたのかずっと考え続けていた。そして、[image: ]たどり着いた答えが「僕は天王洲君にフラれた」というシンプルなものだった。


    　僕では、天王洲君を幸せにすることはできない。だが、有明ならきっと天王洲を幸せにしてくれることだろう。だとしたら、何を迷う必要があるというのか。ただ、天王洲君と有明の未来を祝福すればいい。


    「ほらほら、折角外に出たのに塞ぎ込まないの。何か楽しいことでもしようよ」


    　木き場ば先輩が僕を無理矢理に立ち上がらせる。


    「楽しいことって何をするんですか？」


    　僕の質問に、木場先輩が自分の唇くちびるに指を当て僕の目をじっと覗のぞき込んでくる。


    「演芸大会の時の続きでもする？」


    「ぶぇッ!?」


    　それって、アレですよね。


    　漫才の予選会場の屋上でしようとした、唇と唇が触れ合うアレ。


    　俗にいうキスですか!?


    　口の中でクツクツと笑う木場先輩の姿に、動どう悸きが激しくなる。


    　やばい、酸素過多で倒れかねないぞこれは。


    　そんな僕に追い打ちをかけるように、十じゆう条じようちゃんが質問を投げかけてくる。


    「前の続きって何ですか？」


    「何だろうね。東しの雲のめ君に聞いてみたら？」


    　何で、僕に振るんですか木場先輩!?


    　そんなこと聞かれても、何と答えたものか……。


    　十条ちゃんの純粋な視線と、木場先輩の悪意に満ちた視線が僕へと集中し、額ひたいにだらだらと汗が流れてくる。


    「あー、気持ちいいな風が。やっぱり屋上は最高だなー」


    　僕の空々しい言葉に、木き場ば先輩が口の中でクツクツと笑う。


    「ずるいんだ。東しの雲のめ君、逃げちゃって」


    　逃げたのではありません。戦略的撤退です、木場先輩！


    「覚えていますか。私の金色の霞かすみが暴走して、東雲先輩が助けてくれた日のことを」


    　風に揺れるサイドテールを押さえながら、十じゆう条じようちゃんが訊たずねてくる。


    　忘れるわけがない。十条ちゃんと僕が本当の友達になった日なのだから。


    「あの時の東雲先輩も、今みたいにボロボロになってくれましたよね」


    　確かに、あの時は色々な動物と戦ったり、激しい雨に打たれたり、屋上のコンクリート床に挟まれたりと大変だった。だが、今は別にボロボロではないと思うのだが。


    「東雲先輩が真まっ直すぐで何事にも体当たりする姿勢はすごく素敵だと思います。でも、いつも誰だれかのために一生懸命になってるじゃないですか。たまには、自分自身のために一生懸命になってみたらどうですか」


    　心配そうな十条ちゃんの瞳ひとみが僕を見つめる。


    「十条ちゃん、僕はいつだって自分のためにしか行動していない。誰かのために僕ができることなんて、ちょっとだけ背中を押してあげることだけだ」


    　木場先輩が僕の言葉に、微笑を漏もらす。


    「東雲君らしい答えだね。でもね、今のキミはらしくないよ？」


    　木場先輩が言った「らしく」ないとはどういう意味なのだろうか。


    　僕はいつだって僕だというのに。


    「気付いてないの？　いつものキミと今のキミの違いを」


    　木場先輩の言う自分の違いについて考えてみるが、思い当たる節がない。


    　頭上に疑問符を浮かべる僕に対して、十条ちゃんが指を一本立ててみせた。


    「東雲先輩、ヒントです。東雲先輩は今、どうしてるでしょうか？」


    「屋上にいる？」


    　十条ちゃんがゆっくりと首を横に振る。


    「じゃあ、十条ちゃんと木場先輩と遊んでいる？」


    　今度は木場先輩が首を横に振った。


    「よく考えてみて下さい。東雲先輩の今の状況を」


    　十条ちゃんに言われて、僕は改めて考えてみる。


    　自分が今何をしているのかを。


    　屋上に立って、十条ちゃんと木場先輩と話して、結論を出して、その結論に頭を悩ませて、自分がどうしたいのか分からなくて、もがいて、立ち止まって、考えるのをやめて……。


    　僕が十条ちゃんに視線を向けると、十条ちゃんが微笑ほほえみながら頷うなずいてくれる。


    「走っていない東しの雲のめ先輩なんて、東雲先輩じゃないです」


    「バカなのに考え込んじゃって、全然らしくないよね」


    　十じゆう条じようちゃんと木き場ば先輩がそう言って、小さく笑った。


    　聞き分けのない子供に言い聞かすような慈愛に満ちたその笑みにつられて、僕もつい苦笑してしまう。


    「ありがとう、二人とも」


    「誰だれが先に言ったとか後に言ったとか関係ないじゃん。好きなら好きだって伝えなよ」


    「東雲先輩は、天てん王のう洲ず先輩と一緒にならないと私が許しません」


    　本当に、木場先輩と十条ちゃんに出会えてよかったと心の底から思う。


    　僕がミツにならなければ、出会うことのなかった二人。


    　ミツになったことをこんなに有あり難がたいと思ったのは初めてのことかもしれない。


    「天王洲君のことを諦あきらめたくない」


    　自分は聞き分けのいい振りをしていただけだったのだ。


    　言葉にしてみて初めて分かる。僕は、天王洲君のことを離したくなかったのだと。


    　そんな事実から僕は目を逸そらし続けていた。運命や有あり明あけのことを言い訳にして。


    「僕は自分の現実と向き合うことにする。逃げていても何も変わらないと知ったから」


    　十条ちゃんと木場先輩の笑顔が何よりも頼もしかった。やはり、僕が誰かを助けていたのではない。僕がみんなに助けられていたのだと実感する。


    　何もない僕だけど、応援してくれる人たちがいる。それだけで、頑張れる気がした。


    　僕がやるべきことも、やれることもただ一つだけ。


    「僕は、自分の運命を変える」


    



    　　　■　■　■


    



    『しばらく、旅に出ます』


    　居間のテーブルにそう書置きを残して、ノノメメさんはどこかへ行ってしまった。


    　それは、彼に言われて有明さんと出掛けてきたクリスマスイブのことだった。


    　もっと早く、有明さんとのことを彼に相談しておくべきだった。そう思わない日はなかったが、今いま頃ごろ悔やんだところで何が始まるわけでもなかった。


    



    「天王洲先輩、今日はどこへデートに行きましょうか」


    　いつものように駅前で待ち合わせをしていた有明さんが、笑顔で私に訊たずねてくる。


    「有明さんにお任せします」


    　そして、私はいつもと同じように返事をした。


    　私服姿の有あり明あけさんに対して、私は制服姿とかなりアンバランスな組み合わせだ。


    　有明さんの横に並んで歩きながら、心の中で自分の最低さを罵ば倒とうし続ける。


    　早く言うべきなのだ、私は有明さんと付き合うことはできないと。


    　一度了承しておきながら、純粋な少年の心を傷付けて、それでも、私は言うべきなのだ。なのに、未いまだにこの状況にいる自分自身に腹が立っていた。


    　私は心のどこかで期待しているのだ。


    　有明さんの方から自分のことを嫌いになってくれないだろうかと。


    　クリスマスイブの日、ノノメメさんは言っていた。待っているだけではダメだと。


    　本当にその通りだと思う。待っているだけでは事態は好転しない。自分が動かなければ、何も始まらないのだ。


    「僕といても、つまらないですか？」


    　足を止めた有明さんが、真剣な表情を浮かべる。


    「東しの雲のめ先輩といる時の天てん王のう洲ず先輩は、いつも楽しそうな雰囲気でした。でも、僕といる時は……」


    　有明さんが視線を自分の足元へと落とした。


    「ダメな部分があるなら直します。だから僕のことを……」


    「有明さん、公園に行きましょう」


    　私は有明さんの手を引いて、近くの児童公園へと向かう。


    　有明さんは私よりも頭二つは背が高いというのに、私に手を引かれるその姿はまるで[image: ]しかられた幼稚園児のようだった。


    　こんな時、ノノメメさんだったらどうするのだろうか。


    　そんな考えが私の頭を過よぎり、すぐにそれを振り払った。


    　ノノメメさんに頼れば、文句を言いながらもきっと何とかしてくれるだろう。でも、これは私の問題なのだ。自分の頭で考えて、自分の気持ちで決め、自分自身で終わらせなければいけない。


    　公園にはまばらにしか人がいなかった。


    　私はブランコに腰掛け、隣のブランコに俯うつむいたままの有明さんを座らせる。


    「最初に言わせて下さい。私は有明さんのことを嫌いでもダメだとも思ってはいません」


    　私の言葉に有明さんが、無言で頷うなずく。


    「ですが、私は有明さんのことを好きでもありません。本当にすみません」


    「じゃあ、何で僕の告白を受けたんですか？」


    「本当に、すみませんでした」


    　私は、有明さんに向かって頭を下げた。


    　言い訳のできない私には、それしか言うことができなかった。


    「やっぱり、東しの雲のめ先輩のことが好きなんですか？」


    「はい。私はノノメメさんを愛しています」


    　有あり明あけさんの表情が驚いたように一瞬固まる。だが、すぐに虚うつろな表情へと変わった。


    「確かに東雲先輩は魅力的な人です。それは弟子入りした僕だってちゃんと分かっています。でも、納得できないんです。どうして、僕はダメで東雲先輩はいいのかが」


    「どちらがよくて、どちらがダメだという話ではないのです。有明さんとノノメメさんの間に優劣は存在しませんから」


    「だったら、何で僕じゃダメなんですか。どちらも同じなのだったら、僕を選んでくれてもいいじゃないですか」


    　有明さんは声を荒らげることもなく、淡々と私に言葉を投げかけてくる。


    　いっそ激げき昂こうしてくれた方が楽だったのかもしれない。だが、怒られるということは許されるということでもある。私は有明さんに許されるべきではない。だから、このまま言葉を投げつけられた方がいいのだろう。


    「有明さん、人に優劣は存在しませんが、同じ人間というのも一人もいないのです。同じではないのだから比べても仕方がない。そういうことです」


    「自分には、よく分かりません」


    「人間の優劣はどこにも存在せず、ただ私がノノメメさんを好きになったという事実があるだけです」


    　泣きだしたいのを必死に堪えているのか、有明さんの肩が小刻みに揺れている。


    「天てん王のう洲ず先輩は、東雲先輩のどこが好きなんですか」


    「私は、ノノメメさんの愚直なまでに真まっ直すぐなところが好きです。自分のことなど考えず、人のために全力で走れる。そんなところが。ですが、私は最初、彼のそんなところが嫌いだったのです。本当に苛いらついて仕方がありませんでした。それはきっと、彼が頑張るほど、彼が周囲の人間を救うほどに、自分が醜みにくい生き物に見えてしまったからだと思います。強い光に当てられた私は、その光を消したいとすら思っていました」


    　有明さんの虚ろな目が、力なくこちらを見つめている。


    　これ以上は彼を傷つけるだけだ、もう話すのは止めよう。そう思った瞬間、先を見通していたかのように有明さんが消え入るような声で「続けて下さい」と言った。


    　私は、息を長く吐き出すと、先を続けた。


    「それでも、私には消すことができなかった。だって、ノノメメさんはそんな私のことをも救ってくれようとしたのですから。本当にバカな人なんです、彼は」


    　堪え切れなくなった涙が、有明さんのまなじりからこぼれはじめる。それでも、なんとか抑えようとしているのか、彼は強く下唇を嚙かみ締めた。


    「好きになったきっかけは何だったのか、今ではよく覚えていません。それでも、そんな彼とずっと一緒に走り続けたいと思っているのです。たとえ、一緒にいられない運命だとしても」


    　きっと、有あり明あけさんには私が何を言っているのか伝わらないだろう。でも、これが私の偽いつわらざる想おもいだから。それをしっかりと伝えておきたかった。


    「天てん王のう洲ず先輩は酷ひどいです。そんなに東しの雲のめ先輩のことを想っていながら、自分の告白を受けるなんて」


    「本当にすみませんでした」


    　謝っても許されるようなことではないと分かっていた。それでも、私にはただ謝ることしかできなかった。


    　肩を激しく揺らす有明さんに、私はかける言葉すら持たない。


    「うっ、うう……」


    　有明さんの嗚お咽えつが鼓こ膜まくを揺らす。


    　私はそれを忘れないようにしようと、深く心に刻みつける。だが、その嗚咽が徐々に形を変えていくではないか。


    　最初は激しくなっているのかと思った。


    　だが、これは泣いているのではない。笑っているのだ。


    　顔を上げた有明さんが、腹を抱かかえて笑い転げる。


    　あまりの[image: ]ひよう変へんぶりに、私は何が起こっているのか理解できず、ただただ茫ぼう然ぜんと見守ることしかできない。


    「ようやく素直になれたみたいだね、天王洲お姉ちゃん？」


    　有明さんの声が、舌っ足らずな少女の声へと変化する。


    「まさか、あなたは……」


    　私の言葉に、有明さんが自分の掌に[image: ]あめ玉だまのようなものを吐き出す。その瞬間、彼の体を薄い光の幕が覆い姿形を徐々に変化させていく。そうして、光が消えたあとに現れたのは、天の国の衣装を纏まとった小学校低学年くらいに見える少女だった。


    「お久しぶりだね、天王洲お姉ちゃん」


    　少女が頭の両側で縛った髪に付けられた大きな鈴をがらんがらんと鳴らす。


    「喜き多た見みさん」


    　私の頭の中は混乱に満ちていた。


    　何がどうなっているのか、まるで理解が追い付かない。


    「その顔は、まるで理解できないって感じだね。いいよ、説明してあげる」


    　喜多見さんがブランコを揺らしながら、私に向かって愛らしく微笑ほほえんだ。


    「アタシは恵え比び寿す様に頼まれて、最初からずっとこの[image: ]玉の力で有明に変装してたってわけ。いや、変装っていうのは正しくないかな。だって、有明なんて人間は存在しないんだから」


    　有明という存在を消すように、喜多見さんが掌てのひらに乗せた[image: ]玉を握り潰つぶす。


    「便利でしょ、この[image: ]あめ玉だま。舐めてる間はどんな姿にだって自在に変身できちゃうんだよ。天てん王のう洲ずお姉ちゃんにも一個あげようか？」


    　喜き多た見みさんが袖そで口ぐちから[image: ]玉の詰まった瓶を取り出し、軽く振ってみせる。


    　姿を変えたからといって、学園内に生徒が一人増えれば周囲がおかしいと気付くはずだ。


    　まさか、また改変を行ったのか。


    「天王洲お姉ちゃん、忘れちゃったの？　上級神には改変能力が使えないってこと。大体、あの恵え比び寿す様がただ呑気に生徒会長を演じてただけだと思ってるの？」


    　喜多見さんが意地の悪い笑みを浮かべる。


    「こんな時のために偽装できる、存在しない生徒を二、三人作っててもおかしくないでしょ」


    　生徒名簿を弄いじって、今回のように自ら変装していたということか。改変能力が使えない時のための備えまでしておくとは、用意周到な会長の考えそうなことだ。


    「それにしてもなかなか大変だったよ、恵比寿様の考えた計画をこなすのは」


    　大げさに溜ため息いきをつく仕草をすると。喜多見さんは眉根を寄せた。


    「あまりにも普通すぎると天王洲お姉ちゃんの興味を惹ひけないし、かといってやり過ぎると怪しまれちゃうしね。それに加えて、どうやったら天王洲お姉ちゃんを一番困らせられるか考えないといけなかったし。まぁ、最後のはアタシの趣味だけど。おかげで、面白ものが見れたよ。天王洲お姉ちゃんの慌てふためく姿とかね」

  


  [image: ]


  
    　ニッコリとした喜き多た見みさんの笑顔に、私は自分の顔が熱くなるのを感じた。それと同時にどっと疲れが押し寄せてくる。


    　私が悩んだこの数日間は、一体何だったというのか。


    「会長は何がしたかったのでしょうか」


    　不機嫌な私の声を、喜多見さんが鼻先で笑う。


    「そんなのアタシに聞かれても知らないよ。知らないけど、恵え比び寿す様は天てん王のう洲ずお姉ちゃんの想おもいを知りたかったんじゃないかな。もう、地上にはいられないから」


    「地上にいられないとは、どういうことですか？」


    「そもそも、おかしいって思わなかったの？　芽め吹ぶきお兄ちゃんが放出する金色の霞かすみの量がみるみる減っていってるのに、上からのお咎とがめが一切なかったことを」


    　それは、会長が色々と手を回してくれていると言っていたから……。


    　そこまで考えて、私は自分がごく当たり前なことを見み逃のがしていることに気付いた。


    　最高神六人と、会長一人。そのどちらの権力が強いか普通に考えれば分かることではないか。


    　いくら会長が権力を持っているとはいえ、最高神六人を抑えられているはずがない。


    「ようやく気付いたみたいだね。最初はコネとか色々使って最上級神様たちを抑えてたみたいだけど、やっぱりそれにも限界があった。だから、私を使って彼らと交渉したんだよ。自分が天の国に戻る代わりに芽吹お兄ちゃんのことを見逃してくれるようにってね。最高神様たちにとっても、好都合だったんじゃないかな。元来怠なまけ者の彼らは、恵比寿様が地上に来ているせいで、相当仕事の量が増えてたみたいだからね。おやつが減るのを我慢するのは辛つらいけど、仕事の量が減る方が、彼らにとって魅力的だった。となれば、芽吹お兄ちゃんを見逃してくれたことも納得できるよ」


    　私に何も告げずに、会長はそんな取り引きをしていたのか。


    　なのに私は、会長のことをまるで悪者のように……。


    「親の心子知らずってことかなー。恵比寿様はさ、本気で天王洲お姉ちゃんのことを心配してるんだよ。自分がいなくなったあとの後任を、アタシに任せるくらいだから」


    　私は思わず、喜多見さんを凝視してしまう。


    「今回のことを手伝うお礼として、上級神に格上げしてもらったの。天王洲お姉ちゃんの上司になっちゃったね？」


    　悪意の交じった喜多見さんの笑えみに、私はうすら寒いものを感じずにはいられなかった。


    　会長とは違う意味で喜多見さんも厄介なヒトだ。果たして何をさせられるのか……いや、今考えるのはやめておこう。


    「とにかく、これでアタシの役目は終わり。あとは天王洲お姉ちゃんの好きにしたらいいよー。でもね、一つだけ忘れないで。芽吹お兄ちゃんと一緒になりたいんだったら、彼の運命を変えないといけないってことを」


    「ノノメメさんが言っていたのです。恋愛とは待っているだけではダメだと。だから、私が私たちの運命を変えてみせます」


    　私の言葉に、喜き多た見みさんが楽しそうな表情を浮かべると、ブランコから飛び降りた。


    「自分の運命を変えるなんて随分と大きく出たね、天てん王のう洲ずお姉ちゃん。それじゃあ、アタシは天の国から事の顚てん末まつを見守らせてもらうよ」
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    　あと数時間で今年が終わる。


    　私は、とある神社にある社やしろの小さな階段に腰掛けながら、今にも雪を落としてきそうな重い空を見上げていた。


    「天王洲先輩ー！」


    　私の名前を呼ぶ声に長い石段の下へと視線を向ければ、十じゆう条じようさんと木き場ばさんが石段を上り、こちらへと向かってきているところだった。


    「珍しいですね、木場さんがここに来るなんて」


    　私の言葉に、木場さんは軽く肩を竦すくめてみせる。


    「たまには女子会もいいかなって。場所としては最悪だけど」


    「そうですか、私は好きですよここ。静かで落ち着いた雰囲気だし」


    　十条さんの意見に私は同意する。


    　それに、ここは私とノノメメさんが初めて出会った思い出の場所でもあるのだ。


    「寒いのが難点ですけどね」


    　私がマフラーに顔を埋うずめながら言うと、十条さんと木場さんは笑って私を挟むように腰を下ろした。


    「ずっとここで待ってるって会長さんに聞いたんだけど、本当にここに東しの雲のめ君は来るの？」


    「分かりません」


    　私は言いながら、首を振った。


    「けれども、私は信じているんです。ノノメメさんは必ずここに来ると」


    「あなたは、ずっと東雲君を信じてるんだね」


    「いえ、今までは願うことしかできませんでした。ノノメメさんが何とかしてくれることを。でも、今は信じることができます」


    　木場先輩が口の中でクツクツと笑う。


    「願うと信じるってどう違うの？」


    「願いは他人に叶かなえてもらうしかありませんが、信じていれば自分で叶えられます」


    　十条さんが「そうですね」と優しく頷うなずいてくれる。


    「東しの雲のめ先輩なら、きっと運命を変える方法を見つけて戻ってきてくれます。だから、信じて待っていましょ」


    「美女が三人も信じて待っててくれるんだから、東雲君は果報者だよね。戻ってきたら、そこのところちゃんと分からせないとね」


    　冗談めいた木き場ばさんの口調に、十じゆう条じようさんが笑う。


    　前に、会長にノノメメさんの心が壊れても一緒にいられるのかと訊たずねられ、私は答えることができなかった。だが、今なら「はい」と即答できる。


    　どんな状態になろうとも、ノノメメさんはノノメメさんではないか。


    　私は必死にノノメメさんの運命づけられた不幸を何とかしようと考えてきた。だが、その不幸すらも彼の一部なのだ。


    　だから、私は決心した。


    　彼の全てを受け入れると。受け入れて、それでも一緒にいるのだと。


    　だって、私はノノメメさんと離れたくないのだから。


    　今までずっとノノメメさんに助けてもらってきた。でも、ここからは私の番だ。


    「そういえばさ、有あり明あけ君が喜き多た見みさんだったって、東雲君知ってるの？」


    　木場さんの問いに、私は硬直する。


    「おそらく、知らないはずです」


    「未いまだに天てん王のう洲ずさんが有明君と付き合ってると思ってて、ただの傷心旅行に出かけてるってことはないよね？」


    　木場さんの言葉をすぐに否定できないのが悲しい。


    　ノノメメさんなら十分あり得そうに思えてしまうのだ。


    　いや、信じると決めたのだ。だから、信じて待っていよう。


    　……大丈夫ですよね、ノノメメさん？


    



    　　　■　■　■


    



    　名も知らぬ山の中腹で滝に打たれながら考え続けていた。


    　僕とは、東雲芽め吹ぶきとは何なのかと。


    　岩の上で座禅を組みながら目を閉じ、流れ落ちる滝によって雑念を消そうとする。


    　だが、寒い。とにかく寒い。


    　筋肉が硬直し、痛みが走り始める。こんなことなら調子に乗って、行ぎよう衣えなど着るのではなかった。ウェットスーツにしておけばよかった……。


    　そもそも、普通に座禅を組むだけでよかったのではないだろうかという思いが湧わき上がってくる。


    「調子はどうかな、東しの雲のめ君？」


    　突然聞こえてきた緩ゆるやかな声に、僕は目を開けた。


    　どうやってこの場所を知ったのか、滝を囲うように切り立つ岩の上に恵え比び寿す会長がいた。


    「それって、寒くないの？」


    　恵比寿会長が笑いながら訊たずねてくる。


    「寒い。メチャクチャ寒い……」


    　震ふるえが止まらなすぎて、まともに口が回らないくらいだ。


    　もうさすがに限界だと僕は滝から出ると、恵比寿会長のいる岩へと登った。


    「で、どうなの？」


    　恵比寿会長が差し出してくれたタオルで頭と眼鏡めがねを拭ふきながら、僕は答える。


    「僕は、どうやら勘違いをしていたようだ」


    「勘違い？」


    　オウム返しをする恵比寿会長に、僕は頷うなずいた。


    「僕は、運命を変えてやろうと思っていた。望まぬ運命を押し付けられて、それに抗あらがうことで前に進もうとしていた。だが、それは違うのだと思う」


    　僕は眼鏡めがねをかけ直すと、今にも雪が降ってきそうな重い空を見上げる。


    「もし、僕がミツにならなければ天てん王のう洲ず君と出会うことはできなかった。きっとこの学園に入ることもなかったし、恵比寿会長と会うこともなかっただろう。出会いだけじゃない、きっと性格だって違っていただろうし、考え方だって変わっていたはずだ」


    　恵比寿会長は、僕の横でただ黙って僕の話を聞いてくれていた。


    「この運命だったから、今の僕になったんだ。それに抗うということは、僕自身を否定するということではないかと思う。だから、僕は運命に抗うことをやめる」


    「それは、仕方ないって諦あきらめるってこと？」


    　恵比寿会長の言葉を僕は、首を振って否定した。


    「諦めない。諦めたら、天王洲君と一緒になることはできないから」


    　天王洲君と一緒にいるために、僕が出した答え。


    「運命に抗うでも諦めるでもなく、僕は運命を受け入れる。自分自身を肯定する」


    　僕の答えに、恵比寿会長は満足したように一度頷いた。


    「でも、それでどうやって運命を変えるつもりなの？」


    「運命とは自分自身だ。僕が変われば運命も変わる。運命に抗うでもなく、否定するでもなく、受け入れ、自分を肯定することで僕は運命を変えてみせる」


    　恵比寿会長は小さく「そっか」と呟つぶやいた。


    「私は今までたくさんのミツを見てきたけど、悲観して否定するか、認めずに抗おうとする人しか見たことがなかった。東雲君みたいな考えをする人は初めて見たよ。喜き多た見みちゃんが一時的に回収者になったことも何か影響しているのかな。だとしたら、私が降格したのも無駄じゃなかったからいいんだけど」


    　恵え比び寿す会長の言葉に僕は首を傾かしげた。


    　喜き多た見みという名前をどこかで聞いた覚えがあるような気がするのだが。あれはどこで聞いたのだろうか……。


    「せっかくサスペンスドラマの真犯人っぽく崖がけの上でネタばらしでもしようと思ってたのに、私の出番はなかったみたいだね」


    「ありがとう、恵比寿会長。僕が運命を変えられるように、今回のことをお膳立てしてくれたのだろう？」


    　僕の言葉に、恵比寿会長が目を大きく見開く。


    「どうしちゃったの、東しの雲のめ君……。もしかして、開眼しちゃった？」


    　恵比寿会長の質問に、「いや」と僕は首を横に振った。


    「何となくそんな気がしたので、鎌かまをかけてみただけだ」


    　恵比寿会長が吹き出し、それに釣られるように僕も笑った。


    「東雲君が天てん王のう洲ずちゃんのことを好きになってるのは随分前から気付いてたからね。ちょっとだけ余計なことをしちゃったかな。でもね、その考えに[image: ]たどり着いたのは人間としての東雲君の力だよ。それだけは絶対に忘れないで」


    　そう言う恵比寿会長の表情は、彼女が本物の神であることを僕に思い出させるものだった。


    　あまりの神こう々ごうしさに、自然と頭を下げてしまう。


    「きっと、東雲君なら言葉だけじゃなく本当に実践できると思う。最後に希望を見せてくれてありがとう」


    　再び笑えみを浮かべた恵比寿会長の雰囲気は、いつも通りに戻っていた。


    　僕は眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げてみせる。


    「思うではなく、実践するのだ。恵比寿会長、歴史的瞬間を見ているといい。ミツが運命を変える瞬間をなッ！」


    　僕の声が山々の間を駆け抜けていく。


    「それでは、行ってくる。随分と長いこと天王洲君を待たせてしまったからな」


    「ちょっと待って」


    　恵比寿会長が言って、僕の衣服を撫なでる。


    　すると、どういう奇跡か、行ぎよう衣えから隣りん会かい学園の制服へと一瞬にして変わる。


    　確かに、行衣で行ったら恰かつ好こうがつかなかったな……。


    「それでは、改めて行ってくる！」


    　僕は寒さで硬直した体を解ほぐすと、息を整え一気に駆けだした。
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    エピローグ


    



    　僕は名も知らぬ神社の石段を、一段一段踏みしめるようにして登っていく。


    　白い粉雪の舞う中、確かな決意を持って。


    　幼い日に幾度となく通ったこの神社の石段を進む度、脳の奥底から思い出が[image: ]あふれ出してくる。


    　その思い出にはいつだって、天てん王のう洲ず君がいた。


    　文句を言いながら、いつも僕についてきてくれた。


    　辛つらい時も悲しい時も楽しい時も、ずっと傍そばにいてくれたのだ。


    　彼女のいない生活など考えられなかった。いや、考えないようにしていたのかもしれない。


    　好きな人ができてその人に告白をして決着がつくまで、僕は他ほかの女性を好きになったことがなかった。


    　いま思い返してみれば、夏を過ぎたあたりには天王洲君のことを好きになっていたのだろう。だから、僕は好きな人ができなくなったのだ。


    　もういるのだから、違う人を好きになる必要はないと。


    　そのキッカケが何だったのか、僕には分からなかった。


    　きっと、小さな毎日の積み重ねだったのだろう。少しずつ思い出が折り重なり合って、天王洲君のことを──。


    　見上げた石段の先から、十じゆう条じようちゃんと木き場ば先輩が降りてくる。


    　十条ちゃんの表情が、一瞬にして驚きに染まった。


    「東しの雲のめ先輩……」


    　そして、嬉うれしそうな表情へと徐々に変化していく。そんな十条ちゃんに、僕は何も言わずに一度頷うなずいた。


    　十条ちゃんの横にいた木場先輩が、そんな僕の態度に笑えみをこぼす。


    「随分と自信ありげじゃない。答えが出たのかは聞くまでもないみたいだね」


    　石段を上っていく僕と、石段を下っていく十条ちゃんと木場先輩がすれ違う。


    「ありがとうございました、東雲先輩。私も先に進みます」


    　すれ違いざまに聞こえた十条ちゃんの声は力強く、それでいて少しだけ泣いているように聞こえた。


    　僕は数瞬だけ目を閉じると、足を止めることなく上へと進んでいく。


    　ようやく石段を上り終えると、視界の左右に葉を落とした木々が広がる。


    　その間を渡る色あせた石畳の中央。奥に社やしろを望む赤い鳥居の下に、天王洲君が立っていた。


    　いつもと変わらぬ色気の欠片かけらもない隣りん会かい学園の制服を着て、いつもと変わらぬ無表情を浮かべながら。


    　天王洲君の感情のこもらない視線に見つめられながら、僕は黒くろ縁ぶち眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げる。


    「待たせたな、天王洲君」


    「随分と待たされましたよ、ノノメメさん」


    　僕はニヤリと笑えみを浮かべ、天てん王のう洲ず君はぴくりとも笑わない。


    　それは、僕たちが出会った時から幾度となく繰り返されてきた、お決まりの光景。


    「それで、ここへ何しに来たのですか」


    「そんなもの、決まっているだろ」


    　石畳の上を歩きながら、僕はできるだけ仰々しく答える。


    「僕の願いとキミの願いを叶かなえに来たんだ」


    　そう言って、天王洲君の前で足を止めた。


    　そんな僕に天王洲君が肩を竦すくめてみせる。


    「神の願いを叶えようだなんて、とんだ傲ごう慢まんですね」


    「傲慢ではなく、余裕だ」


    「では、私は神としてノノメメさんと私の願いを叶えましょう」


    　いつか二人で話した帰り道の光景が脳裏に浮かび上がってくる。


    　ここで天王洲君と初めて出会った幼い日から、僕たちはずっと一緒に歩いてきた。


    　苦しいことも辛いことも、楽しいことも嬉うれしいことも、いつも二人で分かち合いながら。


    「僕の願いを叶えようとは、とんだ傲慢だな」


    「傲慢ではなく、余裕です」


    　笑わない彼女の代わりに、僕が鼻の先で笑う。そして、天王洲君の両肩をそっと摑つかんだ。


    　その瞬間、彼女の小さな肩が僅わずかに揺れる。


    「私はてっきり、ノノメメさんのことだから石段を駆け上がってきて三回転くらいしながらするものだと思っていたのですが」


    　天王洲君がいつもより少しだけ早口になる。それでも、僕の手から逃げようとはしない。


    「残念ながら、僕は変わってしまったのだ。とはいえ、天王洲君が望むならいまから、そうしてやってもいいのだが？」


    　僕が顎あごで「離れようか？」と示すと、天王洲君は呆あきれたように溜ため息いきをつく。


    「ノノメメさんは変わりませんよ、いままでもこれからも。きっとノノメメさんの核になる部分は魂に刻み込まれてしまっているのですから」


    「天王洲君がそう言うのならば言い換えよう。僕は変わらずに変わる。東しの雲のめ芽め吹ぶきという人間を失わぬまま、キミと一緒にいるために僕は変わる」


    　一陣の風が吹き、粉雪が一斉に舞い上がる。


    　時間が静止してしまったかのように辺りは静寂に包まれ、この世界に僕たち二人しかいないかのような感覚に陥る。


    　一生懸命考えてきた言葉は、真っ白に溶けてどこかに消えてしまった。


    　だから僕は、心に浮かんだこの想おもいを飾ることなく最愛のヒトへと伝える。


    「天てん王のう洲ず君。僕と結婚して一緒に幸せな家庭を築いてくれ」


    



    「本当にバカです、ノノメメさんは」


    　そう言って、僕の最愛のヒトは優しく微ほほ笑えんだ。
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    　あとがき


    



    　お久しぶりです、近この村むら英えい一いちです。


    　一巻のあとがきで、「あとがきを書くのが憧あこがれです」とか「どんなことを書こうかなー」とかウキウキぶりを発揮していたのですが、三巻にして既にネタ切れという。


    　あの時の浮かれっぷりはどうしたよ、自分!!


    　そもそも、無趣味というのが良くないですよね。半引きこもりの上に無趣味とか、そりゃネタもないだろうと。


    　これは、早くなんとかしなくてはイカンと思いまして、友人の勧めで無電源ゲームを始めてみました。


    　無電源ゲームと一口に言っても色々とあるのですが、僕がやっているのは『カタンの開拓者たち』や『人狼』といったボードゲームやカードゲームで、これが滅め茶ちや苦く茶ちや面白いんですよ。


    　駆け引きとか、[image: ]だまし合いとか、運と戦略のバランスが非常に上う手まく配置されていて、負けても「もう一回！」と何度もやりたくなっちゃうんです。


    　それに加えて、アメコミとか初期の『マジック：ザ・ギャザリング』のイラストを彷ほう彿ふつとさせるパッケージがまた僕の琴きん線せんに触れまして、気がついたら買いまくっていました……。


    　ですが、このゲーム類には一つ弱点がありまして、プレイ人数が大体三～五人という。


    　漂う、ボッチお断り感。


    　今は押入れの奥に眠っていますが、いつか大人数でプレイしてやるんだからね！


    



    　以下謝辞です。


    　毎回、素晴らしいイラストでノノメメを彩ってくれる、イラストレーターの竜りゆう徹てつ様。どのイラストも素敵なのですが、特に最後の天てん王のう洲ず君がもうね。大きくして部屋に飾っておきます！


    　相も変わらずご迷惑をお掛けしまくっている、担当の濱はま田だ様。毎度手の掛かる新人で本当にすみません……。謝ったので、飲みに連れて行ってください。


    　校こう閲えつ様、デザイナー様、その他多くの出版に携たずさわって下さった方々。皆様のお力添えのおかげで、今巻も出版することができました。本当にありがとうございます。


    　お世話になりまくっている、友人知人、及び家族の皆様。最近、出不精すぎて顔を忘れられているのではないかと若干心配が……。誘ってくれたら行きますので、宜よろしくです。


    



    　そして、この本を手に取って頂いた皆様へ。本当にありがとうございます。


    　東しの雲のめと天王洲の話はこれでおしまいです。皆様の心のどこかにほんの少しでも引っかかる物語になっていれば、それ以上の喜びはありません。


    　それでは、また近いうちにお会いできることを祈りながら。

  


  
    近村英一


    Konomura Eiichi


    



    東京在住の迷子スキル持ち。引っ越しをしたので、迷子になる回数が激増しました。早く自宅までの道を覚えたいです。
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